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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。






















　目次







身長差30センチ。




初めての彼氏んち。




　あとがき







ギャラリー



















　　　　１




「ごめんなさいっ」

「…………え？」

　明あか石し一いち也やは、想定外の返事に思わず目を瞠みはった。深く下げられた相手の頭の天てつ辺ぺんを呆ぼう然ぜんと見つめる。

　同どう僚りようの笠かさ井いを相談があると云いって呼び出したのは、告白するためだ。

　場所をアルバイトをしている遊園地内のカフェテリアにしたのは、大おお袈げ裟さにお膳ぜん立だてするよりも慣れた場所でのほうが緊きん張ちようせずにすむのではないかと思ったからだ。もっと人ひと気けのないところにすべきだったと後こう悔かいしているが、いまさらどうすることもできない。

　出で逢あって半年、二人で食事に行ったこともあるし、映画を見に行ったこともある。それなりに勝算があると思っていたのだが、敢あえなく振ふられてしまったというわけだ。

　勝手に期待していたぶん、落らく胆たんは大きかった。驚おどろきつつも、はにかみながら頷うなずいてくれるだろうという妄もう想そうはがらがらと音を立てて崩くずれ去った。

「明石くんの気持ちは嬉うれしいし、私も明石くんのことは好きだよ。趣しゆ味みも合うし、一いつ緒しよにいて楽しいし───でも、何て云うか、いい友達っていうのかな、つき合うとかそういうふうな関係はちょっと難しいかなって。上手うまく云えないけど、弟みたいな感じっていうか……」

「……そっか……」

　弟という表現に、ますます肩かたが落ちる。一也が振られるときの常じよう套とう句くだ。これまで、何度云われたかわからない。

（今度こそ上手くいくと思ったのに……）

　笠井とは気負わずに話せるし、一緒にいて楽しい。恋こい人びとになれれば、もっといい関係になれるんじゃないかと思ったけれど、それは一也一人の思い込みだったらしい。

　彼女いない歴を更こう新しんし、暗い顔になる。そんな一也をフォローしようと、笠井は必死に言葉を重ねた。

「あ、あのね、本当に大事な友達だと思ってるの。男の子で明石くんみたいに話せる人っていないし、そういう意味で特別な人だと思ってる。だから、いまの関係のままでいたほうがいいと思わない……？」

　いまの関係から一歩踏ふみ出そうと思って告白した自分に、同意を求められても困る。一也は曖あい昧まいな笑えみを返すことしかできなかった。

「それにね、実は……いま好きな人がいるの」

「そう…なんだ……」

　引き攣つった笑いを浮うかべながら、氷が溶とけて薄うすくなったジンジャエールを啜すする。

　想像していたはにかんだ笑顔がまさにいま目の前にあるけれど、彼女の思い描えがいている相手は一也ではなかった。

　まさに一人相撲ずもうを取っていたというわけだ。彼女が語る未来の彼氏との憧あこがれのシチュエーションを、自分へのモーションだと勘かん違ちがいした自分がバカだったのだ。

　眼中になかったから、女友達のように気安く接してくれていたのだろう。自分が自意識過か剰じようだったのだとわかり、羞しゆう恥ちで顔から火を噴ふきそうだった。

　ある意味、この結果は自じ業ごう自得と云えるかもしれない。

　今回の告白には、二十歳はたちになる前に『彼女』を作りたいという不純な動機もないわけではなかった。

　地元の友人は皆みな、進学先で恋人を作り、キャンパスライフを謳おう歌かしている。そんな話を聞かされ、羨せん望ぼうや対たい抗こう意識がなかったかと云われれば否いなと答えるしかない。

　何にせよ、一人で舞まい上がっていた自分が恥はずかしい。居たたまれない空気をどうにかしようと、無む理り矢や理り話を変えることにした。

「そ、そういえばさ、笠井も話があるんじゃなかったっけ？」

　少々わざとらしい気もしたが、笠井からも『話がある』と云われていたのを思い出し、それを話題の転てん換かんに使った。

　けれど、笠井は困ったような笑みを浮かべた。

「あ……それは、もういいの」

「いいって、どうして？　友達として、そのくらいの役には立たせてよ」

　告白は上手くいかなかったけれど、そのくらいの見み栄えは張りたい。一也は無理矢理落胆を隠かくし、鷹おう揚ような男として振る舞った。

「うーん、でも、ちょっと明石くんには云いにくいかなあ……」

　一也の申し出に、笠井は気まずげに表情を曇くもらせる。やはり、振ったばかりの相手には頼たよりにくいのかもしれない。

「云ってよ。俺は『大事な友達』だろ？」

　できるなら、今回のことで気まずい関係にはなりたくない。気を遣つかわせまいと重ねて云うと、笠井は躊躇ためらいがちに切り出した。

「……相談に乗ってもらいたかったの」

「相談？」

「ううん、でも、大だい丈じよう夫ぶ！　私もがんばってみようって、明石くんのお陰かげで勇気が持てたから」

「俺のお陰？」

「うん。なかなか話しかけられなかったけど、いつまでも見てるだけじゃ始まらないよね。ダメで元々なんだから！」

「へ？　それ、どういう……」

「あっ、ごめん！　明石くんがダメとかそういうわけじゃなくて───あっ、加か瀬せくん！」

　笠井の声がワントーン上がった。一也越ごしに向けられる眼まな差ざしは、いつになくキラキラしている。頰ほおも微かすかに紅潮しているように見える。

　一也は振り返り、笠井の視線の先を追ってみた。見える範はん囲いに男の影かげはない。いるのは、親子連れと女子高生のグループとやたらとでかいクマの着ぐるみだけだ。

「もしかして、好きな人って───」

「うん、あの人」

　彼女が示したのは二メートルほどの身長のクマだった。

　ずんぐりとした大きな体型に目つきの悪い顔立ちをしているため、やたらと迫はく力りよくがあるのだが、意外と子供たちに人気のあるマスコットだ。

　いつも入れ違ちがいでシフトに入ることが多いせいで、その素す顔がおは見たことがないけれど、更こう衣い室でよくすれ違うクマだ。今日、あのクマの中に入っている男は加瀬というらしい。

　特に何をされたわけではないけれど、無ぶ愛あい想そうで高身長なところがいけ好かない。恋れん愛あいは勝負ではないけれど、あいつに負けたのかとがっくりきた。しかも、自分の告白が笠井の背中を押すことになってしまった件については、皮肉としか云いようがない。

　どうやら、笠井は一也に恋愛相談をするつもりだったようだ。確かに、自分が振ったばかりの男には告げにくい内容だ。

「私もがんばるね！」

「う、うん、がんばって……」

　一也には力ない笑みを浮かべる以外、できることはなかった。










（何で上手くいかないかな……）

　打算はあったとは云え、好きだから告白したのだ。燃えるような恋こい焦こがれる気持ちだったわけではないけれど、振られて落ち込まない人間はいない。

「…………」

　マスコット専用の更衣室のベンチに腰こしを下ろした一也は、衣装の着ぐるみを脱ぬぐ気力も湧わいてこなかった。

　人前では気き丈じように振る舞ってはいたけれど、一人になった途と端たん、力が抜ぬけてしまったようだ。

　いつまでもぼんやりとしていないで、着ぐるみをロッカーにしまわなくてはならないのだが、いまは立ち上がる元気さえなかった。

　どうにか頭だけは外し、新しん鮮せんな空気を吸い込んだけれど、それは全すべてため息へと変わった。

「……次、どんな顔して会えばいいんだろ……」

　彼女は違う大学に通っているため、次に会うとしたら今度の土日になる。時間が経たてば、この気まずさも少しは解消されるのだろうか。

　顔を合わせにくいからと云いって、バイトを休むわけにはいかない。

　一也の本業は大学生、地元遊園地でのアルバイトは生活費を稼かせぐためのものだ。親には学費とアパート代と最低限の生活費は出してもらっているけれど、下に弟たちがいることを考えたら、これ以上は甘えられなかった。

　もちろん、学業は疎おろそかにはしていない。取れるだけの講義を取り、平日の夜に居酒屋、週末にはパンダの着ぐるみの中に入って愛あい想そを振ふりまいているというわけだ。

　このバイトを始めたきっかけは、この遊園地の古株のアルバイトだった先せん輩ぱいからの誘さそいだ。

　着ぐるみの中に入れるサイズの百六十センチ以下の身長で体力のある男、という条件にぴったり合うのが一也だったというわけだ。

　その先輩は今年の三月に卒業したけれど、いまもたまに差し入れを持って顔を出す。ここは古くからあるこぢんまりした遊園地で、地元の建築会社が経営しているらしく和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きの職場だ。

　めぼしいアトラクションはコースの短いジェットコースターにメリーゴーラウンドだけだが、近きん隣りんの子供たちの休日の定番コースになっている。

　───とは云え、昨今の入場者減少は深刻らしい。去年、その対策として投入されたのが、動物のマスコットだ。

　デザインは名の知れたデザイナーに依い頼らいしたお陰で可愛かわいらしく愛あい嬌きようもあるのだが、一也が入っているパンダは下半身が大きいので如何いかんせん動きにくい。

　現在、年間パスを賞品にマスコットたちの名前を募ぼ集しゆう中ちゆうだ。投票箱がゲートのところにあるのだが、思うように集まっていないのが目下の悩なやみらしい。元々入場料が安いこともあり、あまり魅み力りよくのある賞品ではないのかもしれない。

（上手うまくいかないのは俺だけじゃないってことか）

　膝ひざの上に置いた頭を見つめ、自じ嘲ちよう気味に笑う。可愛らしい無む邪じや気きな顔を見ていたら、だんだん憎にくたらしくなってきた。

　これまで、何人か好きになった人はいるけれど、彼女ができたことは一度もない。今度こそと告白し、玉ぎよく砕さいしてばかりいる。つまり、まともな恋愛経験はないというわけだ。

　皆、口を揃そろえて一也のことを『男として見られない』と云うのだ。

　気を遣つかってくれたのか笠井からは云われなかったけれど、『自分より背の低い彼氏は嫌いやだ』とはっきり云われたこともある。

（俺だって好きでちっちゃいわけじゃねーんだよ）

　自分では如何ともしがたい問題に涙なみだぐむ。

　少しでも背が伸のびるようにと毎日牛乳を飲み、小魚を食べ、バスケットボール部にも入ったけれど、百五十八センチから先は一ミリも伸びることはなかった。

　はっきり云って、この歳としの男としては小さい。生まれてこの方、身長順だけでなく、名前順でも一番前だった。名前にも『一』がついているため、中学のときは『一番の男』とからかわれ、授業で指される回数も断トツに多かった。

　自ら云うのもどうかと思うが、身長以外はそこそこの線はクリアしていると思っている。

　顔は十人並みだし、性格はおおらか（大おお雑ざつ把ぱとも云うが）、成績は中の中、運動神経も悪くない。唯ゆい一いつで最大のコンプレックスが身長というわけだ。

　男女共に友達は多いし、信しん頼らいもされていると思う。感情の起き伏ふくが大きいせいか涙なみだ脆もろいところはあるけれど、別に悲観的な性格をしているわけではない。

　こうして涙が込み上げてきてしまうのは、ただの生理現象だ。人にさえ見られなければ、問題はない。

「くそ、何で止まらないんだよ」

　涙を拭ぬぐい、鼻を啜すすっていると、更衣室のドアが開く音がした。元々は倉庫だったこの部屋には、ロッカーだけでなく、様々な資材が置かれている。

　ぺたぺたとした足音から、シフトを終えたマスコットの一人が戻もどってきたのだとわかった。

　さっさと着き替がえて出ていってくれることを祈いのっていたが、そんな一也の願いとはうらはらに、そいつはこちらに歩み寄ってきた。

「おい、大丈夫か？」

「……大丈夫じゃねーよ。いいから、放ほうっておいてくれ」

　頭上から降ってきた声に素っ気ない返事をする。気き遣づかいはありがたいが、いまは一人にしてもらいたい。

「でも、具合が悪いんじゃないのか？」

　どこの誰だれかわからないが、わざわざ知らない人間に声をかけるなんて、よっぽどのお人ひと好よしのようだ。一也は振り返らずに手で追い払はらうジェスチャーをする。

「医務室に行ったほうがいい。歩けないなら連れていくか？」

「いいっつってんだろ！」

　しつこさに軽くキレ、思わず声を荒あららげてしまった。振り返った瞬しゆん間かん、視界に飛び込んできたのは焦げ茶の毛並みをしたクマだった。

「お前……」

　一也の目の前にいるのは他ほかの誰でもない、笠井が好きだと云っていたクマ───もとい、加瀬だった。中に入っている人物が違うこともあるけれど、このでかさは間ま違ちがいなくさっき見たクマと同一人物だ。通常は足あし下もとの生き地じがだぶついているデザインなのだが、いまはまっすぐに伸びている。

「何か飲むものを持ってくるか？」

「いらねーよ！」

「顔色が悪い。体調を崩くずしているんじゃないのか？」

「誰のせいだと思ってるんだ！　何でお前なんだよ！」

　八つ当たりだとわかっているが、加瀬に嚙かみついてしまう。

「俺？」

「そうだよ！　お前がいなけりゃ───」

　一也は途と中ちゆうで言葉を吞のみ込んだ。加瀬がいなかったからと云って、一也の恋こい路じが上手くいったとは限らない。誰かと比ひ較かくして、人を好きになるわけではないのだ。

　彼に当たったところで何も解決しないし、自分が一層情けなくなるだけだ。しかし、このクマの顔を見ていると、どうしようもなく腹が立つ。

「くそっ、いつまでそんなもん被かぶってんだ！」

「……ッ」

　腹立ち紛まぎれに立ち上がり、目つきの悪いクマの頭をもぎ取る。その下から出てきたのは、思わず息を吞んでしまうほど整った相そう貌ぼうだった。

　切れ長の目に彫ほりの深い顔立ち。睫まつ毛げも長く、その瞳ひとみも吸い込まれそうに澄すんでいる。通った鼻筋の下にある唇くちびるはほどよい厚みで、フェイスラインも完かん璧ぺきだ。長い前まえ髪がみをヘアピンで留めているのは、着ぐるみの中で邪じや魔まにならないようにするためだろう。

　その顔から目を離はなせずにいると、加瀬は頭を外した勢いでずれた眼鏡を直しながら、不思議そうに見つめ返してきた。

「俺の顔に何かついてるか？」

「べ、別に何でもねーよ！　ムカつく顔だと思っただけだ」　>>>♥

　加瀬は『負けた』と云うしかないイケメンだった。

　背も顔も敵かなわない上、見知らぬ男を気遣う優やさしさに、その相手に理り不ふ尽じんに絡からまれても怒おこらない人のよさ。笠井が好きになるのも当然だ。

　せめて、恋こい敵がたきにこき下ろせるような欠点があれば少しは溜りゆう飲いんが下がっただろうが、悔くやしいことに加瀬に対して羨せん望ぼうしか抱いだけなかった。

（持ってるやつは、何でも持ってるよな）

　加瀬と自分を比較し、一層落ち込んだ。一也には、どう足あ搔がいたって勝てるわけがない。

「俺のせい、というのはどういう意味だ？　君は俺を知っているのか？」

「大したことじゃない、気にするな。知ってるかって、そりゃそのでかい図ずう体たいが目に入らないわけないだろ」

「そうじゃない。『俺自身』を知ってるのかと訊きいてるんだ」

「……さっき知ったんだよ」

　とくにでかいクマの中身を知ったのは、笠井の言葉からだ。そのときのことを思い出すと、また暗い気持ちになってくる。

　加瀬を見る笠井の目は、これまで見たことがないくらいキラキラとしていた。好きな人を純じゆん粋すいに見つめる瞳は、あんなふうに輝かがやくのだと初めて知った。

　多分、自分の目はあんなに輝いてはいなかっただろう。下心と打算だけで告白したわけではないけれど、毎夜眠ねむれないほど切ない想おもいを抱いていたわけでもない。そういう意味で云いえば、一也はまだ本当の恋こいを知らない。

　ドラマや映画のような熱ねつ烈れつな恋に憧あこがれてはいるけれど、狂くるおしいほどの想いがどんなものか想像もつかなかった。

「さっき？　誰かから聞いたのか？」

「そんなことどうでもいいだろ!?　いい加減どっか行けよ！　失しつ恋れんして落ち込んでるときくらい一人になりたいんだよ!!」

　溢あふれてきてしまった涙をパンダの手でごしごしと拭う。硬かたい生地で擦こすったせいで目元がひりひりと痛んだ。

「……それは悪かった。つまり、俺のことは、その相手から聞いたということか？」

「だったら何なんだよ！」

　どうでもいいことばかり言げん及きゆうしてくる加瀬に、苛いら立だちが募つのっていく。どうしてこいつは人の気持ちを逆さか撫なでするような云い方ばかりしてくるのだろう。

　黙だまり込んだということは、やっと空気が読めたということだろうか。一也は一度深く深呼吸をして落ち着きを取り戻すと、云い聞かせるように告げた。

「わかったら、とっとと消えろ」

「…………」

「………どうして隣となりに座るんだ？」

　消えろと云ったのは聞こえなかったのだろうか。おもむろに一也の隣に腰こしを下ろした加瀬に冷ややかな眼まな差ざしを向ける。

「他に座るところはないだろう？」

「そういう意味の質問じゃない。俺の話を聞いてなかったのか？　一人になりたいって云ってるんだ」

　声を荒らげる気力はもうなかった。こんなにも話が通じない相手は初めてだ。

「君を放ってはおけない。傍そばについていたいんだ。それに、失恋したなら誰かに愚ぐ痴ちを聞いてもらうものなんじゃないのか？」

「何でお前に聞いてもらわなくちゃいけないんだよ」

　気持ちを吐と露ろすれば、少しは楽になるかもしれない。だとしても、相手を選ぶ権利は一也にだってある。

　純粋に親切心からの申し出だろうが、恋敵に愚痴るほど情けないことはない。

「いまここにいるのが俺だからだ」

「────」

　加瀬にこちらの意図がまったく通じず、額を押さえる。まるで宇宙人と話をしているかのようだ。相手が去らないなら、こちらが立ち去るしかない。

　そう思って腰を浮うかせようとしたら、無神経な質問を投げかけられた。

「明石はどうして振ふられたんだ？」

「そんなこと俺が知りたいよ！　つーか、何で俺の名前知ってるんだ!?」

　もうどこから突つっ込めばいいのかわからない。加瀬は眉まゆ一つ動かさず、一也の名を知っている理由を告げた。

「誰かが呼んでるのを聞いた。下の名前は知らない。訊いてもいいか？」

「一也だよ、明石一也。Ｈ大の二年」

　淡たん々たんとした態度に毒気を抜ぬかれ、フルネームを教えてやった。教える筋合いはないと云ってやってもよかったが、さすがに大人げないと思い止とどまったのだ。

「一也か、いい名前だな」

「そりゃどうも。で、お前はどこの誰？」

　知っているのは名字とクマの中身だということだけだ。相手の素す性じようがわからないまま話しているのは、妙みように落ち着かない。

「加瀬巽たつみ。俺もＨ大の二年だ」

「……同い年かよ」

　腹立ち紛れに舌打ちする。ただのやっかみでしかないけれど、いまは何もかもが腹立たしい。

　同じ大学なのに構内で見かけたことがないということは、学部が違ちがうのだろう。文系と理系では校舎がかなり離れている。

「つーか、名前までイケメンでムカつく」

「え？」

「何でもない。あーあ、お前はいいよな。顔もいいし、背も高いし、俺みたいに間ま抜ぬけじゃないし。さぞかしモテるんだろうよ」

「そんなことはない」

　こういうときに謙けん遜そんされると、苛立ちが増す。

（自じ慢まんされても腹が立つだろうけど）

　加瀬の場合、モテているのに気づいていないだけなのではないだろうか。この空気の読めなさを考えると、好意を匂におわされても感づかない可能性が高い。

「自覚してないだけだろ。これだから天然は困るよな」

　拗すねて悪態を吐つく一也に、加瀬は怪け訝げんな顔をする。

「明石は好きな子とつき合いたいのか？　それとも、不特定多数にモテたいのか？」

「もうどっちでもいいよ！」

　どう足搔いたって好きな子ともつき合えないし、不特定多数にモテることもない。自棄やけになってそう云った。

「好きな相手と気持ちが通じ合わなければ、誰だれに好かれたって意味はない。好きでもない相手とつき合っても虚むなしいだけだろう」

「はっ、モテる男の余よ裕ゆうかよ。いいんだ、どうせ俺はこのまま一生彼女もできずに死んでいくんだ」

　加瀬の言葉は正論であり、理想だ。だからこそ、腹立たしい。皆みなが皆、その理想どおりに行くわけではない。

「悲観的になるな。誰にだって、いつか出で逢あいはあるはずだ」

　口先だけの慰なぐさめではなく、本気で云っているのが表情からわかる。そのことがムカついた。

「いつだよ！　何月何日の何時何分に出逢えるって？」

　恋敵に慰められるなんて情けなさすぎて、小学生のような難なん癖くせをつけてしまう。勢い余って、何とか堪こらえようとしていた涙なみだが零こぼれてしまった。

（みっともない）

　一也の涙るい腺せんは弱い。めそめそと泣くことはないが、感極きわまるとすぐに涙が出てしまう。人前では必死に堪えるようにしているが、今日はどうにもならなかった。

「泣いてるのか？」

「泣いてねーよ！　目から水が出たからって泣いてるわけじゃねーんだよ！」

　涙が溢れてきてしまう目元をごしごしと拭ぬぐう。

「落ち込むことはない。君を好きな人は絶対にいる」

「その保証がどこにあるんだ？　根こん拠きよのない慰めを云うんじゃねーよ」

「根拠はある。少なくとも、俺は君が好きだ」

「はあ？　何だそりゃ。じゃあ、俺のどこが好きなのか云ってみろよ」

　突とつ然ぜんの告白に笑ってしまった。お陰かげで涙も止まる。口先でなら、何とでも云えるだろう。

　第一、『好き』という感情にも様々な種類がある。家族や友人としての好意や画面の向こうのテレビタレントに対しての好感だって『好き』と表現できる。

　だが、一也が嘆なげいているのはそういうことではない。自分を唯ゆい一いつ無二の存在として認めてくれる相手に出逢えるかどうかということを云っているのだ。

「そうだな、小さくて可愛かわいいところとか……」

「小さいって云うな!!」

　選よりによって真っ先に地じ雷らいを踏ふまれ、頭の中でぷちっと何かが切れる音がした。

（くそ、無む駄だにでかいからって人をバカにしやがって）

　加瀬にはバカにしているつもりはさらさらないのだろうが、悪気のない発言が一番腹が立つ。

「他ほかにもいいところはたくさんある。身長のことを気に病やむ必要はない」

「うるせーな！　無責任な慰めなんていらねーんだよ！　偉えらそうなこと云いって、お前に責任が取れるのか!?」

　一也が声を荒あららげると、加瀬は一いつ瞬しゆん黙だまり込んだあと、真顔で訊きいてきた。

「───責任を取ればいいのか？」

「はあ？　責任なんてどうやって取るつもりだよ。俺を好きだって云うなら、お前が俺とつき合ってくれるのか？」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを云い出した加瀬を笑う。質たちの悪い揶や揄ゆだという自覚はあったけれど、このくらいの嫌いやみは云っておきたかった。

「俺でいいなら」

　ただの煽あおり文句だったのに、加瀬は真に受けたようだ。どうやら、彼には嫌みや冗じよう談だんも通じないらしい。こいつはいわゆる『天然』というやつなのだろう。

（話が通じない……）

　一也は眉み間けんに皺しわを寄せながら、思案する。どう話せば、自分の意図が正しく伝わるのだろうか。嫌みや揶揄を混ぜている場合ではないことだけは確かだ。

「あのな、本当にわかってんのか？　つき合うって、二人で一いつ緒しよに飯食いに行くとかそういう話じゃねーんだぞ」

「わかってる」

「一体、何をわかってるって？　もっと先のこと考えて発言しろ。てきとうな返事してんじゃねーよ」

　簡単に返事をしているようだが、おままごとと間ま違ちがえているとしか思えない。中学生ではないのだから、手を繫つないで一緒に帰るだけがおつき合いだと思ってもらっては困る。

「きちんと考えてる。決していい加減に云っているわけじゃない」

「へえ、だったら俺とできるのか？」

「何をだ？」

　まさか、濁にごした言葉を聞き返されるとは思わず、どもってしまう。

「だ、だから、そういうことだよ！　恋こい人びとになったら色々すんだろ！」

「ああ、そういうことなら問題ない。明石が許可してくれるなら、させてもらう」

「は？」

「だから、こういうことだろう？」

　目の前が急に暗くなったと思ったら、唇くちびるに何かが触ふれた。押しつけられたものは柔やわらかく、温かい。生々しい感かん触しよくに、思考回路が停止する。

（これって───）

　経験はない。けれど、これがキスだということくらいはわかる。

　すぐに唇が離はなれていき、ぼやけていた焦しよう点てんが合う。

　至近距きよ離りで、端たん整せいな容よう貌ぼうが視界いっぱいに映った。ばちりと目が合った瞬しゆん間かん、はたと我に返り、勢いよく飛び退のいた。弾はずみでベンチから転がり落ちる。

「ななな何するんだよ!?」

　着ぐるみのままだったせいで、上手うまく起き上がれない。

「キスだ。わかってるのかと訊いてきたから、証明してみせたまでだ」

「そういうことを訊いてるんじゃねー！　男同士だろ!?」

「人を好きになることに性別が関係あるか？」

「……ッ」

　逆に訊かれ、言葉に詰つまる。一いつ般ぱん論としての模も範はん解答は『ノー』だろうが、自分の身に置き換かえてみた場合、迷いなくそう云えるかどうかは怪あやしい。

　もしかしたら、好きになれる相手がいるかもしれないが、いまの段階ではわからないとしか云いようがない。

「いまのキスは気持ち悪かったか？」

「当たり前───いや、そうでもなかったかも……」

　よく考えてみれば不快感は一いつ切さいなかった。驚おどろきが強かったせいでそこまで考える余裕がなかっただけかもしれないが、少なくとも生理的嫌けん悪おは感じなかった。

（……って、そういう問題じゃないだろ!?）

　相手のペースに巻き込まれそうになった自分にツッコミを入れる。

　加瀬が差し出してきた手を振ふり払はらい、何とか自分一人で体を起こした。

「とにかく、趣しゆ味みの悪い冗談はよせ。さすがに笑えねーよ。大体、お前のことを───」

　好きな子がいるのに、と云おうとして口を噤つぐんだ。それを云えば、八つ当たりの理由を知られてしまう。そのことを咄とつ嗟さに隠かくそうとしたのは、小さなプライドからだった。

「冗談で云ったわけじゃない。俺は本気だ。君は冗談で俺に責任を取れと云ったのか？」

「そ、それは……」

　痛いところを突つかれ、言葉に詰まる。まさか、逆に追つい及きゆうされることになるとは思わなかった。加瀬は天然なだけではなく、融ゆう通ずうの利きかない堅かた物ぶつでもあるようだ。

　本気でつき合えと云ったわけではなく、八つ当たりとやっかみからの嫌がらせだったと白状すれば、話は簡単だ。

　しかし、そのことを云えばさらに惨みじめになる。あんな剣けん幕まくで詰め寄り、責任を取れるのかと挑ちよう発はつしてしまった以上、『ただの勢いだった』とはすでに云えない状じよう況きようだ。

　それに加瀬とつき合うことになれば、笠井の恋こい路じを邪じや魔ますることになってしまう。それを考えたら、罪悪感に胸が痛んだ。

「───お前はそれでいいのかよ？　俺はお前のことを好きでも何でもねーんだぞ」

「俺はかまわない。やると決めたことは全まつとうする。だが、この件に関して何より大事なのは、俺の気持ちよりも君の気持ちじゃないのか？」

　加瀬の云うことは尤もつともだ。責任を取れと要求しているのは、他でもない一也なのだから、決定権はこちらにある。

　こうなってしまっては、いまさらただの売り言葉だったと云える雰ふん囲い気きではなかった。

（くそ、こうなったら受けて立ってやる）

　つき合うと云っても、どうせ上辺だけのことだ。加瀬だって、いつまでも茶番を続けていられるとは思えない。

　無む茶ちやな要求をし続ければ、加瀬だって『やめたい』とすぐに思うようになるはずだ。やめておけと理性が赤信号を点てん滅めつさせているけれど、自棄やけになってそれを無視した。

「そ、そこまで云うなら、本気で責任取ってもらおうじゃねーか！」

　一也はすっくと立ち上がり、着ぐるみのままの人差し指を加瀬に突きつけてそう云った。










　───展開が早すぎる。

　生まれて初めて足を踏み入れたラブホテルの一室で余よ裕ゆうのある態度など取れるはずもなく、一也は内装を呆ぼう然ぜんと眺ながめることしかできなかった。

　何故なぜ、こんなことになったかと云うと、自じ業ごう自得としか云いようがないのだが、まさかこんな展開になるなんてさすがに想像できなかった。

（あんなこと真に受けねーだろ、普ふ通つう！）

　バイトのあと、早さつ速そく加瀬と一緒に帰ることになった。話すこともとくになかったため、道すがら加瀬に自己紹しよう介かいをさせていた。

　家族構成は両親と姉と妹。大学には実家から通っており、専せん攻こうは経済。高校まで陸上をしていたけれど、怪け我がをきっかけに引退。

　中学生の頃ころ彼女がいたが、高校進学で自然消しよう滅めつしたらしい。高校は男子校で、三年間は部活漬づけの毎日だったそうだ。

　しかし、いまはそんなことどうでもいい。一也のほうが一月誕生日が早いことや、加瀬が高校三年の春休みからあの遊園地でアルバイトしているということもどうでもいい。

　いま問題なのは、二人でラブホテルにいるということだ。こんなところに入ることになったのは、一也の軽口がきっかけだった。

『やめるならいまのうちだぞ。お前だって、俺とああいうところには入れないだろ』

　壁かべの高い安っぽい洋館風の建物を指さして揶揄すると、加瀬は真顔で『入れる』と云ってきた。それに対して、一也が『口先だけでは何とでも云いえる』とか『見み栄えを張るな』などと返し、云い合っているうちに、気がついたらホテルに入ってしまっていたというわけだ。

（だって、真に受けるとは思わなかったんだよ……）

　自分に云い訳をしたって意味がないことくらいわかっている。調子に乗って口を滑すべらせてしまった自分が悪い。

　今日は墓ぼ穴けつを掘ほりまくっている。口は災わざわいの元と云うけれど、加瀬が相手だと妙みように調子が狂くるうのだ。何故か、云わなくてもいいことまで云ってしまう。

「何か飲むか？」

「べ、別に喉のど渇かわいてない」

　加瀬があまりに平然としているものだから、一也も見栄を張って平静を装っていたけれど、思わず声が裏返ってしまった。

「じゃあ、シャワー浴びるか？」

「しゃ、シャワー!?」

「そのつもりで来たんだろ？」

「……ッ、そう、だけど……」

　現実を突きつけられ、びくりと体が震ふるえた。

　ラブホテルに入るということは、部屋を取って寝ねるだけが目的ではない。当然、その先がある。そんな当たり前のことを一也は失念していた。

　急に生々しい現実を認にん識しきし、ぶわっと顔が熱くなった。さっきのキスは触れるだけだったけれど、ここはもっとすごいことをする場所だ。

　深呼吸して口を開こうとした瞬間、心配そうに気き遣づかわれた。

「緊きん張ちようしてるのか？」

「そんなわけないだろ！」

　どうして、自分はこう見栄っぱりなのだろう。素す直なおに頷うなずけばいいとわかっているのに、口をついて出てくる言葉はその逆のものばかりだ。

「なら、そんなところに立ってないで座ったらどうだ？」

「いまそうしようと思ってたんだよ！」

　わざと大おお股またでベッドに歩み寄り、無造作に腰こしを下ろす。勢いがよすぎたせいか、スプリングに体が弾はずんだ。

　目が泳いでしまいそうになるのをごまかすため、わざとらしくベッドの周辺を観察する。

「な、何だろうな、これ」

「ゴムとかだろ？」

「……っ、そういえばそうだな！」

　落ち着きのなさを隠そうとして、無知を晒さらしてしまった。顔が火を噴ふくどころか燃もえ尽つきてしまいそうなほど熱くなる。

　必死に手で顔を扇あおいで冷まそうとするけれど、余計に赤くなっていっているような気がする。

「一つ訊きいてもいいか？」

「……何だよ」

　わざわざ前置きをしてくる加瀬を警けい戒かいして身構える。

「明石は童どう貞ていなのか？」

「ち、ちげーよ！」

　反射的に否定してしまったが、実際は未経験だった。何もかも負けている相手に、一つくらい見栄を張りたくて噓うそを吐ついてしまった。

　感かん触しよくなんて覚えてもいないが、ファーストキスは人生最大のモテ期だった幼よう稚ち園えんのときに同じ組の子とした。加瀬にされたさっきのキスが人生二度目のキスになる。

（どうせ、こいつは経験あるんだろうな）

　彼女がいたなら、それなりに経験があるに違ちがいない。この落ち着きっぷりからすると、こういう場所は初めてではないのだろう。ちゃんとしたつき合いは中学のときだけだと云っていたが、だからと云って相手が一人とは限らない。

「お、男とはしたことないけど」

「俺は男とも女とも関係を持ったことはない」

「へ？」

「これが初めてだと云ってるんだ」

「つき合ってた彼女とは何もしなかったのか……？」

「中学生で何をすると云うんだ」

「初めてなのに、何でそんなに平然としてんだよ!?」

「平然としているつもりはない。顔に出ないだけだ」

「…………」

　まさか、加瀬が童貞だとは思わなかった。泰たい然ぜんと構えているように見えるのは、本当に見た目だけなのかもしれない。

「最低限の知識はある。上手うまくできるかわからないが、協力し合えばどうにかなるだろう」

「きょ、協力って───」

　加瀬は眉まゆ一つ動かさず、顔を近づけてくる。一也は体を後ろに反らせて距きよ離りを取り、待ったをかける。

　一也としては、どっちが先に怖おじ気づくかという気持ちで挑ちよう発はつを重ねていたけれど、加瀬の態度からは怯ひるむ気配は微み塵じんも感じられない。

（ていうか、マジで本当に本気なのか……？）

　売り言葉に買い言葉。そんな流れに押された結果だという意識があるのは、一也だけなのかもしれない。そう思ったら、今度は焦あせりを感じてきた。

　いつまでも、見栄を張っている場合ではない。一刻も早く真実を告げるべきだと理性が告げているが、残った意地が躊躇ためらわせる。

　いまなら笑い話ですむ。からかってやっただけだと云ってやればいい。なのに、思ったように口が動かない。

「ちょ、ちょっと待て」

「どのくらい待てばいいんだ？　三分でいいか？」

「そういう問題じゃない。いいか？　落ち着け、冷静になったほうがいい。衝しよう動どう的に行動すると後こう悔かいするぞ」

　自分にも云い聞かせるつもりで云ったのだが、加瀬の答えは想定外のものだった。

「それなら必要ない。理性的とは云いがたいかもしれないが、衝動的な行動は取ってない」

「へ？」

　加瀬の言葉の意味がわからず、目を瞬しばたたく。理性的ではなく、かつ、衝動的でもないというのは、どういうことなのだろうか。

「何も問題はないということだ」

　セックスに興味がないわけではない。むしろ、すごくある。年とし頃ごろの男子なのだから、当たり前だ。しかし、初体験が男というのはどうなのだろうか。

「お前は初めてが男でいいのか？」

「何か問題があるか？」

　普通は気にするものではないだろうか。

「いや、問題っていうか……お前、ホモなのか？」

「───さあ、わからないな。少なくとも、昔好きだった人は女性だった。そういえば、明石はどっちがいいんだ？」

「どっち…？」

　一体、何の選せん択たくを迫せまられているのかがわからず、目を瞬かせながら訊き返してしまう。

「入れるほうと入れられるほう」

「入れ……？」

　正直なところ、男同士のやり方は詳くわしく知らない。むしろ、そういう行こう為いまで行うものだとは考えていなかった。

「もしかして、男の抱だき方を知らないのか？」

「普ふ通つう知らねーだろ！」

　いままでそういう意味で男に興味を持ったことはない。世の中には同性が恋れん愛あい対象の人間もいるだろうし、偏へん見けんもないつもりだが、自分には縁えんのないことだと思っていた。

（ちょっと待て。入れるって、どこに……？）

　改めて考えてみても、よくわからない。可能性がある部分もあるけれど、俄にわかには納なつ得とくしがたいものがあった。

「本当にわからないのか？」

「だって、無理だろ！　あんなところに入るわけないって！」

　どんなに小さいサイズのものでも、人の指よりは太いはずだ。そう簡単に受け入れられるとは思えないし、そもそもそんな場所を行為に使うなんてどうかしてる。

「なら、今日は俺がするほうでいいな」

「勝手に決めるなよ！」

　もしも、自分の想像が正しいとしたら、容易に頷くわけにはいかない。

　物理的に何とかなるとしても、絶対に痛い。痛くないわけがない。それ以前に、そこは本来そういう行為に使う場所ではないはずだ。

「だったら、明石がするか？　俺はそれでもかまわないが」

「俺!?　あ、いや、それはちょっと……」

　すんなり主導権を渡わたされそうになり、面めん食くらった。経験値ゼロの状態で自分よりもでかい男を抱けと云いわれても困る。

（どう考えても無理だろ……）

　想像力を駆く使ししてみたけれど、押し倒たおすところまでしかイメージできない。その姿も滑こつ稽けいでしかないし、その気になれるとも思えない。

「怖こわいならやめてもいいんだぞ」

「怖くなんかねーよ！」

　反射的に口にした言葉をすぐに後悔する。挑発して怖じ気づかせる予定が、逆に挑発に乗ってどうするのだ。

「心配しなくていい。悪いようにはしない。嫌いやだと思ったら云ってくれれば、その場でやめる」

「余計に怖くなる云い方すんなよ！」

「怖くないんじゃなかったのか？」

「人の揚あげ足を取るな！」

　混乱しているせいで、自分の発言に一いつ貫かん性がない。そんな一也に、加瀬は淡たん々たんと告げた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、痛くないようにする」

「どうやって!?」

「それはこれから証明する。まずはその準備だ」

「準備!?」

　さっきから、不ふ穏おんとしか思えない単語ばかり出てくる。思わず腰こしを浮うかせたら、手首を摑つかんで引き止められた。

「どこに行くんだ？」

「や、やっぱシャワー浴びてくる……っ」

　どう考えても無理だ。初めてが男とだなんて、絶対に無理だ。

　キスは不思議と平気だったけれど、云うなればあれは唇くちびるをくっつけただけだ。それ以上の行為は無理に決まっている。

「シャワールームはそっちじゃない」

「ちょっと間ま違ちがえただけだろ！」

「あとで俺が洗ってやる」

「うわっ」

　行き先を変えようとした瞬しゆん間かん、腕うでを引かれ、バランスを崩くずす。尻しり餅もちをついたのは、加瀬の膝ひざの上だった。

「何すんだ！」

「顔が見えないほうがいいだろう？」

　加瀬は一也を後ろから抱かかえる形で自分の膝に乗せ、太ふと腿ももに手を這はわせてきた。その手はつけ根へと滑すべり、誰だれにも触ふれられたことのない場所を撫なでてくる。

「ひゃっ……ど、どこ触さわってんだよ!?」

　自じ慢まんではないが、自分はくすぐったがりだ。とくに腰と足の裏が弱い。

「それは触っている場所の名めい称しようを云えということか？　いま触ってるのは───」

「そんなこと訊きいてんじゃねえ！」

「触らなければ何もできない」

「そりゃそうだけど……ぅあ！」

　服の上からやわやわと揉もまれ、そこはあっという間に硬かたくなる。自分の手による刺し激げきとは違ちがう快感に、思わず前のめりになった。

「あ、あ…っ、あっ……」

　加瀬の手つきは巧たくみだった。体が反応しているということは、感じているということだ。下腹部が熱くなり、その奥のほうが疼うずいてくる。

「気持ちいいか？」

「……ッ、ぁん、あ、あ……っ」

　へンなことを訊くなと云い返したかったけれど、込み上げてくる衝動でまともに言葉が紡つむげなかった。口を開いて出てくるのは、上うわ擦ずった喘あえぎ声だけだ。

（噓うそだろ、気持ちいいなんて）

　加瀬はがっちりと腰を抱えていた手を服の下に潜もぐり込ませ、素す肌はだを撫で回してくる。

　胸むな元もとを探さぐる手が、時折胸の尖とがりに引っかかる。普ふ段だんは意識すらしないその場所が、いまは何故なぜか気になってたまらない。　>>>♥

「や、ぁ、んん…っ」

　どうして、逃にげられないのだろう。今日は気分じゃない。そう云えばいいだけだ。

　なのに、一也は快感から逃のがれられなかった。それどころか、頭の中にいるもう一人の自分が『もっと』と云っている。

「あ!?」

　不意に指先で転がされていたものを摘つまみ上げられ、高い声が上がる。

「ここが感じるのか？」

　確かく認にんしなくても、一也の反応を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろうに、加瀬はあちこち触れながらいちいち訊いてくる。触れられた場所全すべてが熱を持ち、どこもかしこも甘く痺しびれている。

（こんなのまずいだろ）

　自棄やけと勢いだけで、今日初めて言葉を交かわしたような相手に抱かれようとしているなんてバカだとしか云いようがない。

　一也の理性は必死にやめろと訴うつたえているのに、体が云うことを聞かない。知ったばかりの快感を求めてしまう。

「いいみたいだな」

「云う…な……っ」

　乳ち首くびを摘まれ、やわやわと捏こねられる。むず痒がゆいくすぐったさに身み悶もだえる。加瀬が喋しやべるたびに首筋にあたる吐と息いきも気になって仕方がない。

　そんなところで感じてしまう自分が恥はずかしい。

「でも、嫌じゃないだろう？」

「嫌、じゃない、けど……」

（……って、そこは『嫌だ』って云っておくところだろ!?）

　これまで散々本音が言えなかったくせに、そんなところだけ素す直なおになってどうする。

　胸の尖りを弄いじっていた手で顎あごを摑まれたかと思うと、強ごう引いんに上を向かされた。何が起こったのかと息を吞のむと同時に唇を塞ふさがれる。

「んぅ、ん、んん……っ」

　二度目のキスは初めから濃のう厚こうだった。

　まるで、大人に抱えられている子供のような体勢が屈くつ辱じよく的だったが、もう抗あらがう気力は残っていない。それどころか、完全に快感に支配されていた。

　忍しのび込んできた舌が歯列をこじ開け、口の中を舐なめ回す。そして、加瀬は口づけの最中も、体のあちこちを弄り回してきた。

「ぁん、ン、んー…っ」

　生まれて初めて味わう快楽に浮かされて、理性と羞しゆう恥ちが薄うすれていく。それでも、頭の一部に残った冷静な部分で自問自答をする。

（何してんだ、俺）

　失しつ恋れんしたその日に、好きな女の子が好きだという男とホテルでエッチなことをしてるなんてどうかしているとしか思えない。流されるにもほどがある。

　でも、気持ちいい。認めたくないが、間違いなく一也の体は加瀬に触れられ感じていた。

「んん、う、く……っ」

　後ろに当たる感かん触しよくで、加瀬も昂たかぶっているのがわかる。自分だけが興奮しているのではないと知り、一段と体温が上じよう昇しようした。

　本来の自分はこんなに流されやすい人間ではなかったはずだ。加瀬はどうにも調子の狂くるう相手だ。だとしても、いまの状じよう況きようはおかしいとしか云いいようがない。

　そうやって自問自答しているうちにベルトの金具を外され、ファスナーが下ろされていた。下着の中から引っ張り出された欲よく望ぼうは、恥ずかしいくらいに硬かたく張り詰つめていた。

「ちょ、何勝手に───」

　火ほ照てったそこを直じかに握にぎられ、息を吞む。一番無防備な場所を他人に委ゆだねているという状況に羞恥心が煽あおられた。

　戸と惑まどう一也にかまうことなく、加瀬は大きくて厚みのある手で昂ぶりを捏ね回す。

「あ、はっ、あ……っ」

　締しめつけるように擦られる感触が下半身が蕩とろけていきそうなほど気持ちいい。

　服の上から触れられているのとは比べものにならない快感には抗いようもなく、一也の意識は指の動きばかり追ってしまう。

「濡ぬれてきてる」

「ぅあっ」

　先せん端たんの窪くぼみを指先で抉えぐられる。敏びん感かんな場所を集中的に刺激され、目の前がチカチカと明めい滅めつした。溢あふれてきた体液を塗ぬり広げられ、指の動きがスムーズになる。

　ぬるぬると擦られているうちに、覚えのある感覚がせり上がってくる。下か肢しを強こわ張ばらせる一也の昂ぶりを、加瀬はそれまで以上にキツく扱しごき上げた。

「や、あ…っ、あ、いく、待っ」

　咄とつ嗟さに歯を食い縛しばったけれど、衝しよう動どうを抑おさえることはできなかった。一也は体を大きく震ふるわせ、加瀬の手の中に白はく濁だくを吐はき出した。

（───イッちゃった）

　他人の、しかも、男の手でイカされてしまった。

　解放感と無力感、屈辱、羞恥──色んな感情が入り交じり、一也の心の中はぐちゃぐちゃだった。どんなに認めたくなくても、ろくな抵てい抗こうもせずに体を任せてしまった事実は変わらない。

　自分の体をこんなふうにした加瀬にもムカつくけれど、やはり一番腹が立つのは快感に流された自分に対してだ。

　嫌けん悪お感かんを覚えるどころか、完全に意識ごと身を委ねていた瞬間さえある。

　加瀬は自己嫌悪に陥おちいりながら息を切らせていた一也のボトムスをさらに押し下げ、両足を抱え上げた。

「な、なに……？」

　恥ずかしい格好に戸惑う間もなく、足の間の更さらに奥へと手が伸のびてくる。

「痛みがあったら云ってくれ」

　体液で濡れた指が後ろの窄すぼまりに触ふれてきた。考えごとに気を取られていた一也は、あらぬ場所を探られる感触に我に返る。

「ひゃ…っ、噓、無理、そんなとこ───っん！」

　制止も虚むなしく、強引に指を押し込まれた。

「入った」

　一也が入れられている立場なのだから、そんなこと云われないでもわかる。ゆっくりと奥まで進んだかと思うと、内ない壁へきを押し拡ひろげようとするかのように中で指が動いた。

「指が、や、待っ…動かさないで……っ」

「意外と簡単に入るものだな」

「ぁあっ、あ、ン、う……っ」

　一也は何とも云いようのない違い和わ感かんに狼狽うろたえる。体液で濡れていたせいか、加瀬の指は引っかかることなく滑なめらかに動いた。浅い部分で抜ぬき差しされ、上擦った声を上げる。

「あ、やだ、やっ……っぁあ！」

　加瀬は反射的に逃げる一也の腰こしを引き戻もどし、節の太い指でさらに奥を搔かき回す。体内で異物が蠢うごめく感覚は奇き妙みようというしかなかった。

「まだ狭せまいな」

「何、云って───」

　加瀬は指を引き抜くと、ベッドサイドに置いてあったパッケージの一つを手に取り、一也に渡わたしてきた。

「これ開けて」

「え？」

「いいから早く」

　急せかされ、云われるがままに封ふうを切る。その後、どうしていいかわからず固まっていると、次の指示をされた。

「俺の手に出して」

「こ、こうか？」

　とろりとした透とう明めいの液体が出てきた。微かすかに人工的な甘い匂においもする。

「ありがとう、助かった」

「どういたしまして……？」

　加瀬は広げていた手を握り、全体にそれを塗り広げる。そうして、両足ごと一也の体を抱かかえ直すと、濡らした指を再び一也の中に押し込んだ。

「なっ……!?」

　指は一息で奥まで入ってしまう。内側で感じる動きから、指の本数が増えていることがわかった。加瀬は抜き差しを繰くり返し、中を押し拡げる。

「さっきより楽になっただろう」

「や、あっ……何、使ったんだよ……っ」

　正体のわからない液体のせいでさっきよりもぬるぬるとした感触が増し、快感も増した。

　ぐちゅぐちゅという卑ひ猥わいな音に感覚を煽られている部分もあるとは思うが、それだけでこんなに感じてしまうものだろうか。

　あの液体に何か妙みような成分が入っていたのではないかと不安になる。

（ていうか、ホントに初めてなのか!?）

　あまりに慣れた手つきに疑いを抱いだかずにはいられなかった。

「ただのローションだ」

「噓うそ、だ……っ」

「噓じゃない。信じられないなら、あとで成分表示を見てみろ」

「ぅん…っ、あとで？」

「いまはそんな余よ裕ゆうないだろ」

「ン、んん、ぅあ……っ」

　ぐりっと内壁を押され、体が大きく弾はずんだ。不可解な刺し激げきに動どう揺ようする。いま確かに未知の感覚を感じた。

「な、何!?」

「ここが感じるんだな」

「あ……！　あっあ、あ……っ」

　腰の奥からせり上がってくるような快感に、上うわ擦ずった声が上がった。加瀬は一也がとくに反応した場所を集中的に責めてくる。

　ぐりぐりと強く押されるたびに、まるで電流を流されているみたいに腰が跳はねた。

「あ、あ、あ……！」

　一ひと際きわ強く押された瞬しゆん間かん、二度目の絶頂を迎むかえてしまった。反り返った自身から、白濁が散る。昂ぶりに触れられないまま達してしまったことに戸惑う。

　この体は本当に自分のものなのだろうか。これまで、性的なことにはまったく縁えんがなかった。自らの手で慰なぐさめるだけがせいぜいだった。なのに、今日いきなり一足飛びにこんな刺激の強いことをされて混乱しないわけはない。

「続きをしても平気か？」

「……好きにすりゃいいだろ……」

　すでに俎まな板いたの上の鯉こいだった。ここまで来たら、もうどうにでもしてくれという投げやりな気分だった。

（あれ？　でも、続きって……？）

　入れるとかどうとか云いっていたような覚えがある。二度もイカされて、終わったような気分でいたけれど、加瀬はまだ一度も達していない。

　体に当たった感かん触しよくでは、加瀬もそれなりに昂ぶっていたはずだ。あれを放置しておくのはさすがに辛つらそうだ。

（もしかして、俺もしなきゃいけないのか？）

　当然のことながら、他人の性器には触れたことがない。

　一也も男だ。それをどう扱あつかえばいいかは何となくわかるけれど、実際にすることになった場合、上手うまくできる自信はなかった。

「ちょっと待っ───」

　我に返ったときには、一也の体はベッドに横たえられていた。加瀬はぐったりと脱だつ力りよくしていた一也の下肢からボトムスと下着を剝はぎ取り、腰の下に枕まくらを押し込んでくる。

「え？　え？　うわあ…っ」

　足を大きく開かされ、悲鳴を上げてしまった。自らのあられもない格好に動揺している一也のすぐ近くに加瀬が膝ひざ立だちになっているせいで、足を閉じることができない。

　一也はシャツを押し下げ、昂ぶったままの自身を隠かくす。加瀬はというと、自らシャツを脱ぬぎ去り、外した眼鏡はベッドサイドに置いた。そして、その横にあるパッケージをまた手に取る。

　さっきとは違ちがうデザインの封を破り、自分のズボンのウエストを押し下げて露あらわにした自身に手早く着けた。思わずその様子を凝ぎよう視ししてしまう。

　こんな近くで、張り詰つめた他人のものを見たのは初めてだ。思わず、ごくりと喉のどを鳴らしてしまった。

「入れるぞ」

「入れ……？」

　瞬まばたきした直後、指で散々搔き回された場所に硬かたいものを押し込まれた。

　その瞬間、目の前が明めい滅めつする。自らの下か肢しに目をやると、屹きつ立りつが半分ほど埋うまっているのが見えた。一也の中に入ってきたのは、加瀬の欲よく望ぼうだった。

　自分が犯おかされている───そのことをはっきりと認にん識しきした。体の内側で感じる熱が他人の性器なのだと思うと、それだけでおかしくなってしまいそうだった。

「あ、うそ、や、あ……っ」

　パニックになりながら、一也の体は入り込んだ異物を締しめつけてしまうけれど、加瀬は全すべてを収めようと、ゆっくりと奥へと侵しん入にゆうしてくる。

「痛いか？」

「へンな、感じ……」

　不思議と痛くはない。けれど、体の中身が押し上げられているような感覚に、息が詰まる。内側で感じる熱は、生まれて初めて知る種類のものだった。

「う、く……」

　酷ひどい圧あつ迫ぱく感かんに歯を食い縛しばる。

「少しキツいな」

「く…るし……」

「こっちに集中しろ」

「ひぁ…っ、あ、んん…っ」

　体液が伝い落ちる屹立を握にぎり込まれ、緩ゆるく扱しごかれる。じんじんと疼うずいていたそれは些さ細さいな刺激だけで感じてしまう。

　意識が逸それ、後ろの締しめつけが緩んだ瞬間、侵入者は一気に奥まで入り込んできた。

「ぁあ……ッ」

　最奥を突つかれた衝しよう撃げきに目を瞠みはる。息も止まりそうだった。

「は、入ったのか……？」

「ああ、全部入った」

　自分の中に他人の屹立がある。目視したそれは、それなりな大きさだったはずだ。圧迫感はあるものの、何とか受け入れることができた自分の体が不思議だった。

　薄うすいゴムで隔へだてられていても、相手の鼓こ動どうが生々しく伝わってくる。

「……明石。キスしてもいいか？」

「いまさら訊きくのかよ」

　呆あきれて、笑ってしまった。さっきだって勝手にしたくせに、わざわざ許可を求める意味がわからない。

　加瀬は「それもそうだな」と云いながら大きな体を屈かがめて、肩かたを揺ゆらす一也に口づけた。

「ん、う……」

　遠えん慮りよなく唇くちびるを食はみ、歯列をなぞる。そして、忍しのび込ませた舌で口こう腔こうを蹂じゆう躙りんした。

　加瀬のキスは気持ちいい。貪むさぼられている唇も搦からめ捕とられた舌も甘く痺しびれ、頭の芯しんがぼやけていく。常習性があるのか、与あたえられるたびにもっと欲しくなる。

　絡からんだ舌は溶とけ合い、混じり合っていく。口腔を搔かき回されているうちに、お互たがいの境目がわからなくなっていった。　>>>♥

「……動くぞ」

「ぅあっ」

　返事をするよりも前に、強く突き上げられた。

　加瀬は繫つなげた一也の体を揺さぶりながら、「痛かったら云ってくれ」と歯医者のような無む茶ちやを云ってくる。

「いい、なんて云ってな……っあ！　あっあ、あ───」

　のしかかるように腰こしを送り込まれ、息が止まりそうになる。加瀬が重いのは筋肉質な体格のせいもあるだろう。

　一也の視界には、羨うらやましいほどに筋肉が張り詰めた胸むな板いたがある。まさに自分が必死にトレーニングしても得られなかった、理想の肉体だ。

　ゆっくりとした振しん動どうは少しずつペースを上げ、やがて鼓動と同じ速さになった。そして、律動は深い抜ぬき差しに変わる。

「や……っ!?」

　腰を摑つかまれ、力任せに引き寄せられた。加瀬の膝に下肢が乗り上がり、体が浮うく。加瀬は安定を欠いた一也の体を荒あら々あらしく揺らし始めた。

　体格差があるせいで、一也の体は半分以上浮き上がってしまっている。

　不安定な体勢は心こころ許もとなく、手て探さぐりで縋すがるものを探してしまう。

　シーツを摑んだけれど、支えになどなるはずもなく、一也の体はベッドの上で泳ぐばかりだった。

「ぁあっ、あ、あ……！」

　硬く熱いものに繰くり返し内ない壁へきが擦られ、奥を突き上げられる。律動に合わせて上がる自分の声は、聞いたこともないような声こわ音ねだった。

「ひぁ、あ、あっ、ああっ───」

　激しく追い上げられ、終わりを迎むかえる。一也はびくびくと下肢を震ふるわせ、悲鳴じみた声を上げながら欲望を解き放った。

　絶頂の衝しよう動どうに思わず中のものをキツく締めつける。

「……っ」

　加瀬も息を詰め、体を強こわ張ばらせた。内ない壁へき越ごしに伝わってきた感覚で、加瀬が自分の中で果てたのがわかる。これで本当に終わったのだ。

　───本当にやってしまった。

　すっきりとした体とうらはらに、一也の心は複雑だった。熱が引いていくに従って、後こう悔かいが押し寄せてくる。

　だからと云って、いまさら時間を巻き戻もどすことなどできやしない。一也は思考を放ほう棄きし、肩を上下させて荒あらい呼吸を繰り返しながら、ぐったりと四し肢しを投げ出した。










　　　　２




（ひでー顔……）

　居酒屋のロッカーの扉とびらの内側にある鏡に映った自分の顔には、明らかに疲つかれが滲にじんでいた。目の下の隈くまは、最近よく眠ねむれないせいだろう。

　明石一也、十九歳。

　つい先日、失しつ恋れんしたその日に生まれて初めての恋こい人びとができた。好きでつき合うことになったわけではないが、成り行き上、仕方がなかった。

（そう、仕方なかったんだ）

　その言葉を呪じゆ文もんのように日々自分に云いい聞かせている。過ぎてしまったことを悔くやんでも、どうすることもできないのだから。

　一也の初めての恋人の正体は、加瀬巽という同い年の大学生だ。しかも、告白した相手の片かた想おもいの相手というややこしい関係だ。そのせいで、失恋による傷心の日々を送るどころか、あいつのことばかり考えている。

　別に振ふられた腹いせに、彼女の恋こい路じを邪じや魔ましようと思っているわけではない。

　たまたま悲ひ嘆たんに暮れているときに声をかけてきた加瀬に八つ当たりをした結果、こうなってしまったのだ。

　もちろん、加瀬は悪くない。悪かったのは、冗じよう談だんの通じない相手に取り返しのつかない要求を口にしてしまったことだ。そうでなければ、成り行きで同性とつき合うことになったりしないだろう。

　引っ込みがつかなくなった一也は無理難題をふっかけたり、無理するなと宥なだめたりしているが、加瀬はまるでこれが自分の使命だとばかりに張り切っているようだった。

　加瀬のことも理解不能だが、この状じよう況きように意外と馴な染じんでいる自分も信じられない。

　いまのところ、加瀬は非の打ちどころのない『彼氏』をしてくれている。困らせようとして一也がわざと口にするわがままも、嫌いやな顔一つせず全すべて叶かなえてくれる。

　朝は家まで迎えに来て、昼は共にランチを取り（学部は違ちがうが同じ大学に通っていることがわかったためだ）、午後時間が合えばデート、夜のバイト帰りも家まで送ってくれている。

　正直、鬱うつ陶とうしい気持ちもないわけではないけれど、自分が云い出したことだから文句も云えなかった。

「何で、あんなこと云っちゃったんだろ……」

　恋人なら可能な限り時間を割さくものだろ、と云ったのだ。そうすれば面めん倒どうになって、音を上げるだろうという浅あさ知ぢ恵えだった。

　加瀬に対して気まずいのは、それだけではない。流れでしてしまったＨがちっとも不快でなかったことが、一也を混乱に陥おとしいれていた。

　あの夜のことを思い出すたびに叫さけび出したい気持ちになる。

　あっという間に服を脱ぬがされ、気持ちよくされ、制止する間も逃にげる余よ裕ゆうもなく、『初めて』を奪うばわれることになってしまった。

　腹立たしいことに、加瀬は初めてとは思えないほど上手うまかった。他ほかに経験はないが、下手へただったらあんなに翻ほん弄ろうされることはなかっただろう。

　しかし、上手かったからと云って、あんなふうになってしまった自分もどうかしている。

（仕方ないだろ、すげー気持ちよかったんだから！）

　自分に云い訳をしながら、ロッカーを乱暴に閉めた。完全に八つ当たりでしかない。

　適性があったのか、はたまた、相あい性しようがよかったのかはわからないが、生まれて初めての快感に夢中になってしまったことは変えようのない事実だ。

　好きでもない男が相手で嫌けん悪お感かんも不快感もないなんて、いくら童どう貞ていだからと云ってあり得るのか疑問ではある。

（いや、まあ、現実として感じたんだから、あるってことなんだろうけど……）

　セックスしたのはあの一度きりだけれど、雰ふん囲い気きに流されかけたことは何度かある。あの真っ黒い目に見つめられると、吸い込まれていくような感覚に陥おちいってしまうのだ。

　そのたびに必死に理性を引っ張り上げ、加瀬との距きよ離りを取る。このままでは、いつ二度目の過あやまちを犯おかしてしまうかわからない。

　そういえば、小さい頃ころは食べ物やオモチャの誘ゆう惑わくには弱かった。ある程度は欲よく望ぼうに負けやすいという自覚はあったけれど、まさかこれほどまでとは思わなかった。

　もしも、また同じような状況になったら拒こばめる自信がない。そういう状況にならないようにするには、もっと気をつけておくしかないだろう。

　ただ、気をつけると云っても一也にできることはあまりない。せいぜい、人ひと気けのないところで二人きりにならないようにするくらいだろうか。

「ああもう、何でこんなことに……」

　何度繰り返したかわからない自問を呟つぶやく。

　自じ業ごう自得、本ほん末まつ転てん倒とう。色んな言葉が浮かぶけれど、現状を打破する方法が見つからない。

　いや、方法はわかっている。流されやすい自分を律し、加瀬への嫉しつ妬と心から困らせてやろうと思ってしまったと告げるだけでいい。

　自分に必要なのは、本当のことを白状する勇気だけだ。けれど、時間が経たてば経つほど、真実が重くなってくる。最初は笑い飛ばして終わるような軽さだったはずなのに、いまでは一人で抱かかえるには息切れしてしまいそうなほどだった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか明石」

　夜のバイト先である居酒屋のスタッフルームで着き替がえをしていると、休きゆう憩けいに来た同どう僚りようの日ひ夏なつが心配そうに声をかけてきた。

「え、何？」

「何じゃねーよ。今週、ずっとテンション低いだろ。今日だって冴さえない顔してるし、何かあったのか？」

　日夏は同じ学部の友人だ。一年浪ろう人にんしていたらしく年ねん齢れいは一つ上だが、気の置けない友人の一人だ。切れ長の鋭するどい目をしている上に、一時期金きん髪ぱつに染めていたこともあって周りからは敬遠されがちだが、面めん倒どう見みがよく情に厚い。

「平気平気、レポートが山積みでちょっと寝ね不ぶ足そくなだけだって」

　作り笑いをして、この場をごまかす。一応、睡すい眠みん不足だということは噓うそではない。ただ、頭の中の大半を占しめているのがレポートではないというだけだ。

（……ったく、何であいつのことばっか考えてなきゃいけないんだよ）

　どんなに思考を散らしても、すぐに加瀬の顔が頭に浮うかぶ。一也の生活に唐とう突とつに入り込んできた異分子は、日に日に存在感を増していた。

「レポート厳しいなら、シフト減らしてもらったらどうだ？　最近、毎日入ってんじゃねーか？」

「大丈夫だって。今週がたまたま多いだけだろ」

　先月、立て続けにバイトが辞やめたせいで、人員が足りていない。募ぼ集しゆうをかけてはいるものの、タイミングが悪いらしく応募がなかなか来ない。いまいるスタッフだけで回さなくてはならないため、結果的に家の近い一也がかなりのシフトを引き受けている。

「あんまり無理すんなよ。シフトだって店長の云うがままに入れなくたっていいんだからな」

「わかってるよ。ありがとな、心配してくれて。でも、誰だれかがやらなきゃしょうがないだろ」

「ったく、このお人ひと好よしめ。そんなだから、貧びん乏ぼうくじ引くんだぞ」

「うるせーな。人のこと云えるのか？　日夏だって、同じくらい入ってんだろ」

「俺は明石みたいに真ま面じ目めに大学行ってねーからいいんだよ」

「何だそりゃ」

　彼の云い分は納なつ得とくいかないが、心配してくれる気持ちはありがたい。

「そういや、例の件はどうだったんだ？」

「え？　あ、ああ……あれはダメだった。俺のことは友達としか思えないってさ」

　笠井へ告白することを、日夏にだけは相談していた。いま思えば、あのときの自分は完全に舞まい上がっていた。悪い結果を伝えるのは、非常に気まずい。

「……そうか。まあ、そういうこともあるよな」

　日夏は一也の肩かたを叩たたき、慰なぐさめを口にする。こういうときの気き遣づかいは、居たたまれない。だが、驚おどろいた様子もないあたり、一也の寝不足の原因がレポートだけではないことは、日夏にはお見通しだったらしい。

「ちょっといい雰囲気だったからって、先走りすぎたんだよな。彼女のことは好きだけど、友達の好きとどう違うかって訊きかれても自分でもよくわかんないし……いまは振ふられてよかったと思ってる」

　これは強がりでもあり、本音でもあった。どちらかと云いえば、失しつ恋れんの傷よりも男扱あつかいされなかったことのほうがショックが大きかった。

　所しよ詮せん、自分は『弟』扱いしかされないのだと思い知らされたようなものだ。人ひと柄がらを褒ほめられても、誰かの特別にはなれないのだと思うと切なかった。

「うーん、お前が納得してるならいいけど、いまどきの恋れん愛あいってそんなもんだろ？　そうそうドラマみたいな話は転がってねーよ。つき合ってみなきゃ相手のことなんてわかんねーんだし、片方がすっげえ好きでも、もう片方に何の気持ちもなかったらありがた迷めい惑わくでしかないだろ」

「……たしかに」

　日夏の言葉に納得する。恋愛は一方通行じゃできない。お互たがいに受け入れる気持ちがなければ、いい関係は築けないだろう。

「つまり、彼女とは縁えんがなかったってことだ。落ち込むだけ落ち込んだら、次の出で逢あいに目を向けろ」

「つ、次？」

　明るく云われ、一いつ瞬しゆん、加瀬の顔が浮かぶ。

（あいつは違うだろ！）

　成り行き上、つき合っていることになってはいるが、決して恋愛対象ではない。あくまで『恋こい人びとごっこ』をしているだけにすぎない。

　勢いで些いささか度が過ぎた行こう為いもしてしまったが、子供のつき合いではないのだから、気持ちの伴ともなわない体の関係だってあってもおかしくはない。───苦しいとわかっていても、云い訳をしなければならないときがある。まさにいまがそのときだ。

「お前みたいなタイプは、自分から好きになるんじゃなくて好きだって云ってくれる子がいいんじゃねーか？」

「い、いねーよ、そんなやつ！」

　咄とつ嗟さに加瀬のことを云われているような気がして脊せき髄ずい反射で反論してしまったが、よく考えたら日夏は彼を知らない。自覚している以上に、自分は神経質になっているようだ。

（あいつのことを考えすぎだろ）

　それこそ、加瀬の云う『好き』に深い意味はない。そのはずだ。

　日夏は一也が悲観的になっているのだと思ったらしく、快活に気休めを口にする。

「心配すんな。お前なら、絶対いい相手が見つかるはずだって」

「何なんだよ、その自信は」

「だって、俺は明石がいいやつだって知ってるからな」

　根こん拠きよとしては弱いけれど、友人の押してくれる太たい鼓こ判ばんは快く受け取っておくべきだろう。

「お前ほどじゃねーよ。───やべ、行かないと！」

　何気なく時計を見て、はっとした。いつも帰る時間を十五分も過ぎている。テーブルに置いていたカバンを慌あわてて取り上げ、出口へと向かった。

「今日くらい夜よ更ふかししないでとっとと寝ねるんだぞ」

「お前は俺の母親かよ。んじゃ、また明日な！」

　彼に手を振り、スタッフルームを出る。裏口を出て、早足で階段を下りながら、携けい帯たい電話の着信を確かく認にんする。

　一也の部屋まではここから歩いて十五分ほどだ。徒歩で帰れることが、アルバイト先を選ぶ一番重要な条件だった。時給も悪くないし、まかないも出る。貧乏な大学生にはありがたい職場だ。

　───今夜もあいつは待っているのだろうか。

　斜ななめにかけたカバンの位置を直しながら表の道に出る。いつも彼が立っている電信柱のほうに目を向けた瞬しゆん間かん、斜め後ろの暗くら闇やみから声がかかった。

「お疲つかれ」

　姿がはっきりと見えなくても、相手が誰だかはわかる。加瀬だ。今日も家まで送ってくれるつもりなのだろう。今夜の加瀬は、街灯の明かりの下に自転車を押しながら出てきた。

「……別に毎晩迎むかえにこなくてもいいんだけど」

　待たせてしまった罪悪感を隠かくしつつ、憎にくまれ口を叩く。けれど、加瀬は表情一つ変えずに受け流した。

「俺がしたいからしてるだけだ」

　したくてしていると云われてしまえば、返す言葉はない。そもそも、最初に迎えに来いと云ってしまったのは一也だ。

「あっそ」

　普ふ段だんの自分はここまで意地っぱりでも、ひねてもいない。何故なぜか、加瀬に対しては素す直なおになれない。加瀬が一也のコンプレックスを刺し激げきするタイプだからだろうか。

　基本的に、一也は人目を気にするタイプだ。外面だけが大事だとは思わないが、やはり人に悪く思われたくはない。だから、こんなふうに素そっ気ない態度を取ってしまう自分がいることに戸と惑まどいも覚えていた。

「帰らないのか？」

「帰るよ！」

　先に歩き出すと、加瀬は自転車を押しながらついてきた。

（ったく、マジで調子狂くるうよな……）

　加瀬のテンポがずれているせいで、怒いかりも苛いら立だちも持続しない。話をしていると、妙みように気が抜ぬけてしまうのだ。いままで、一也の周りには一人もいなかったタイプだ。

　天然だからと云って、気遣いができないわけではない。むしろ、誰よりも気を配っていると思う。周りに合わせるのではなく、自分の信念に従って行動しているのだろう。

　やっかみから、加瀬に対していい感情を持っていなかったけれど、こんなにも真面目でどこまでもまっすぐな性格を知り、卑ひ屈くつになっていた自分が恥はずかしくなった。

　いまは八つ当たりしたことを、心の底から反省している。ただ、まだそれを素直に謝る勇気は持てそうにない。

（こういう逃にげ腰ごしなところが、俺の悪いところだよな）

　大きな問題が出てくると、思わず目を逸そらしてしまう。事なかれ主義も、場合によっては善し悪あしだ。むしろ、いまはよくない方向に作用している。

「…………」

「何だ？」

「な、何でもねーよ！」

　隣となりを歩く加瀬の横顔をぼんやりと見上げていたら、急にこちらを向いてきた。目を逸らす暇ひまもなく、ばちりと視線が合ってしまう。

「そうか」

「そう、だよ」

（気まずい）

　こうして二人で歩いていても、当然甘い雰ふん囲い気きになるわけはないし、加瀬は無口で積極的に話しかけてくるタイプではない。

　結果的に一也が口を開かなければ、無言で歩くしかない。微び妙みような空気に耐たえかね、一也は無む理り矢や理り話題を捻ひねり出した。

「……その自転車はどうしたんだ？」

「このほうが小回りが利きく」

　加瀬の家までは電車で二駅だと云っていた。一也を送ってから駅まで戻もどって電車に乗るよりは自転車のほうが効率がいいと考えたのだろう。

「俺も自転車くらい買おうかな。電車代とかバス代とかってバカになんねーし。ウチの大学、生協で中古の仲ちゆう介かいやってたよな」

　加瀬が押している自転車はよく見かけるようなママチャリではなく、マウンテンバイクだった。こんな立派なものは必要ないが、移動手段が増えれば行動範はん囲いも広くできる。

「俺の家に使ってない古いのがあるけど、それでよければ貸してやろうか？」

「マジで？」

「これに買い換かえる前に俺が使ってたやつだ。ただ、一つ問題がある。姉のお下がりだからピンクの車体なんだ」

「お前、ピンクの自転車乗ってたのか？」

「去年まではな」

「似合わねぇな」

　その姿を想像し、一也は肩かたを震ふるわせた。男がピンク色のアイテムを使っていてもおかしくはないが、加瀬に限っては確実に似合わない。でかい図ずう体たいでペダルを漕こいでいる姿は、さぞかし微笑ほほえましい光景だっただろう。

「お前んとこ、ねーちゃんと妹がいるんだったっけ」

「ああ。明石のとこは？」

「ウチは弟が二人。やっぱ、妹って可愛かわいいか？」

　生意気で騒さわがしい弟とケンカするたびに、もしも妹だったらこんなに腹が立つこともなかったかもしれないと何度考えたことか。

「口うるさいから、そういいものでもない。わがままだしな」

「お前に似てる？」

「似てない。俺と姉貴のほうが似てる」

「へえ、何か想像つくかも」

　加瀬に似ているなら美人だろうが、迫はく力りよくがありそうだ。

　こうして話をしていると、まるでただの友達のようだ。無言のままの帰り道よりは、世間話をしていたほうが気まずくない。

　しかし、加瀬と並んで歩くと、余計に身長差を思い知らされる。どう少なく見積もっても頭一つぶんは差がある。

「お前、身長何センチだ？」

「百八十八だ」

「…………」

　高校に入ってから伸のび悩なやんだ一也の身長は百五十八センチだ。まさに三十センチも差があると思うと不公平さを覚える。

（何を食べたらこんなにでかくなるんだ）

　一也だって好き嫌きらいはなかったし、カルシウムも積極的に摂とるようにしていた。

「何かまずいことでも云いったか？」

　拗すねて黙だまり込んだ一也に、加瀬は怪け訝げんな顔をしている。

「別に。人間は不公平にできてるよなーと思ってるだけ」

「不公平？　ああ、身長のことを気にしているのか」

「もう少し気き遣づかえよ！」

「明石はそのままでいいと思う」

　フォローにならないフォローをされ、カチンと来た。思わず嫌いやみを口にしてしまう。

「お前は少し見た目に気を遣つかったほうがいいけどな」

　唯ゆい一いつの欠点は野や暮ぼったい格好と髪かみ型がただ。いまのところ、ジーンズとモノトーンの服以外は目にしていない。そのジーンズも古いものを穿はき続けているのか、微妙な長さで正直ださい。

　しかも、無造作に伸びた髪かみと黒くろ縁ぶち眼鏡のせいで、無む駄だに整った顔も隠かくれてしまっている。素材はいいのに、てきとうな格好をしているせいで普段はぱっとしないのだ。

（モテないっつーのも、本当だったのかもな）

　自分も人のことを云えるほどお洒落しやれではないが、素材を活いかさないのはもったいないとしか思えなかった。

「どこか問題でもあるか？」

「あるだろ、その格好！　ねーちゃんがいるのに何にも云われないのか？」

「何も」

　兄弟ならともかく、姉妹がいたらダメ出しをされたりしそうなものだが、加瀬の姉はあまり気にしないタイプなのだろうか。

「どうして黒い服しか着ねーんだよ」

「とくに意味はない。選ぶのが面めん倒どうだからだ」

「じゃあ、そのぼさぼさの頭は？　わざと顔を隠してるってか？」

「何故、顔を隠す必要がある」

「いや、だから───」

　口に出しかけて、思い止とどまる。『カッコいいのにもったいない』なんて褒ほめ言葉を加瀬に云う必要はない。黙り込んだ一也の代わりに、加瀬は自ら推察する。

「つまり、明石は俺の格好が気に入らないということか？」

「俺としてはどうでもいいけど、ただちょっと疑問に思っただけで……」

　ごにょごにょと語ご尾びを濁にごしたが、加瀬はそのまま考え込んでしまった。しばらくしたあと、勢いよく顔を上げ、一也に詰つめ寄ってきた。

「明石の理想に近づくには、他ほかにはどうしたらいい？」

「り、理想って云われても」

　加瀬の表情はあくまで真しん剣けんで、腰こしが引けてしまう。売り言葉に買い言葉で責任を取るだけの『おつき合い』なのだから、そこまでする必要はないと思うのだが。

「他にして欲しいことやしたいことがあるなら云ってくれ。夢がいっぱいあったんだろう？」

「そ、そりゃ、あるよ。ちゃんとしたデートにも行ってみたいし、彼女の手料理とかも食ってみたかったし……」

　女の子と映画に行ったり、買い物に行ったりしたことはあるけれど、どれもデートという空気は一いつ切さいなかった。そう考えると、大事なのは行き先ではなく雰囲気なのかもしれない。

「具体的に行きたいところはあるのか？」

「お前と行ってどうするんだよ」

「だって、『恋こい人びと』だろう？」

「……そうだった」

　仮ではあるが、現在、一也の恋人は加瀬だ。恋人以外とデートに行ったら、それは浮うわ気きに当たる。

「そ、そうだな！　デートコースはお前が考えろよ。『恋人』なら、そのくらいのこと当たり前だろ？」

　動どう揺ようをごまかすため、咄とつ嗟さに無む茶ちやぶりをしてしまったが、内心ではすぐに後こう悔かいしていた。

（ああもう、何で俺はこういう物云いしかできないんだ）

　加瀬に意地悪をしたいわけではない。八つ当たりをしたことも、悪かったと思っている。こんな関係は不毛なだけだともわかっている。それなのに、何故なぜか理性が判断した行動とは相反する言動をしてしまう。

　さぞかし困っているだろうと加瀬の様子を窺うかがうと、真ま面じ目めな面おも持もちで考え込んでいた。

「別に無理しなくていいんだからな」

「いや、考えておく」

「そうか……？」

「期待に添そえるかどうかわからないが、明石に楽しんでもらえるよう努力する」

「……っ」

　じっと見つめてくる眼まな差ざしが恥はずかしくて、思わず目を逸そらしてしまう。

（おい、何で俺がドキドキしてるんだ？）

　不可解な心臓の高鳴りに困こん惑わくする。加瀬が男前だからと云って、男の顔を見てドキドキするのは普ふ通つうではない気がする。こっそりと深呼吸をして必死に鼓こ動どうを静めようとしていた一也に、加瀬は唐とう突とつに切り出してきた。

「───実は、明石に謝らなければならないことがある」

「な、何だよ、いきなり」

　その神しん妙みような面持ちに、身構える。改まって謝らなければならないなんて、そんなに重大な何かがあっただろうか。

「この間、嫌ならやめると約束したが、実際は途と中ちゆうでやめるのは無理だった。できない約束をしてしまって、本当にすまない」

　様々な可能性に頭を巡めぐらせ、不安に苛さいなまれていた一也だったが、加瀬の言葉に一いつ瞬しゆん、ぽかんとしてしまった。

「ななな何云ってんだ!?」

「自分を律していたつもりだったが、抑おさえきれなかった。まさか、あんなに───」

「いいから！　もういいから黙ってろ！」

　路上にも拘かかわらず、深刻な様子で赤せき裸ら々らな告白を続けようとする加瀬の口元に手を伸ばして塞ふさごうとしたけれど、自転車が邪じや魔まをして上手うまく届かなかった。

　だが、一也の必死さが伝わったのだろう。加瀬は口を噤つぐみ、足を止めた。

「許してくれるのか？」

「許すとか許さないとかいう問題じゃないだろ！」

　さっき火ほ照てった顔は、いまは火を噴ふきそうに熱い。加瀬は自分を羞しゆう恥ちで殺す気なのだろうか。

（まったく）

　何なんだ、いったい。

「うわっ」

　細い路地を歩いていたら、背後から車がスピードを緩ゆるめずに走ってきた。追い抜ぬかれた瞬しゆん間かん、車体との近さにひやりとした。

「危ないな、いまの車。こんな道で飛ばすなよ」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちを云っていたら、加瀬が服の裾すそを摘つまんで引っ張ってきた。

「明石、こっちを歩け」

「どっちだっていいだろ」

「よくない。さっきみたいな車がまた来たら危ない」

「あのな。つき合ってるからって、女みたいな扱あつかいはしなくていいんだぞ？」

　朴ぼく訥とつとしているくせにこういうことに気が回るのは、姉と妹がいるからなのかもしれない。だからと云いって、一也も同じ男なのだから、そこまで気を遣つかってくれなくてもいい。

「それは違う。大事にしてるだけだ。男も女も関係ない。恋人を大事にするのは当然だろう？」

「……ッ」

　真顔で云われ、絶句した。口先だけではなく、本気でそう思っているようだ。

「……お前って、けっこう恥ずかしいやつだよな……」

「そうか？」

　やはり自覚はないらしい。つき合いはまだ短いけれど、加瀬が何にでも真剣で、手を抜くことを知らない性格なのはよくわかった。

　だからこそ、こんな『恋人ごっこ』にも真剣に取り組んでいるのだろう。

　雑談をしていたせいか、あっという間に自宅アパートに到とう着ちやくした。一也の部屋は二階建てアパートの一階だ。

　日当たりはあまりよくないが、そのぶん家賃が破格に安い。部屋で過ごす時間はさほどないし、冬場の洗せん濯たく物ものが乾かわきにくい難点はあるけれど、夏場は涼すずしい。

　隣りん室しつはなかなか埋うまらないが、大家は親切だし、他の住人ともいい距きよ離り感かんで近所づき合いができている。

「お、送ってくれてありがとな」

　どうしても素そっ気ない口調になってしまうのだが、一応、礼を告げる。送そう迎げいは必要ないと云ったけれど、人からの厚こう意いには等しく感謝すべきだ。

「寝ねる前に戸と締じまりはきちんとするんだぞ」

「ガキじゃねーんだから、そのくらいわかってるよ」

　ちょっとムキになってしまったのは、この間、窓を開けっ放しで寝てしまったことを思い出したからだ。バイト明けで疲つかれ果てていたとき、ベッドに倒たおれ込んだまま朝を迎むかえてしまった。

　こんなボロいアパートには泥どろ棒ぼうも入ろうとはしないだろうが、不用心だったことには変わりない。

「そうだな、余計なことを云った。すまない」

「あ、いや、気をつけるようにする……」

　こうやって、先に折れられると突つっ張っていた気持ちも不思議と緩む。一見、無口で無ぶ愛あい想そうな男だが、ある意味ムードメイカーなのかもしれない。

「お前も車に気をつけて帰れよ」

「ああ、気をつける」

「それじゃあ───」

　自宅のアパートの約二十センチほどの段差を上がったそのとき、ふと『キスするのにちょうどいい高さだな』と思ってしまった。いつもは見上げる高さにある加瀬の顔が近い。

（なしなし！　いまのなし！）

　一也はすぐに、自分の思考に恥ずかしくなる。加瀬に毎日エスコートされているうちに、思考回路まで乙女おとめチックになってしまったのだろうか。

「どうした？」

「な、何でもない」

「顔が赤い。熱でもあるんじゃないのか？」

「ひゃっ」

　おでこに手を当てられ、上うわ擦ずった声を上げてしまった。

「……熱くはないな」

　ドキドキしているせいで体が熱いような気はしているけれど、頭に血が上っているだけだ。手の平に伝わる温度は高熱というほどではないのだろう。

「風邪かぜの引き始めかもしれないな。今夜のうちに、薬を飲んでおいたほうがいい」

「そ、そうだな」

　誤解を否定せず、曖あい昧まいに受け流した。加瀬に対してドキドキしているだなんて、知られたくはない。　>>>♥

「それじゃあ、夜よ更ふかししないですぐ布ふ団とんに入れよ」

「あっ……」

　踵きびすを返して自転車のほうへと歩いていこうとした加瀬の服の裾を、思わず摑つかんでしまった。

「明石？」

「ご、ごめん！」

　自分の咄とつ嗟さの行動の意味がわからず、自分でも混乱する。何故なぜ、加瀬を引き止めてしまったのだろうか。

　しかし、この場をごまかさなければならないことは、一也にもわかる。

「いや、その、たまには上がってったらどうかなって！　お、お茶くらいなら出せるけど」

　招くつもりはなかったけれど、他ほかに云いようはなかった。

　必要最低限のものしかない部屋だが、飲み物くらいなら出せる。加瀬だって、男の一人暮らしに過分な接待を期待したりはしないだろう。

　それに、よく考えたら毎日自宅まで送ってくれているのに、毎回玄げん関かん先さきで別れるのは失礼だったかもしれない。

「いいのか、上がっても」

　一也の誘さそいに、加瀬は目を丸くした。

「何もないから面おも白しろくはないだろうけど、お茶は実家から送ってもらったやつだから美味うまいと思う。お茶の淹いれ方だけは自信あるんだ！」

　そう云いながら、玄関を開ける。

「ほら、入れよ。───んぅ…っ」

　手て探さぐりで明かりをつけて、加瀬を振ふり返った瞬間、玄関に押し込まれた。

　驚おどろきに声を上げる間もなく壁かべに押しつけられ、嚙かみつくように口づけられた。触ふれるだなんて生易しいものではなく、まるで獣けもののような荒あら々あらしさだった。

「んんっ、ん！　んー…っ」

　背中を叩たたいてやめさせようとしたけれど、加瀬の力は強くて一也ではまったく敵かなわない。

　そうこうしているうちに口こう腔こうをめちゃくちゃに搔かき回され、握にぎりしめて攻こう撃げきしていたはずの手は、いつしか広い背中に縋すがっていた。

（力が、抜ける……）

　強こわ張ばっていた体もいつしかキスで溶とかされていて、壁に寄りかかっていなければ立っていられない状態になってしまっている。

　加瀬の表情は読みにくい。何を考えているか、さっぱりわからないときもある。だけど、キスはまるで本当の恋こい人びとにするかのように情熱的だった。

「……ッ」

　離はなれていきかけた唇くちびるを無意識に追ってしまった。

　一いつ瞬しゆん離れた唇に、一也は自ら口づけてしまった。そんな自分の行動に気づき、すぐに体を引こうとしたけれど遅おそかった。腕うでの中に抱だき込まれ、さっきよりも荒々しく口づけられる。

「んんっ、ン、う」

　まるで、本当の恋人同士のようなキスだった。拒こばむどころか、自らも舌を絡からめてしまう。口の中だけでなく、体の芯しんから溶けていってしまいそうな錯さつ覚かくに陥おちいる。

（何で、こんな気持ちいいんだ？）

　加瀬のキスが無む闇やみに上手うまいのか、それとも、知ったばかりの快感に一也が溺おぼれているだけなのか───。

「……はっ……」

　唇が離れても、夢ゆめ心地ごこちはすぐには醒さめなかった。加瀬の濡ぬれた唇をぼんやり眺ながめていたけれど、自分の唇を指で拭ぬぐわれて我に返った。

「……っ、い、いきなり何なんだよ」

　慌あわてて顔を背そむけ、照れ隠かくしに悪態を吐つきつつ口元を手の甲こうで擦る。

「───すまない」

「あ、いや、俺のほうこそ」

　会話がいまいち嚙み合っていないのはわかっているが、上手い言葉も思いつかなかった。

「明石。頼たのむからあまり無防備な顔をしないでくれ」

「は？」

「何でもない、独り言だ」

　体中が熱く火ほ照てっているせいで、上手く頭も回らない。加瀬の独り言がどんな意味を持っていたのか気にはなったけれど、そこまで考える余よ裕ゆうはなかった。

「帰る」

「え、あ、お茶は？」

　またも伸のばしかけた手をそっと握られる。手の平から伝わる体温は、一也のものより少し高い気がした。

「また今度ご馳ち走そうになる。おやすみ」

「……っ」

　加瀬は一也の手を握り、躊躇ためらいがちに離し、黒くろ猫ねこのようにするりと玄関を出ていった。ドアが音を立てて閉まると同時に力が抜ぬけ、一也はその場にへたり込んだ。

（な、何なんだよ、いったい）

　一也の心臓はばくばくと早はや鐘がねを打っている。

　こんな不具合、生まれて初めてだ。もしかしたら、近いうちに壊こわれてしまうのかもしれない。一也は自分の部屋で、一人戸と惑まどうことしかできなかった。
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　ポケットの中の携けい帯たい電話が震ふるえて、メールの受信を知らせた。すぐさま取り出し、確かく認にんする。届いたメールは、案の定、加瀬からのものだった。

　講義が終わるのが少し遅くなったらしく、いまから学食へ向かうという内容だった。何故かそのメールには、昼は買わずに待っていろという指示が添そえてあった。

「何でだよ、早く買っとかないとなくなるだろ」

　早めに食券を買っておかなければ品切れするメニューもある。とくに定食系は安くてボリュームもあるため人気だ。こうしている間にも、食券の券売機に並ぶ列はぐんぐん伸びている。

　呟つぶやきと同じメールを送ったけれど、しばらく待ってもそれに対しての返信は来なかった。きっと、加瀬は受信に気づいていないのだろう。

「ったく、あいつのぶんも買っといてやろうと思ってたのに」

　何にせよ、彼が何の理由もなくそんなことを云いい出すはずがない。かなり腹は減っているが、大人しく待っていることにした。

　加瀬の学部の校舎からだと、この学食まで十分弱くらいだろうか。無む駄だに広いキャンパスは移動に苦労する。入学した当初は時間の配分に苦労したものだ。

『早く進め』と念じたところで、壁にかかった時計の針が早送りされるわけではない。むしろ、時間を気にすればするほど時の流れは遅くなったように感じるものだ。

（───って、何浮うかれてるんだ俺は……！）

　まるで本物の恋人と待ち合わせているかのように、彼が来るのを待ち侘わびている自分に気づき、頭を抱かかえた。頭の中に花でも咲さいたかのような自分の順応ぶりが正直怖こわい。

　加瀬との『関係』はある意味、順調に進展している。

　バイト帰りに送ってもらったときにキスして以来、何度も唇を重ねてしまった。

　二度目のキスは遊園地の更こう衣い室、三度目は一也のアパートの前でのことだった。どちらも人目がなかったからいいものの、誰だれかに見られていたら一大事になっていただろう。

　ある意味、憧あこがれのシチュエーションではあったけれど、妄もう想そうを思い描えがいていた頃ころは自分が覆おおい被かぶさられる立場になることは微み塵じんも想像していなかった。

（どうしても拒めないんだよな……）

　加瀬のキスは喩たとえようがないほど気持ちよくて、ダメだと思っているのにやめられない。依い存ぞんというのは、こういう状態のことを云うのかもしれない。

　他人ごとのように考察してしまうのは、もうすでに頭がついていっていないからだ。

　いっそ、自分のことでなければ、もっと冷静に判断できるだろうが、どんなに御ご託たくを並べてもこの現実は一也のものだ。

　加瀬と過ごす時間は、不思議と居い心地ごこちがいい。

　無口なため会話が弾はずむわけではないけれど、黙だまっていても気まずくはないし、趣しゆ味みや好みも似ていて感覚も近いため、一いつ緒しよにいて楽だった。

　もちろん、それは加瀬が自分に気を遣つかってくれているからでもあるだろう。

「よう、明石」

「あれ、高たか橋はし？　お前、さっきの講義来てたっけ？」

　声をかけてきたのは、同じ講義を取っている友人だった。

　この高橋はかなりの遅ち刻こく魔まで、午前中の講義は始業時間に間に合わないこともしょっちゅうだ。それでも単位はぎりぎりで取得しているのだから、要領がいいのだろう。

「自主休講」

「どうせ、また寝ね坊ぼうしたんだろ」

「そうとも云うな。明石はこのあと空いてんだっけ？　飯はもう食ったのか？」

「いや、友達待ってるとこ」

「先食ってりゃいいじゃん。早くしねーと定食系売り切れるぞ。場所取り必要なら、お前が並んでる間ここで待っててやろうか？」

「いいよ、すぐ来るみたいだし。で、用件は？　何か俺に用なんだろ？　ノートのコピーか？　今回は課題はとくに出なかったぞ」

　講義の前にわざわざ学食に顔を出したということは、何か用事があってのことだろう。

「ノートのコピーも欲しいけど、今日は飲み会の誘さそい。今夜、空いてたら明石もどうだ？　お前がいると女子の出席率が高いんだよな」

「悪い、ここんとこバイトが忙いそがしくて空いてない。人手足りなくてさ」

　早く上がれる日もあるが、さすがに今日は飲み会に行く気にはなれそうにない。

　高橋は飲み会と云っているけれど、実質は合コンのようなものだ。一也がいると女子の参加者が増えるのは事実だが、決して一也が目当てというわけではない。

　男女共に仲ちゆう介かいとしての役目を期待しているのだ。それぞれ話しかけやすい一也を挟はさむことによって、距きよ離りを縮めるというわけだ。

　これまでに、何組ものカップルを成立させた。もちろん、友人の恋こい路じは応おう援えんしたいし、幸せな様子を見るのも悪い気はしない。だが、一也自身には一向に春は訪おとずれず、徐じよ々じよに大学の飲み会からは足が遠とお退のいていた。

「別にバイト終わったあとでもいいけど。どうせ、二次会三次会ってなるだろうし、そのときに合流すれば───」

「ありがと。でも、やめとくわ。レポートもやんなきゃいけないし、また今度誘って」

　大人数の飲み会は嫌きらいではないが、本音を云えば、しょっちゅう顔を出せるほど懐ふところに余裕はない。

　入学当初は友人を作らねばと無理に参加していた面もあったけれど、学生生活に慣れてきたいま敢あえて無理をする必要はないと思うようになったのだ。

「そっか、わかった。じゃあ、また今度な。けど、最近つき合い悪くないか？」

　不満げな高橋の様子に苦く笑しようする。

「仕方ないだろ、生活費稼かせがなくちゃいけないんだから」

　就職活動が始まれば、時間もなくなってくる。だから、それまでにある程度の余裕を作っておきたいのだ。

「それもあるけど、最近あのでかいやつとばっか連つるんでるじゃねーかよ。どこで仲よくなったんだ？　ウチの学部のやつじゃねーだろ？」

「へ？　あ、いや、バイト先が一緒で仲よくなったんだよ。妙みようにウマが合っちゃってさ」

　急に出てきた加瀬の話題に動どう揺ようしてしまう。高橋はきっと、一也と加瀬が学食で一緒にいるところでも見たのだろう。

　一也が口にしたのはやや苦しい云い訳だったが、完全に噓うそというわけではない。それに大学では怪あやしまれるような行動は取っていないのだから、もっと堂々としているべきだ。

（つーか、やっぱあいつ目立つんだな……）

　それぞれの学部の校舎が離はなれているため、敢えて足を運ばなければ姿を見かけることはない。

　野や暮ぼったい格好をしているから女子の注目を浴びることはないけれど、見慣れない長身の男がふらふらしていたら目について当然だ。

「バイト？　お前んとこの居酒屋にあんなでかい店員いたっけか？」

「遊園地のほうだよ。あいつもマスコットやってるんだ」

「マジで？　あいつじゃでかすぎねーか？」

「かなりでかいけど、そういうキャラだから」

　キャラクターの設定よりさらに大きめではあるが、多少の誤差は仕方がない。

　これ以上、加瀬について根ね掘ほり葉掘り訊きかれても困る。わざとらしく時計を見ながら、講義に行くよう促うながすことにした。

「高橋、そろそろ教室行かないと遅ち刻こくになるんじゃないか？」

「うお、そうだった！　いいか、明石。次は絶対だぞ。空いてる日ができたら教えろよ」

「わかったよ」

　高橋の去っていく背中を安あん堵どのため息と共に見送る。

（確かにつき合いは悪くなったかもな）

　飲み会に参加しない上に、昼もほとんど加瀬と過ごすようになった。

　普ふ段だんは相席してくる友人も、無ぶ愛あい想そうな加瀬を敬遠してすぐにいなくなってしまう。加瀬は無言で話を聞いているだけなのに、威い圧あつ感かんを覚えるらしい。

　あの格好さえどうにかなれば印象も変わるのだろうが、加瀬は自分の格好には頓とん着ちやくしない。

　一也もせっかくの素材がもったいないと思って指し摘てきはしたけれど、本人が気にしていないならしつこく云いうことでもない。

「つーか、遅おそいなあいつ」

　呟つぶやいた直後、不意に学食内が騒さわがしくなった。そのざわめきの中には、黄色い声も混じっていた。

「……？」

　何が起こったのだろうかと振ふり返ったそのとき、視界に影かげが落ちた。

「待たせたな」

「別に待って───」

　待ち兼かねていた男の声にひねくれた返事を口にしかけた一也は、相手の姿にぎょっとして言葉を途と中ちゆうで詰つまらせた。

　量りよう販はん店てんで買ったと思おぼしき黒の上下ばかり着ていた加瀬とは思えない出いで立ちになっていた。

　まるで雑誌にでも載のっていそうな服装をしているだけでなく、伸のばしっぱなしだった髪かみもさっぱりとして顔がよく見えるようになっていた。

　いつもかけている黒くろ縁ぶち眼鏡も見当たらないが、コンタクトでもしているのだろうか。

（おい、変わりすぎだろ……）　>>>♥

　学食内が騒がしかったのは、加瀬のせいだったようだ。周囲を見回すと、女子たちがこちらを見てひそひそと何やら話をしている。

「ねえ、あんな人、ウチの学校にいた？」

「やばい、すっごいイケメン。編入生とかかなぁ」

「誰だれか知り合いじゃないの？　名前知らない？」

　素す顔がおを知っている一也でもこれだけ驚おどろくのだから、無理もない。

「どうしたんだ、その格好……」

「見た目に気を遣えと云われたからそうしたつもりだが、似合わないか？」

「い、いや、悪くないと思うけど……自分で選んだのか？」

　昨日の今日で、この変身ぶりは普ふ通つうじゃない。いま羽織っているジャケットも、加瀬本人が買ったとは到とう底てい思えなかった。

「姉貴の彼氏にアドバイスしてもらった。美容師なんだ」

「なるほどな……」

　美容師なら加瀬を変身させることくらい、お手のものだろう。とくにこれだけ素材がよければ、磨みがき甲が斐いがあるに違ちがいない。

「相談したら面おも白しろがって弄いじり回された。前まえ髪がみが短くて落ち着かない」

　短くなった前髪を、指先で何度も引っ張っている。

「落ち着かねーのはこっちのほうだ！　ああもうっ、ちょっと来い、場所変えるぞ！」

「明石、どこに行くんだ？」

「んなの知らねーよ！」

　好こう奇き心しんに溢あふれた不ぶ躾しつけな視線から逃のがれられるなら、どこだっていい。一也は加瀬の手を摑つかみ、そそくさと学食をあとにした。










「こ、ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶだよな……？」

　膝ひざに手をつき、肩かたで息をする。

　人ひと気けのない校舎裏のベンチに移動した一也は、呼吸を整えながら周囲を警けい戒かいした。

　イメチェンした加瀬が一也の知り合いとわかるや否いなや、情報を得ようと女子たちが追いかけてきたのだが、何とか振り切ることができた。

（怖こわかった……）

　普段はあまり話をしないようなグループも目の色を変えて迫せまってきた。いい男と知り合いになるには、形なり振ふりかまっていられないのだろう。

「何だったんだ、いまの騒ぎは？」

「お前が原因だよ!!」

「俺？」

　まったく自覚のない加瀬に脱だつ力りよくした。

　加瀬の姉妹が野暮ったい格好に何も云わなかったのは、ああなることが目に見えていたからかもしれない。この顔は隠かくしておいたほうが平和ではある。

「ったく、いきなり目立つ格好してくるなよな……」

「そんなに目立つか？」

「目立つ」

　きっぱりと云いきってやると、加瀬は困ったように眉まゆを下げた。

（そういや、クマのときも妙に目を引くもんな）

　着ぐるみだというのに、やたらと存在感があるのだ。目につくのは身長のせいばかりだと思っていたけれど、加瀬には独特の雰ふん囲い気きがある。

　普段はあの垢あか抜ぬけない格好で、このイケメンオーラを覆おおい隠していたのだろう。瞬まばたきをするだけで、絵になる男だ。

「明石？」

「……ッ、な、何だよいきなり！」

　ぼんやりと加瀬の顔に見入っていたら、急に名前を呼ばれて我に返った。

「俺の顔に何かついてるか？」

「め、眼鏡がないなと思ってただけだ」

　まさか、見み蕩とれていたなどと知られるわけにはいかない。咄とつ嗟さに口にした云い訳を加瀬はあっさりと信用した。

「それならカバンに入れてある。黒板の細かい字は見えにくいが、普段はかけなくても支障はないんだ」

「持ってるなら、いますぐかけろ」

　あの黒縁眼鏡をかけていれば、幾いく分ぶんかはオーラが緩かん和わされるはずだ。一也の指示に従い、加瀬はカバンの中から取り出した眼鏡を装着した。途と端たんに見慣れた顔になり、ほっとする。

「やっぱり、いつもの格好のほうがいい」

「似合ってないか？」

「似合いすぎてるからまずいって云ってるんだよ！　学食で女子たちの反応見ただろう？　そんな格好のままでいると面めん倒どうなことになるぞ」

　騒ぎになるのを予防するためなのはもちろんだが、一也の目にも刺し激げきが強い。

「似合ってるならよかった」

　どうやら、褒ほめられたと思って満足しているらしい。実際、けなしたわけではないけれど、褒めたつもりもないのだが。

「あのな、俺の云ってる意味わかってるか？」

「何かおかしかったか？」

　一也の確かく認にんに、不思議そうに訊きき返してくる。

（……まあ、どっちでもいいか）

　事細かに説明する気力が出てこないのは、きっとこの空腹のせいだ。加瀬を待っている間、お預けを食くらい、そのあと女子たちから逃れるために全力で走ってしまった。あんなことになるなら、エネルギーを先に補給しておくべきだった。

「つーか、マジで腹減った。いまから学食なんて戻もどれないし、コンビニ行くしかないか」

「飯ならある」

「は？」

　加瀬は自分のカバンの中から弁当らしき包みを二つ取り出した。そして、そのうちの一つを一也に差し出してくる。

　荷物がいつもより多かったのは、弁当を持ってきていたせいだったようだ。恐おそる恐る受け取ると、ずっしりとした重みがあった。

「まさかとは思うが、お前が作ったのか？」

「手作り弁当が食べたいと云っていただろう？」

「そうだけど……」

　一也が『彼女ができたら、手作りの弁当を作ってもらうのが夢だった』と愚ぐ痴ちったことを真に受けて作ってきたらしい。まさか、本当に実行するとは思いもしなかった。

　あまりに予想外なことに思考を停止させていると、加瀬が不安げに訊いてきた。

「俺が作ったのは食べる気しないか？」

「そんなことねーよ。ちょっと驚いただけだ。───じゃあ、遠えん慮りよなく」

　加瀬から渡わたされた弁当を膝に載のせ、包みを開く。

　大きめの弁当箱の蓋ふたを開けると、色取り取りのおかずが詰つめられていた。高校生の頃ころ、母親が作ってくれていた弁当よりも豪ごう勢せいだ。

「すげーな、全部自分で作ったのか？」

「そうだ」

　評価を待っている加瀬の眼まな差ざしが気になったけれど、意識していないふりで箸はしを卵焼きに伸のばす。一也の役目は食べるだけなのに、妙みように緊きん張ちようする。

「……いただきます」

「口に合うか？」

　まだ咀そ嚼しやくしているというのに、加瀬は真しん剣けんな顔で感想を求めてくる。

　そんなふうに急せかされたら、味がよくわからなくなるだろうと文句を云いいたかったが、口が塞ふさがっているため、心の中で呟つぶやくだけに留とどめておいた。

　ごくん、と飲み込み、充じゆう分ぶん間を取ってから、告げる。

「……ムカつくくらい美味うまい」

　卵焼きの焼き目もちょうどいいし、唐から揚あげも冷れい凍とうではなく手作りのようだ。ポテトサラダの味も絶ぜつ妙みようだし、ご飯の上のそぼろも甘あま辛からで美味おいしかった。

「よかった。久々に作ったから、少し不安だったんだ」

　加瀬は安あん堵どした様子で、自らも弁当を食べ始めた。久々に、ということは、以前はよく作っていたということだろう。もしかしたら、高校生のときは自分で用意して学校に持っていっていたのかもしれない。

「何でこんなものまで作れるんだよ」

「ウチは親が共働きだったから、家の手伝いをしているうちに自然と覚えただけだ。大したものは作れない」

「充分、大したものだろ。謙けん遜そんもすぎると嫌いやみだぞ」

　一也だって弟たちの面倒は見てきたし、親の手伝いもしてきたが、ここまで料理の腕うでは上がらなかった。適性があるというのも、一種の才能だ。

「……そうか、すまない」

「そんな真顔で謝ることでもないだろ」

　あまりに真剣な表情で謝罪する加瀬の様子が可笑おかしくて、思わず吹ふき出してしまった。

　基本的に空気が読めない男だが、どこか憎にくめない。きっとそれは、相手に対しての気き遣づかいが感じられるからだろう。

　そもそも人が好よくなければ、わざわざ人のために弁当なんて作ったりしない。

「なあ、お前って前から俺のこと知ってたんだよな？　俺、何か目立つことしてたか？」

　一也はふと、気になっていたことを口にした。更こう衣い室で落ち込んでいたあのとき、加瀬は言葉を交わすのは初めての一也のことを知っていた。

　加瀬が入っている異様にでかいクマは遠目からでもすぐに目につくけれど、一也が中に入っているのはマスコットとしては平均的な身長のパンダだ。

「仕事中、よく子供に囲まれてるだろう。勤務時間外でも迷子と一いつ緒しよに親を捜さがしたり、泣き出した子をあやしてたり、面めん倒どう見みのいいやつなんだなと思ってた」

「何でそんなところ見てるんだよ！」

　弟たちと歳としが離はなれていたこともあり、つい子供の世話を焼いてしまう。お節せつ介かいだとわかっているが、首を突つっ込んでしまうのだ。

「偶ぐう然ぜん目もく撃げきしただけだ。でも、それだけ目にするということは、明石がいつもそういうふうに振ふる舞まっているからだろう？」

「ほ、褒めても何も出ないからな」

　不意打ちの賛辞に動どう揺ようし、思わず悪態を吐ついてしまった。

「誰だれとでもすぐに打ち解けて、親しくなるだろう？　俺はこのとおり口も上手うまくないからな。明石に憧あこがれていたんだ」

「俺に？」

「ああ」

「何で俺なんかに……ていうか、仕事中なら、俺以外が入ってるときのことかもしれねーだろ」

　平日は他ほかの担当者がいるし、土日も一也が来られないときは他の誰かが担になっている。

「俺は明石を見み間ま違ちがえたりしない。違うやつが中に入ってたら、すぐにわかる」

「……ッ」

　加瀬は自信満々で云いきった。聞きようによっては熱ねつ烈れつな告白のようなものだったが、きっと深い意味はないのだろう。

　加瀬の言葉が口説き文句に聞こえるなんて、どう考えても意識しすぎだ。このままでは、加瀬に絆ほだされてしまいそうで少し怖こわかった。

　いまさらながらに、不思議に思う。

　何故なぜ、加瀬は一也にこれほど尽つくしてくれるのだろう。

　あのとき、落ち込んでいる一也と鉢はち合あわせたのは、不ふ慮りよの事故のようなものだ。加瀬との交際は、一也の八つ当たりの副産物であって、正式な『恋こい人びと同士』ではない。

　無責任だと責めたのも、ただの言葉の綾あやだ。好きではない相手とは虚むなしいだけと云っていたけれど、一也を好きだと云えるなら他の誰かでもいいはずだ。

（こいつなら、彼女だろうが彼氏だろうがすぐにできるだろうに）

　勉強もできるし、性格もよく、料理もできる。服装は微び妙みようだったが、劇的に改善されたいま、欠点らしい欠点はなくなった。本人は口が重いことを気にしている様子だが、客観的に見ればそれは短所ではなく長所だ。

「…………」

　このオママゴトはいつまで続けるのだろう。予想外の居い心地ごこちのよさに、踏ふん切りをつけられずにいる。

　だけど、この先ずっと加瀬を束そく縛ばくしているわけにはいかない。彼にだって、いつか本当に好きな人ができるだろう。

　そうなったら、自分は確実に邪じや魔まになる。いまのこの関係が知られでもしたら、迷めい惑わくをかけることになってしまう。

　どうしたら、きちんとケジメをつけることができるだろうか。

（そうだ───）

　いますぐ終わりにするのではなく、期限を区切ることを提案すればいいのではないだろうか。そういうことにすれば、比ひ較かく的てき丸く収まるような気がする。

　自分に都合のいい条件ではあるけれど、加瀬だっていつまでも振り回されていたくはないだろう。

「あ、あのさ───」

　切り出そうとした瞬しゆん間かん、加瀬の言葉が重なった。

「明石。今日はバイト何時に上がる？」

「へ？　いつもどおり八時だけど」

「じゃあ、そのあと空けておいてくれ」

　加瀬はそう云いながら、何かを差し出してきた。

「何だそれ」

「普ふ通つうのデートをしてみたかったんだろう？　好きだと云っていた監かん督とくの作品がレイトショーをやっていたからチケットを取ってきた」

　加瀬の手にあるのは、映画館のチケットだった。

　受け取ってよく見てみると、今日の日付が入っていた。時間と席番号も印字されているということは、直じかに映画館へ行き、席を押さえてきたということだろう。

　加瀬のこういうマメさには本当に頭が下がる。チケットをじっと見つめていたら、不安げな様子で訊きいてきた。

「……映画なんてベタすぎたか？」

「たしかにベタだな」

「週末も平日も明石はバイトだろう。だから、近場ですむほうがいいと思ったんだが……気乗りしないなら、断ってくれてもかまわない」

「行かないなんて誰も云いってないだろ。ちょうど見たかったやつだし」

　映画を見たいと思っても、大たい抵てい、時間ができたらと思っているうちに公開が終わっている。誰かに誘さそってもらわなければ、重い腰こしはなかなか上がらない。

「よかった」

「……っ」

　ほっとしたように微笑ほほえんだ加瀬の眼まな差ざしにまたドキリとしてしまった。必要以上にドキドキしないよう、必死に意識を逸そらす。

　無む駄だに整った顔を見ていると、へンな気分になってくるのだ。

（そうだ、こんなにドキドキするのは、こいつがイケメンだからいけないんだ）

　自分が過か剰じように反応してしまう理由をあれこれと考えてみたけれど、それが一番しっくりくる。男の見た目についての好みなんて考えたこともなかったけれど、きっと、加瀬の顔がストライクゾーンの真ん中だったに違いない。

「で、でも、よく覚えてたな。俺の好きな映画監督なんて」

　どこかに貼はってあったポスターを見て、何気なく呟つぶやいただけだ。あんな些さ細さいな言葉も気に留めてくれていたのかと感心する。

　本当に、加瀬は恋人としては完かん璧ぺきな男だ。

「俺も好きだから、明石も好きだって知って嬉うれしかった」

「な、何云ってんだよ」

　これも照れるところではないとわかっているけれど、どうしても顔が熱くなってきてしまう。絶対に頰ほおが赤くなっているに違いない。

　恋人ごっこを続けすぎて、雰ふん囲い気きに飲まれやすくなっているのかもしれない。赤面をごまかすために、顔を背そむけて弁当を搔かき込む。そのせいで噎むせてしまった。

「んぐっ」

「大だい丈じよう夫ぶか？　お茶があるからちょっと待ってろ」

　加瀬は水すい筒とうを取り出し、カップに注いで渡わたしてくれる。芳こうばしい香かおりのするそのお茶は熱すぎず、ほどよい温度で飲みやすかった。

「……本当に用意がいいな」

「これは妹に持たされたんだよ。自分のぶんのついでだからって」

「本当に仲がいいんだな」

　お茶を飲んで人ひと心地ごこちついた。マイペースな加瀬を見ていると、いちいち狼狽うろたえている自分がアホらしくなってくる。

「こういうのも楽しいな。憧れていたという明石の気持ちがわかった。あとは何だった？　家で一緒に飯作るんだったか？」

「え？　あ、いや、もういいって！　今日映画も行くし、この弁当で充じゆう分ぶん満足したから」

　尚なおも何かしようと思ってくれているらしい加瀬を慌あわてて止める。これ以上尽くされても、引け目が増えるばかりだ。

　優やさしくしてもらって嬉しくない人間などいない。だけど、それを一方的に享きよう受じゆしているだけなんて、対等な関係とは云えない。

「そうか？」

「うん、ホントに大丈夫だから」

　残念そうな顔をした加瀬に胸が痛んだけれど、わざと気づかないふりをした。これ以上、楽しい思い出を作れば、情に流されて離はなれがたくなってしまいそうで怖かったのだ。

「今日は駅で待ち合わせでいいか？　八時半でいいよな。早く着くようだったら連れん絡らくくれ」

　加瀬がすぐに話題を変えてくれて、ほっとする。

「わかった、八時半な」

　少しだけぎこちない空気が漂ただよい、お互たがい無言で弁当を食べる。

（結局、云い出せなかったな……）

　一也から巻き込んでしまった以上、区切りをつけるべきなのは一也自身だ。流れに任せて、ただ問題が解決することを祈いのるだけなんて、何もしていないも同然だ。

　加瀬から優しくされるたびに罪悪感が募つのっていく。二人でいる時間が楽しければ楽しいほど、胸が苦しくなってくる。

　出で逢あい方が違ちがえば、普通の友達になれていたかもしれない。むしろ、一也にコンプレックスと対たい抗こう意識がなければ、ただの同どう僚りようとして言葉を交かわせていたはずだ。

「────」

　胸むな苦ぐるしさをごまかそうと、再びおかずを口の中へと詰つめ込んだ。
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「───というわけで、今日はここまで。レポートの提出は来週のこの時間までだからな。まだ出してないやつは忘れんなよ」

　講義の終わりを告げる准じゆん教きよう授じゆの声と共に、教室内が騒さわがしくなる。

　ついさっきまで隣となりで机に突つっ伏ぷして寝ねていたはずの学生の姿はすでにない。その素す早ばやさに呆あきれつつ、一也もノートや筆記用具をカバンに詰めて立ち上がった。

「よっ、と」

　今日は一也も加瀬も、このあとの講義がない。そのため、加瀬が探している本があると云っていたので、バイトまでの時間、専門の古書店巡めぐりにつき合うことにした。

　その本はずいぶん前に発行されたものらしく、版元ではすでに絶版になっているらしい。

　一也は待ち合わせ場所に急ぎつつ、加瀬に講義が終わった旨むねを伝えるメールを送った。メールを打つことに集中していたせいで、前方不注意になっていた。

「うわっ」

「……ッ!?」

「す、すみません！」

　人にぶつかりそうになり、慌てて頭を下げる。

「いえ、こちらこそ───って、明石じゃねーかよ。今日はもう終わりか？」

　名前を呼ばれて顔を上げると、一也の目の前には日夏が立っていた。

「うん、これから帰るとこ。日夏はこれから講義か？　こんな時間に大学にいるなんて珍めずらしいよな」

　日夏は基本的に午前中の講義ばかり取っている。午後をフルにアルバイトに使うためだそうだ。日中は肉体労働、夜は居酒屋で働いている。

「仕方ねーだろ、どうしても取りたい講義がこの時間しかなかったんだよ。つーかお前、ちゃんと前見て歩けよな。最近、上の空なことが多くないか？」

「え、そ、そうか？」

「自覚なしか。やっぱり、バイト詰めすぎなんじゃないか？」

「大丈夫だって。まあ、先週はちょっとキツかったけど、ピークはすぎたしさ」

　多分、ぼんやりしているのは加瀬のことばかり考えているからだ。原因がわかっているため、日夏の心配が少々気まずい。

「店長にシフト減らしてもらえよ。週末、何人か面接受けに来たって聞いたし、来週からは楽になんだろ」

「マジで？　人が増えると助かるなあ」

「今回は長続きするやつだといいけどな」

「たしかに……」

　サービス業には向き不向きがある。居酒屋ではときどき質たちの悪い絡からみ客もいたりする。上手うまくあしらえればいいのだが、そういったことが苦手なタイプは、早々に辞やめていってしまう。

　いまいるスタッフは和わ気き藹あい々あいとしていて、家族のような雰囲気だ。時給も悪くないし、仕事にさえ慣れれば、かなりいい職場だと思う。

「夜はシフト入ってんのか？」

「うん、日夏もだろ？」

「具合悪そうなら、早めに連絡して休んどけよ」

「心配しすぎだって。んじゃ、また夜にな！」

　笑いごとじゃねーだろと渋しぶい顔をする日夏に、じゃあなと笑いながら手を振ふり、加瀬と待ち合わせている正門へと早足で急ぐ。

（やべ、ちょっと時間食っちゃったかも）

　手にしたままだった携けい帯たい電話をカバンのポケットに突っ込むと、何かがくしゃりと潰つぶれた感かん触しよくがあった。

「ん？」

　捨てそびれたレシートだろうと思って取り出すと、それは映画の半券だった。丸めてゴミ箱に放ほうろうとしたのを思い止とどまり、握にぎり潰してしまったそれを指で伸のばす。

　昨日の『デート』は思いの外、楽しかった。

　映画館の売店で飲み物やパンフレットを買って席につき、映画を見たあと感想を云いい合い───デートという甘い雰ふん囲い気きはなかったけれど普ふ通つうに盛り上がったと思う。

　認めるのは癪しやくだが、加瀬とは感覚が近いようだ。好きなものの傾けい向こうや日常生活での価値観などが似ていると、一いつ緒しよにいてストレスにならない。

（映画までは問題なかったんだよな……）

　昨夜のことを思い返すと、自責の念に駆かられる。

　帰りはいつものように家まで送ってもらったのだが、昨日は何故なぜか無む性しように別れがたく、加瀬を強ごう引いんに家に招き入れてしまった。

　そんな自分の行動に戸と惑まどいながらもお茶を出し、映画のパンフレットを読んだり、当たり障さわりのない話をしていたはずだったのだが、気がついたらお互いの距きよ離りが近くなっていた。

　会話の最中、空になった湯飲みに手が当たり、倒たおれて転がってしまった。慌てて二人で手を伸ばしたせいで、それを一緒に摑つかむことになった。

　お互いの慌てぶりを笑いながら顔を上げた瞬しゆん間かん、吐と息いきがかかるほど顔が近かったのがいけなかった。そこから先は云うまでもない。

　瞬まばたきの直後には、唇くちびるを重ね合っていた。

『ん、んん……っ』

　雰囲気に飲まれるようにして交わした口づけは触ふれるだけに止まらず、そのまま深く絡み合っていった。食はまれて薄うすく開いた唇の隙すき間まから舌先が入り込んできたにも拘かかわらず、一也は自らその舌に自分のものを絡ませてしまった。

　濡ぬれた音を響ひびかせながら、お互たがいの唇を貪むさぼり合い、抱だき寄せられるがままに体を寄せる。

　話をしていたときは床ゆかに座り、ベッドに寄りかかるような体勢でいたのに、気がついたら加瀬の膝ひざの間に入り込んでいた。

『……あ……』

　スイッチが入ったように、キスに夢中になっていた自分に気づき顔が熱くなる。加瀬はそんな一也を追い詰めるような発言をした。

『勃たってるな』

『……ッ、お前だって人のこと云えねーだろ───って、勝手に触さわるな！』

　布地を押し上げている部分に指を這はわせている加瀬を叱しつ責せきする。

『すまない。触ってもいいか？』

　加瀬は謝りながら手を離はなしたけれど、刺し激げきを受けたそこはあとには引けない状じよう況きようになっていた。一也は反射的に加瀬の行こう為いを制止してしまったが、いまさらやめられても困る。

　熱を持った体はその気になって次の刺激を待ち侘わびている。放っておいて治まるような状態ではない。

『……か、勝手にしろ』

　勝手にするなと云ったり、しろと云ったり、一いつ貫かん性がない。自分でもどっちなんだと訊ききたいが、こういった状況で論理的な思考ができるほど慣れてはいない。

　加瀬は『わかった』と神しん妙みように頷うなずき、再び指を動かし始めた。迷いなくベルトを緩ゆるめられ、ファスナーが下ろされる。

『あ、や……っ』

　ジーンズの厚い生き地じの上からの刺激よりも、下着越ごしのほうがより生々しく伝わってくる。見なければいいのに、指の動きを目で追ってしまう。

　張り詰つめた自身を緩く扱しごかれ、零こぼれそうになる吐息を嚙かみ殺す。否いや応おうなく与あたえられる快感に、一也の体温はじわじわと上がっていく。

『濡れてきた』

『云う…な……っ』

　加瀬の実じつ況きようにぶわっと体が熱くなる。全身から一気に汗あせが噴ふき出した。体液が滲にじんだ場所を集中的に刺激され、目の前がチカチカする。

　やがて下着の中に手を入れられ、直じかに握り込まれた。根本の膨ふくらみを揉もみしだかれ、反り返った昂たかぶりを指でキツく擦こすられる。

『……んで、俺、ばっか……っ』

　一人だけ乱されている気がして漏もらした言葉だったが、加瀬は違ちがう意味で捉とらえたようだった。

『明石は俺のをしてくれ。それなら平等だろう？』

　加瀬は真顔でそう云い、一也の手を摑んで自らの股こ間かんに導いた。

『ちょ……っ』

　大だい胆たんな行動に面めん食くらったし、抵てい抗こう感がまったくないわけではなかったけれど、それよりも好こう奇き心しんが勝った。それに同じ男として、放っておくのは悪い気がした。

　恐おそる恐る昂ぶりに触ってみると、目で見ていた以上の存在感があった。　>>>♥

『すご……』

『ちゃんと触ってくれ』

　半ば意地になり、負けじと一也も手を突つっ込み、欲よく望ぼうを露あらわにされれば同じように引っ張り出した。

　他人の性器に触れるのは初めてだったけれど、自分が与えた刺激で人の欲望が育っていく様は不思議な感覚だった。至近距離で加瀬が吐息を零す様を目にするのは無性に興奮した。

　夢中になって口づけを交かわしながら、お互いのものを重ねて擦り合い、やがて、それぞれの手の中で───。

（うわあああああああ）

　生々しい感触を思い出し、近くにあった太い木を殴なぐりつける。どうして自分はああも流されやすいのだろう。快感に弱いからと云って、あそこまでしてしまったら云い訳のしようもない。

　叫さけび出したい気持ちを抑おさえるために、ついでに頭もがしがしとぶつけていたら、通りすがりの女子に不ふ審しんな目で見られた。

　気まずさをごまかすために咳せき払ばらいをし、木に八つ当たりしたことなどなかったかのような態度で再び歩き出す。火ほ照てった頰ほおを冷ますために手で扇あおぐが、所しよ詮せん焼け石に水だ。

（あいつも真ま面じ目めにやりすぎだろ）

　真しん剣けんに『恋こい人びと』としての役目を果たしているつもりなのだろうが、雰囲気作りまでしてくれなくてもいいのにと恨うらめしく思ってしまう。逆恨みだとわかっているけれど、ある程度の距きよ離り感かんを持ってくれていれば行きすぎた行為に至らずにすんだのに。

「……これ、どうすっかな……」

　皺しわになった映画の半券を見つめる。迷った末、財さい布ふの中にしまい込んだ。すでに不要なものだけれど、何となく手放しがたかった。










「……何だあれ？」

　待ち合わせ場所である正門に到とう着ちやくすると、そこには人だかりができていた。

　有名人でもいるのかと目を凝こらしてみると、その中心には一也の待ち合わせの相手がいた。加瀬は女子学生に囲まれ、身動きが取れなくなっていた。

（ち、近寄れない……）

　他ほかの学生たちも、遠巻きに眺ながめながら通りすぎていっている。異様な光景だった。

　ある意味、想像していたとおりの状況だが、女子たちの人数が一也の予想を超こえていた。少なく見積もっても十人は超えている。前後左右を取り囲み、質問責めにしているようだ。

　テンションの高い彼女たちとは対照的に、加瀬は相変わらずの無表情だ。何を考えているか、まったくわからない。

（つーか、何なんだあいつ……）

　加瀬を取り囲んでいる女子たちの中心にいる一ひと際きわ派手な一人が、自信に満ちた媚こびた眼まな差ざしで上うわ目め遣づかいで見上げながら、馴なれ馴れしく加瀬の腕うでに触れている。その手を払はらおうともしない加瀬にも、妙みように苛いらついた。

　ダサい格好をしていたときは目もくれなかったくせに、顔がいいとわかった途と端たんに擦すり寄ってくる手の平の返しっぷりに眉まゆを顰ひそめたくなる。

「何だ……？」

　胸のあたりが嫌いやな感じにざわついている。怒いかりや苛立ちとは少し違う、もやもやとした感情だ。何かが喉のどの奥に閊つかえているような、嫌な感覚だった。

（風邪かぜか？）

　日夏の云いうとおり、少し無理をしすぎただろうか。たしかに最近、疲つかれが溜たまっている気はする。しばらくはバイトを減らし、体を休めたほうがいいかもしれない。

「明石！」

「へ？」

　名前を呼ばれて顔を上げると、加瀬が女子たちの輪から抜ぬけ出してこちらに駆かけ寄ってくるところだった。

「悪い、来てたのに気づかなくて」

「……っ」

　さっきまでは怖こわいくらいの無表情だったのに、一也の前に来たとたん、口元が柔やわらかく緩む。その笑え顔がおに一也の心臓は大きく跳はね、加瀬の背後で固まっていた女子たちも色めき立った。

　一いつ瞬しゆん、見み蕩とれかけたけれど、すぐに我に返る。いまは惚ほうけている場合ではない。

「あ、えっと、俺もいま来たとこだし。てか、すぐ行くってメールしたのに遅おそくてごめん」

　何故なぜか顔が熱くなり、不必要なほどドギマギとしている。一也はそんな自分に困こん惑わくするしかなかった。

「メールくれたのか。すまない、見ていなかった」

「いや、大した内容じゃないから別にいいよ。……ええと、彼女たちを放ってきてよかったのか？」

　恐る恐る加瀬の後ろを窺うかがうと、女子たちが獲え物ものを逃のがした肉にく食しよく獣じゆうのような目でこちらを睨にらんでいる。

（こ、怖い……）

　向けられた殺気に、思わず後あと退じさる。加瀬は背後の様子を気にかけることなく、平然としている。天然なのか、神経が太いのか。加瀬のことだから、どっちも兼かね備えていそうな気もする。

「別に彼女たちと話をしていたわけじゃない。一方的に話しかけられただけだ」

「そ、そうか。ちなみに何て？」

「携けい帯たい電話の番号とメールアドレスを聞かれたんだが、よく知らない相手に教えるのは不用心だろう？」

「それはまあ……」

　恋れん愛あいに疎うとい一也にだって、加瀬がナンパされていたのだとわかる。情報を聞き出そうとしていた矢先に、獲物を搔かっ攫さらわれたというわけだ。

「明石の友達なのか？」

「そういうわけじゃないけど」

　中には飲み会で顔を合わせたことがある子もいるけれど、名前も覚えていないし、とくに親しいわけではない。

「なら、早く行こう。時間がもったいない」

「う、うん」

　加瀬に腕を摑つかまれ、引っ張って行かれる。恨みがましい眼差しをした女子たちを残し、その場をあとにした。幸い、今日は昨日のように追いかけられることはなかった。

　加瀬のことはただのお人ひと好よしだと思っていたが、相当の無む頓とん着ちやくでもあるらしい。

（そういや、自分のことには気を遣つかわねーやつだもんな）

　ちなみに、今日の加瀬はチェックのネルシャツによれよれのジーパンといういつもの格好に戻もどっている。ただ、以前と違うのは顔を隠かくす前まえ髪がみがないことだ。

　野や暮ぼったかった髪かみ型がたがすっきりしただけで、つい先日まではダサく見えた黒くろ縁ぶち眼鏡すらお洒落しやれアイテムに見えるから不思議だ。

　一いつ旦たん、目をつけられてしまった以上、目印となる長身は如何いかんともしがたい。再び顔が隠れるほど髪が伸のびるまでは、彼女たちの注目を浴び続けることになるだろう。

（次から、昼飯は俺が向こうに行くしかないか……）

　加瀬の学部には、女子学生は数えるほどしかいない。加瀬のことも見慣れているだろうし、さっきのような騒さわぎにはならないはずだ。

「なあ、探してる本だけど見つかりそうなのか？」

　気を取り直して、話題を変える。いつまでも周りを気にしていても仕方がない。

「この間、先せん輩ぱいが見かけたと云っていた店に行ってみる。すぐに売れてしまうようなものではないし、きっと残っているだろう。なかったら、他をあたってみる」

「そっか」

「明石、バイトは何時からなんだ？」

「五時だけど？」

「だったら、四時半に戻ればいいな。どこかで食事をしないか？」

「そうだな、ちょっと腹減ったかも。俺、ラーメン食いたい」

　バイトの前に腹ごしらえをしておく必要がある。途と中ちゆうでまかないも出るけれど、いまのうちに食べておかねばそれまで持ちそうもない。

「気が合うな。俺もそう思ってたところだ。これから行く古書店の近くに美味うまいラーメン屋があるんだ」

「マジで？　すげー楽しみ。俺、ラーメンは塩派なんだよな」

「俺もだ」

　加瀬とは味覚も似ているようで、好物も被かぶっている。その加瀬が美味いと云うのだから、期待していいだろう。

　気の合う友人はたくさんいる。地元の友人たちは、気が合うからこそ長いつき合いになっているのだろう。だが、ここまで感覚の近い相手は初めてだった。性格は全然違ちがうし、一見、正反対の人間に見えるけれど、本質的なところはかなり似ている気がする。

　だからこそ、一いつ緒しよにいて居い心地ごこちがいいのだろう。まるで、家族のような気安さを感じるのだ。

「あ」

　駅の改札を通るために定期券を取り出そうとして、カバンの中にイレギュラーなものがあることを思い出した。

（これ、どうしよう）

　せっかく買ってきたのだから、大人しく渡わたすべきだ。自分で持っていても無む駄だになるだけだし、いまさら悩なやむなんて、我ながら往おう生じよう際ぎわが悪い。

「明石？」

　いきなり黙だまり込んだ一也を不思議に思ったのだろう。加瀬はホームの途中で足を止め、こちらを振ふり返った。

「あ……あのさ」

　いまがいいチャンスかもしれない。改まった場で渡すよりは余程いい。さりげなく手渡せばいいだけだ。

「何だ？」

「これやる」

　一也は勢いで、カバンから取り出した紙かみ袋ぶくろを加瀬に素そっ気なく押しつけた。

「いきなりどうしたんだ？」

「な、何だっていいだろ！　大したもんじゃないけど、何つーか、その、弁当とかの礼みたいなもんだよ」

　こんなプレゼントで帳消しになるとは思えないほど、加瀬には色々してもらっている。本来なら相手と同じように行動で返せればいいのだが、一也にできることはそう多くはない。

　だから、安直だけれど、こういった形で礼を伝えることにしたのだ。

　袋の中身は、マウンテンバイク用のグローブだ。何がいいかと頭を捻ひねった結果、これなら消しよう耗もう品として使えるだろうし、いくつあってもいいだろうと考えて、今朝、講義の前に駅前のサイクリングショップに寄ってきたのだ。

「これは───」

「そこのサイクリングショップで買ったんだよ。サイズが合わなかったら交こう換かんしてくれるって云ってた」

　余計な情報をつけ加えてしまうのは、照れ隠しだ。

　あまり高いものは買えなかったけれど、手の届く範はん囲いでは一番いいものを選んだつもりだ。加瀬のマウンテンバイクの色に合わせて、黒地に赤のラインが入っている。

「そのうち買おうと思ってたんだ。ありがとう、明石。すごく嬉うれしい」

　紙袋を開けた加瀬が、口元を綻ほころばせた。ここまでストレートに喜ばれると、何だかこちらのほうが気き恥はずかしい。

「や、安物だから、使い潰つぶすにはちょうどいいだろうと思って……」

「明石がくれたんだから、大事にする」

「しまいこまないで、ちゃんと使えよ」

「ああ」

　嬉しそうに微笑ほほえむ加瀬の表情が眩まぶしくて、思わず顔を背そむけてしまった。

　プレゼントなんて柄がらにもないことをしたせいか、恥ずかしさで顔が熱い。慣れないことをするものではない。

「明石、ありがとう」

「……っ」

　改めて礼を云いわれ、ますます顔が赤くなる。今日は赤面してばかりだ。このところどうしてか、加瀬の前では借りてきた猫ねこみたいになってしまう。

　初めて言葉を交かわしたときの絡からみっぷりが、自分でも噓うそのようだ。

（あれ……？）

　噓のようと云えば、さっきまでの不快感がいつの間にか綺き麗れいさっぱり消えていた。不思議なことに、いまはどこも何ともない。

「どうかしたか？」

　胸を押さえて首を傾かしげていると、加瀬が心配そうに一也の顔を覗のぞき込んできた。

「な、何でもない。お腹なか空いたなーと思っただけ」

　上手うまく説明できそうもなかったため、笑ってごまかすことにした。実際、いまは何ともないのだから心配には及およばない。

「そうか。なら、先にラーメン食いに行くか」

「そうしてもらえると助かる」

　加瀬がごまかされてくれたことにほっとしつつ、さっきの感覚を思い出してみる。

（腹減ってたせいかな？）

　不可解ではあったけれど、何ともないなら気にする必要もないだろう。ホームに滑すべり込んできた電車に乗り込んだときには、頭の隅すみに追いやられていた。
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「あー」

　口を大きく開けて、鏡の中を覗き込む。妙みようにいがいがとすると思って喉のどを自分で見てみたら、腫はれているというほどではないが、少し赤くなっていた。

「……風邪かぜかな」

　やはり、この間の胸の閊つかえは風邪の引き始めの症しよう状じようだったのかもしれない。講義とバイトの詰つめすぎで、体に疲つかれが溜たまっていたに違いない。

　今日は寄り道せずに帰宅して、薬を飲んでさっさと寝ねてしまおう。本格的に体調を崩くずす前に治してしまわなければ、あとに響ひびく。大学もバイトも、できればどちらも休みたくはない。

　カバンの中にもらいものの飴あめが一つ残っていたため、のど飴代わりに口に放ほうり込んでおいた。

「明石ー、そろそろ行くぞー。子供たちが待ってんぞ」

「はーい、いま行きます」

　ロッカーの戸を閉め、急いでパンダの着ぐるみを身に着ける。頭を外れないように装着して、更こう衣い室をあとにした。

　今日は子供たち向けのイベントが行われる。

　園内にいるマスコットを探し、一緒にいるスタッフが押してくれるスタンプを全すべて集めると限定グッズがもらえるという月一の企き画かくだ。園を少しでも盛り上げようというアルバイトたちからの発案で始まったのだが、たびたび参加してくれている子供もいる。

　予算が潤じゆん沢たくにあるわけではないけれど、子供たちの笑え顔がおを励はげみに毎回工く夫ふうを凝こらしている。

「お待たせしました」

「おう、じゃあ行くか」

　今日の天気は雲一つない快晴。予報では今週ずっと晴れマークが続いていた。

（ちょっと気をつけたほうがよさそうだな）

　見た目よりは通気性があるとは云え、着ぐるみの中は熱が籠こもる。マメに休きゆう憩けいを取って、水分補給に努めなければ熱ねつ中ちゆう症しようになりかねない。

「パンダさんだー！」

　スタッフと共にゲートの近くに姿を現すと、即そく座ざに子供たちが駆かけ寄ってきた。左右から飛びつかれて、思わずよろけそうになる。

「スタンプ押して！　スタンプ！」

「おれが先だぞ！」

「はいはい、みんな順番にねー」

　スタンプ係のスタッフがその場を整理する。参加者は主に就学前から小学校低学年の子供たちだ。保護者は少し離はなれたところから見守っている。

　スタンプをもらった子供たちは、次のマスコットを探すためにまた駆けて行った。

（子供は元気だなー）

　友達同士で競きそい合いながら走っていく背中に、弟たちの小さい頃ころを思い出す。エネルギーを持て余し、起きている間は一時も目が離せなかった。

「そろそろ場所変えるか？」

「そうですね」

　騒さわぎが一段落したところで、園内を移動し始める。マスコットを探してもらうという趣しゆ旨しのため、定位置にいるわけにはいかない。

「しかし、今日はあっついな。できるだけ日ひ陰かげを移動したほうがよさそうだな。やばそうな気配がしたら早めに云うんだぞ」

「気をつけます」

　実は以前、一度だけ倒たおれたことがある。着ぐるみのバイトを始めたばかりの頃、がんばりすぎて熱中症になってしまったのだ。

（あれって、いつのことだっけ……）

　熱中症で倒れたのだから、多分、去年の夏のことだ。たしか、日差しがやたら厳しくて、スタッフが次々と体調を崩した日だった。

　休んでいるスタッフのぶんもがんばらねばと、張り切ったのがいけなかった。本来の休憩時間も代打で売店に立ち、着ぐるみの仕事もこなした。水分はちゃんと摂とっていたけれど、それでも、暑さには勝てなかった。

　嬉き々きとして追いかけてくる子供たちを無下にはできず、なかなか休憩を取れずにいたら、意識が朦もう朧ろうとしてきた。

　情けないことに、そのまま人前で倒れ込んでしまった。早いうちに他ほかのスタッフに助けを求めればよかったのだが、いまとなっては後の祭りだ。

　気がついたら医務室で寝かされていた。誰だれかが運んでくれたらしいのだが、一也が目を覚ましたときにはすでにおらず、周りにいたスタッフに訊きいても誰だかわからなかった。

　結局、相手に礼は云えていないのが心残りだ。もしかしたら、通りすがりの客の一人だったのかもしれない。

（でも、あのとき誰かがついててくれたんだよな……）

　覚かく醒せいする前、一也を扇あおいだり、水を飲ませてくれた人がいた。気配から男の人だったような気はするのだが、ぼんやりとしていたせいで顔までは覚えていない。

「明石、大だい丈じよう夫ぶか？　意識飛んでるんじゃないだろうな？」

「だ、大丈夫です！」

「ほら、あそこで子供たちが手ぇ振ふってんぞ」

　耳打ちされ、慌あわてて手を振り、コミカルな動作をする。考えごとに気を取られている場合ではない。仕事中は、このキャラクターになりきらなければ。

「パンダさーん！」

　暑さに耐たえつつ愛あい嬌きようを振りまきながら歩いていたら、売店でソフトクリームを売っている笠井の姿が目に入った。

「……ッ」

　気まずさに思わず目を逸そらしてしまう。彼女を目にして最初に感じたのは胸の痛みではなく、罪悪感だった。

　笠井が恋こいする相手は、他でもない加瀬だ。一也が加瀬とつき合っているということは、彼女の邪じや魔まをしているようなものだ。

　加瀬と過ごす時間が楽しくて問題を先送りし続けてしまったが、いつまでもこのままでいいわけがない。

「あの、今日はあっちのほうに行きませんか？」

「そうだな、たまにはコース変えてみるか」

　笠井から逃にげるように行き先を変える。いまは顔を合わせる勇気がなかった。

（逃げてばっかりだ）

　こんなんじゃ、いざというときに大事なことに向き合えない。










　日差しは時間が経たつにつれて、厳しさを増した。気温もぐんぐんと上がり、まさに夏日だ。当然、着ぐるみの中はサウナ状態になっている。

　こまめに日陰で休憩を取ってはいたけれど、一いつ旦たん、着ぐるみを脱ぬいで休みたい。

「明石、そろそろ休憩行くか？」

「そうですね、水分摂らないとやばいかも」

　子供たちに聞こえないよう、こそこそと会話を交かわす。水を飲むにも、人前で頭部を外すわけにはいかない。スタッフルームに戻もどろうとしたところで、誰かに手を摑つかまれた。

「ねえ、パンダさん。ぼくのママ知らない？」

　四、五歳くらいの男の子が訊たずねてきた。マスコットは言葉を発せないことになっているので、一也の代わりに一いつ緒しよにいたスタッフが問いかける。

「ぼく、迷子になっちゃったのか？」

「ちがうよ、ママが迷子になっちゃったんだよ。ぼくのママ、すぐ迷子になっちゃうんだよね」

　男の子が自信満々に云いいきる様子に苦く笑しようする。だが、泣いて話にならないよりはいい。

「そうか。じゃあ、ママを探さなくちゃいけないな。明石、悪い。この子、迷子センターに預けてくるわ。ちょっとここで待っててくれ」

「わかりました」

　スタンプを受け取り、この場で待機することにした。手元はよく見えないが、何とか押せなくもない。

　一人でいるときに、子供に囲まれても困る。人目と日差しを避さけるために、近くの木こ陰かげに移動しようとしたそのとき、池の向こうに目つきの悪いクマが立っているのが目に入った。

（あれ、加瀬だよな？）

　身長とその佇たたずまいで、加瀬が中に入っているときはすぐに見分けがつく。

　入りの時間がずれていたため、更こう衣い室で会うことはなかったけれど、加瀬も今日は夕方までのシフトのはずだ。

「！」

　こちらを振り返った加瀬と目が合った。お互たがい着ぐるみを着ているのだから、目が合ったかなんてわからないのに、何故なぜかそんな気がしたのだ。

「ママ、あそこにクマさんがいるよー」

「あら、ホントね。手を振ってくれてるわよ」

　自意識過か剰じようだろうかと思いかけていたそのとき、クマがこちらに手を振った。一也の近くにいた子供たちが喜んで手を振り返している。

　女の子が母親と行ってしまったあとも、加瀬はこちらに手を振っている。

（俺に手ぇ振ってるんだよな……？）

　一也も迷った末に、小さく手を振った。それだけのことなのに、妙みように緊きん張ちようする。着ぐるみ姿にすらドキドキしているなんて、どうかしているとしか云いようがない。

「ねえねえ、ねえってば」

「……っ」

　下のほうから、誰かに手を引っ張られた。我に返って視線を向けると、四、五歳の男の子が台紙をこちらに差し出していた。

「はんこ押して下さい」

　恥はずかしそうな仕草が微笑ほほえましい。一也は大きく頷うなずいて、台紙を受け取った。そして、苦心しつつも、どうにか綺き麗れいにスタンプを押す。

「パンダさん、ありがとー！」

　礼れい儀ぎ正しく礼を云って去っていく男の子に手を振りながら、池の向こうに再び目を向けたけれど、そのときにはもう加瀬はいなくなっていた。

　ほっとしたような、残念なような、複雑な気持ちになっている自分に気づき、戸と惑まどった。

　最近、加瀬のことを考えたり、姿を見たりするだけで落ち着かない気分になる。平静を保とうとすればするほど、テンションが上下してしまう。

　初めの内は気の合う友人のような距きよ離り感かんでいられたのに、いまは何故か必要以上に意識するようになっていた。

（キスとかしてるのがいけないのかもな……）

　日本の文化では、友達同士のスキンシップでキスはしない。もちろん、それ以上の行こう為いだって普ふ通つうはありえない。

　加瀬とは友達としてつき合っているわけではなく、『仮の恋こい人びと』という関係だ。スタート地点が普通ではなかったせいで、親しくなればなるほど様々な感情が複雑に絡からみ合っていく。

　そして、普ふ段だんは見ないふりをしている後こう悔かいは、抱かかえきれないほど大きくなっていた。

「リセットできたらいいのに……」

　ゲームのようにボタン一つで元に戻せるなら、あの日からやり直したい。やり直したからと云って、友達になれるかどうかはわからないけれど、少なくとも加瀬を一方的に振り回さずにすむはずだ。

（それにしても遅おそいな）

　迷子を連れていったスタッフがいつまで経っても戻ってこない。迷子センターまでの距きよ離りを考えても、ずいぶんと時間がかかっている。

　待っていろと云われた以上、この場を動くことはできない。しかし、このままでは暑さに負けてしまいそうだった。

　どうすべきか判断に迷っていたら、突とつ然ぜん、背中に強い衝しよう撃げきを感じた。

「……っ!?」

　前のめりに倒たおれそうになり、たたらを踏ふむ。

「おっと、危ねーなー」

　笑いを含ふくんだ柄がらの悪い声がした方向に顔を向けたら、高校生くらいのグループがそこにいた。

（な、何だ？）

　一見、普通の子たちに見えるけれど、全員がへらへらと笑っている。見下すような眼まな差ざしに、嫌いやな予感しかしなかった。

「おいおい、何パンダに絡んでんだよ」

「こいつが俺の足にぶつかってきたから、謝ってもらおうと思ってさ」

「ぶつかったって、わざと行ったくせに」

「人聞きわりーな。俺は普通に歩いてただけだっつーの」

　彼らのわざとらしい会話が不ふ愉ゆ快かいだったが、事を荒あら立だてるわけにはいかない。

　着ぐるみの中に入っているときは、声を出さない決まりになっている。謝罪を口にする代わりに、一也は頭を下げた。

「お客様にぶつかっといて黙だまってんなよ。何か云うことがあるんじゃねーの？　口が利きけねえわけじゃねーんだろ？」

「……ッ」

　拳こぶしで頭部を小こ突づかれる。時折、行ぎよう儀ぎの悪い客に当たることはあるけれど、ここまで質たちの悪いのは初めてだ。

「へえ、でかい頭して意外とバランスいいんだな」

　下がった位置にいた一人が笑いながら携けい帯たい電話をこちらに向けている様子が見えた。マスコットを笑いものにして、写真か動画を撮とるつもりなのだろう。

（くそ、仕事中じゃなかったらこんなやつ……！）

　男たちの暴力はエスカレートしていき、小突かれたり蹴けられたり、だんだん乱暴になってきた。こちらが抵てい抗こうできないのをわかっていて、悪ノリしているのが明白だ。

　客相手に反はん撃げきするわけにはいかないが、やられっぱなしでいるわけにもいかない。

　どうにか攻撃を避けようとするけれど、視界が狭せまく、逃にげ切れない。それにさっきから少しぼんやりする。

　しかも、こんなときに限って近くに助けを求められるスタッフもいなかった。慢まん性せい的な人手不足が恨うらめしい。

「おら、とっとと喋しやべってみろよ」

　もう一度強く突つき飛ばされ、後あと退じさるようによろめいた。倒れてしまいそうになった瞬しゆん間かん、一也の体はどっしりとしたものに受け止められた。

（え……？）

　こんなところに壁かべなんてあっただろうかと不思議に思っていると、背後から伸のびてきた腕うでに抱えられ、バランスを崩くずした体勢を整えられた。

「明石、大だい丈じよう夫ぶか？」

「か、加瀬？」

　着ぐるみを着ているため振ふり返ることはできないが、微かすかに聞こえたその声で加瀬だとわかった。助けが来てくれたことに安あん堵どしつつも、何故いまここにいるのかと不思議に思う。

「おい、もう一いつ匹ぴき来たぞ。お前も何か芸してみろよ」

　彼らは加瀬のことまで揶や揄ゆし始める。ぎゃははと下品に笑う声が耳みみ障ざわりだった。拳をキツく握にぎりしめ、爆ばく発はつしてしまいそうな怒いかりを必死に押し殺す。

　加瀬は一也を自分の後ろに押しやると、男たちの前に立ち塞ふさがった。

「────」

「な、何だよ」

　男たちは長身の加瀬に見下ろされ、黙り込んだ。規則があるため、もちろん加瀬も一言も発しない。ただ、黙って立っているだけだ。

「────」

　男たちは加瀬の気き迫はくに押され、一気にテンションを下げたようだった。その表情には怯おびえさえも浮うかんでいる。

　後ろにいる一也ですら、その剣けん吞のんなオーラに圧あつ倒とうされているのだから、面と向かって睨にらまれている彼らは相当びびっているに違ちがいない。　>>>♥

「き、キモいな、こいつ」

「早く行こうぜ」

　立場が悪くなったとわかった彼らは、逃げるように去っていく。トラブルが過ぎ去ったことにほっとし、一也は肩かたの力を抜ぬいた。

「怪け我がはないか？」

　加瀬が顔を近づけて訊きいてくる。一也も周りに聞こえないよう、声を潜ひそめて返した。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ほら、着ぐるみ着てるし」

「医務室に行ったほうがいい」

「マジで平気だって。……でも、ありがとう。助かった」

　礼を云いいながらクマの頭を被かぶった加瀬を見上げた瞬間、奇き妙みような既き視し感かんを覚えた。

（何だ、いまの……？）

　頭の中を探さぐったが、似たようなシチュエーションは記き憶おくにない。きっといまのは、錯さつ覚かくのようなものだったのだろう。この暑さでは、白昼夢を見てもおかしくはない。

「明石、背中に足あし跡あとがついてる」

「え、マジで？」

　背中の衝撃は蹴られたことによるものだったようだ。自分で蹴っておいて、謝罪を求めるなんて気が知れない。彼らはまともな思考回路をしていないのだろう。

「やっぱり、診みてもらわないとダメだ」

　一いつ旦たんは和やわらいでいた加瀬の声が低くなる。乱暴の跡あとに怒りが再発したようだ。一也を強ごう引いんに連れていこうとする加瀬を説得しようと試みる。

「おい、二体も休きゆう憩けい入ったらまずいだろ。俺は一人で大丈夫───あ」

　気がついたら、自分たちの周りに人が集まってきてしまっていた。会話は聞こえていないだろうけれど、マスコット同士で顔を寄せて見つめ合っている姿は、傍はたから見れば不可解だろう。

　この状じよう況きようをどう切り抜けるか頭を悩なやませていたら、迷子を連れていったスタッフがやっと戻もどって来た。人だかりを割って、駆かけ寄ってくる。

「おーい、大丈夫だったか？」

　慌あわてているところを見ると、誰だれかがいまの騒さわぎを知らせてくれたのだろう。

「へンなのに絡からまれたんだって？　すまなかったな、戻るのが遅おくれて」

「いえ、加瀬のお陰かげで助かりました。迷子はどうなりました？」

「迷子センターでお母さんが待ってた。やっぱり、あの子のほうが迷子だったよ。顔を見た途と端たん、涙なみだぐんでた」

「ですよね」

　母親のほうが迷子だと主張していたけれど、それは強がりだったようだ。

「じゃあ、裏に戻るか。一応、トラブルは報告しておかないとならないしな。君も一いつ緒しよに来てくれるか？」

「はい」

　クマ姿の加瀬も神しん妙みように頷うなずく。

「みんなごめんね～。パンダさんたち、ご飯の時間だから、またあとでね」

　皆みな、素す直なおに「はーい」と行儀のいい返事をする。一也も手を振ったり、ハイタッチをしながら子供たちの間を抜けていった。

「今日の上がりは何時だ？」

「えーと、三時かな。そっちは？」

「四時だ。帰りは送っていく。すまないが、一時間待っててもらえるか？」

「別に平気だって。心配しすぎだよ」

「頼たのむから、送らせてくれ」

「……わかった。一時間だけなら待つ。ちょっとでもすぎたら、先に帰るからな」

「ありがとう」

「何でお前が礼を云うんだよ」

　この場合、礼を云わなければならないのは一也のほうだ。甲か斐い甲が斐いしいのも結構だが、お人ひと好よしが過ぎるのではないだろうか。

（……ったく、これだから困るんだよな……）

　加瀬は、一也を大事にする。彼にとって一也が庇ひ護ご対象なのは、女の子扱あつかいをしているわけでも、小さいからでもないらしい。だけど、守られているほうの立場としては複雑だ。

　いまではその厚こう意いを素直に受け取ることができるようにはなったけれど、違い和わ感かんは拭ぬぐいきれない。下に見られているわけではないのだろうが、対等だとも云いきれない。

　スタッフルームに向かっているいまも、加瀬は一也の斜ななめ後ろを歩き、周囲を警けい戒かいして睨みを利きかせている。

「はあ……」

　やっぱり、頼たよりないのかもしれない。

　あんなふうに絡まれて一人で対処できないのだから、放っておけないと思われてもおかしくはない。

（情けねーなー）

　自己嫌けん悪おのため息しか出てこなかった。










「それじゃ、これで失礼します」

「気をつけて帰るようにね」

　ぺこりと頭を下げ、事務室をあとにする。さっきのトラブルの経けい緯いを訊かれていたのだ。今回は近くの警察署に相談し、今後も迷めい惑わく行こう為いが行われるようなら、会社として被ひ害がい届を出すということになった。

　そのための聞き取りをされていたのだが、詳しよう細さいを思い出しながら話していたら、それだけで疲つかれてしまった。

　もちろん、迷惑な客が来ていることは、すぐにスタッフに周知された。

　最近、テーマパークなどで羽目を外して楽しんでいる輩やからがいるという話も耳にする。用心するに越こしたことはない。

（遊園地に来てるんだから、普ふ通つうに遊んで帰ればいいのに）

　人が困る様子を見て楽しむなんて、本当に質たちが悪い。人相手の仕事は楽しいけれど、ああいうやつらだけは許せない。

　最初に蹴けられた背中は何ともなかったものの、その後にしつこく蹴られていた足が内出血していた。大したことはないけれど、念のため湿しつ布ぷは貼はってもらった。

（あいつには知られないようにしないとな……）

　正義感が強く、曲がったことが嫌きらいな加瀬が知ったら、本気で激げき怒どしそうだ。

「これ、どうしよう……」

　足を怪我した一也に、マネージャーがタクシーチケットをくれた。怪我は歩くのに支障が出るようなものではない。固辞しようとしたのだが、上司命令だと云われて、受け取らざるを得なかった。

　まだ学生の一也はタクシーチケットなんて使ったことがない。運転手に渡わたすだけでいいことはわかるが、身分不相応な気がしてならない。

　使わずに電車と徒歩で帰るという選せん択たく肢しもあるけれど、そうするとせっかくの心こころ遣づかいを無下にするようで心苦しい。

（駅前に停とまってたら乗ってみるか……）

　帰るためにロッカーに荷物を取りに行こうとしたところで、加瀬に待っていろと云われたことを思い出した。

「そういや、送ってくっつってたっけ、あいつ」

　加瀬が上がる時間まで、あと三十分ほどだ。園内のカフェテリアあたりで暇ひまを潰つぶしていれば、あっという間だろう。

　ぼんやりと歩いていたら、女子更こう衣い室のドアが勢いよく開き、思わずぶつかりそうになった。

「おわっ」

　ぎりぎりのところで踏ふみ止とどまれたお陰で、ドアは一也の顔面すれすれのところで止まり、ぶつからずにすんだ。危険に晒さらされたせいで心臓はばくばくと高鳴っているが、それだけだ。

「ご、ごめんなさいっ、いま当たりましたか!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、ぎりぎりセーフだったから───あっ」

「明石くん……」

　ドアの向こうから顔を出したのは、笠井だった。一いつ瞬しゆん、微び妙みような空気が流れたけれど、笠井は前と同じように笑え顔がおを向けてくれる。

「お疲れさま。さっき大変だったんだってね。大丈夫だった？」

「あ、うん、大丈夫。周りがよく見えないから、慌てちゃってさ」

　あの日から、まともに言葉を交かわしていなかったけれど、普通に対応することができた。むしろ、予想していたよりも動どう揺ようしていないことにほっとした。

「そういうお客さんには困っちゃうよね。どうして、わざわざ遊園地に来て嫌いやなことするんだろう」

「ああいうふうにしか威い張ばれないんだろ。俺にもちっとも理解できないけどな」

「出入り禁止とかにできればいいのにね」

「本当だよな」

　今日のようなことが繰くり返されれば、そういった措そ置ちもとられるかもしれないが、いまの段階ではまだ難しいだろう。

（でも、よかった。笠井と普通に話せて）

　もちろん、多少の気まずさはあるけれど、居たたまれないというほどではない。こうして話ができることは嬉うれしいし、やはり笠井とは話しやすい。

　だけど、必要以上にドキドキしたり、胸が苦しくなったりはしなかった。

　いま思えば、彼女に対して抱いだいていた気持ちは恋こい心ごころではなかった気がする。恋に焦こがれていたせいで、友情を取り違ちがえていたのだ。『もしかしたら、自分を意識してくれているのでは』という期待から、そわそわとしてしまったのだろう。

（勘かん違ちがいで傍はた迷めい惑わくなやつだよな、俺って……）

　勝手な思い込みで一人でその気になるなんて、図ずう々ずうしいにもほどがある。

　笠井が再び笑顔を向けてくれるようになって、本当によかった。いまなら、心から『友達でいたい』と云いった彼女の言葉に同意できる。

「私もずいぶん前に質の悪いお客さんにつきまとわれて大変だったなぁ」

「えっ、大丈夫だったのか!?」

「実はね、そのときに加瀬くんが助けてくれたんだ」

「そ、そうなんだ」

　急に出てきた名前に、ぎくりとした。ほんのりと染まった頰ほおに、彼女の想おもい人が誰だれなのか思い出す。そして、考えないようにしていた罪悪感が胸に広がる。

「加瀬くん、急にお洒落しやれになったよね。先週、びっくりしちゃった」

「────」

「前よりよく笑うようになったし……もしかして、彼女でもできたのかなあ。明石くん、何か知ってる？」

「いや、俺は……」

　笠井に告げるべき言葉が見つからない。

「あっ、ごめんね、へンなこと訊きいて！　無神経だったよね、ごめんなさい」

「いいんだ。ホントに気にしてないから」

　一也が口くち籠ごもったのは、失しつ恋れんを引き摺ずっているからだと誤解したようだ。

（無神経なのは俺のほうだ）

　加瀬が笠井の好きな相手だとわかっていて、恋こい人びと役をやらせているのだから。

　自分たちのことを知ったら、笠井はショックを受けるだろう。

　理由を説明したって理解してもらえるとは思えないし、第一に自分だっていまのままではまずいことくらい自覚している。失恋の八つ当たりから加瀬を振ふり回すことになったけれど、いつまでも一也につき合わせているわけにはいかない。

「私、休きゆう憩けい時間終わるからもう行くね。じゃあ、お疲れさま！」

「ああ、うん、がんばって」

　笠井はばたばたと仕事に戻もどっていった。その様子を笑顔で見送った一也は、笠井の姿が見えなくなったあと、肩かたを落とした。

（最悪だ）

　楽なほうへと流されていたせいで、友達を裏切るような結果になってしまった。

　少しでも早く、関係を正すべきだった。後こう悔かいばかりしているだけで、行動を起こさなかったのは、加瀬と過ごす時間を終わらせたくなかったからだ。

　だが、いつまでも彼を自分の都合で縛しばり続けるわけにはいかない。一也に対して優やさしくしてくれるのは、本当ならなかったはずの『責任』を取るためだ。

　いつまでも加瀬を振り回していてはダメだ。見み栄えや些さ細さいなプライドから、真実を告げる勇気が持てずにいたけれど、いい加減けじめをつけなければならない。

「───終わりにしないとな」

　自らの呟つぶやきが、胸に重く響ひびく。逃にげ出してしまいたい気持ちをどうにか堪こらえ、決意を固めたのだった。










「……遅おそい」

　今日こそ、片をつけなければ。そう自分に云い聞かせながら、加瀬が来るのを園内のカフェテリアで待っていた。

　少し前に裏に戻ってきたというメールをもらったけれど、それから二十分は経たっている。仕し度たくに時間がかかるタイプではないはずだが、何かあったのだろうか。

「あれ？」

　池を横切る橋の上にクマの姿を見つけ、ドキリとする。まだ終わってなかったのかと一瞬思いかけたけれど、その動きや大きさから、中に入っているのは加瀬ではないとわかった。

　つまり、とっくに交代はすんでいるということだ。

（さっきのことでも訊かれてんのかな）

　一也と同じように、トラブルに関しての聞き取りをされているのかもしれない。様子を見に行こうと、一也は空になった紙コップをゴミ箱に投げ入れ、席を立った。

　スタッフ用の通用口を通り、自分たちが使っているマスコット用の更衣室へと向かう。

（ドアが開いてる？）

　更衣室のドアはきっちりと閉めるようにと、きつく云い渡わたされている。室内に張り紙がしてあるほどだ。加瀬が出入りしたのなら、中ちゆう途と半はん端ぱに開いているわけがない。

　ここにはいないのだろうと思い、ドアを閉めておこうと手を伸のばしたそのとき、中から話し声が聞こえてきた。

「その話とは今日でないとダメか？」

「う、うん、すぐだから五分だけ時間もらえないかな？」

「わかった」

　声の主が加瀬と笠井だとわかり、一也は咄とつ嗟さに物もの陰かげに姿を隠かくしてしまった。

　彼女が何をしようとしているのか、訊かなくてもわかる。立ち聞きはよくないとわかっていても、この場から足が動かなかった。

　中の二人に気づかれないよう、息を詰つめる。

「えっと、いきなりこういうこと云われても困るかもしれないけど、その……」

　笠井の声こわ音ねからは緊きん張ちようが伝わってくる。聞いている一也にまで、その緊張が伝でん染せんしてきた。

「────」

「ずっと云えなかったけど、ある人を見習って私も勇気を出そうって思って───あの、私、加瀬くんのことが好きなの。よかったら、私とつき合って下さい！」

　笠井は震ふるえる声で云いきった。一也も息を詰めて、加瀬の返事を待つ。

「───すまない。君とはつき合えない」

「こ、こんなこと急に云われても困るよね。えっと、友達からでもダメかな……？　返事はすぐじゃなくていいから」

「友達になることはできるかもしれない。だけど、君とつき合うことはできない」

　加瀬はきっぱりとそう云いきった。

（何でダメなんだよ！）

　一也には加瀬の返事が理解できなかった。八つ当たりでつき合えと云った一也の要求は、あっさりと了りよう承しようしたくせに、笠井のことは悩なやみもせずに断るのかと驚おどろいた。

「そっか……。理由を訊いてもいい？」

　その問いには諦あきらめが混じっていた。

「好きな人がいるんだ」

　加瀬の口から出てきた意外な言葉に、一也は瞠どう目もくした。

（加瀬に好きな人……？）

　そんなこと、初めて聞いた。心臓の高鳴りは治まらないのに、血の気が引いていく。逆に笠井の声は落ち着きを取り戻しているようだった。

「……じゃあ、しょうがないね」

「すまない」

「謝らないで、加瀬くんは悪くないんだから。───ねえ、好きな人ってどんな人？」

「すごくいいやつだ。俺はそいつにずっと憧あこがれてる」

「……ッ」

　驚きの声を上げそうになり、一也は咄嗟に自分の口を両手で塞ふさいだ。

　そこまで好きな人がいるのに、どうして一也とつき合うことにしたのか。浮うかんだ疑問に、一也は思わず自じ嘲ちよう的に笑う。

（……俺が責任取れなんて云いったからだよな）

　真ま面じ目めで責任感の強い加瀬は、一也の言葉を無視することができなかったのだろう。

「加瀬くんにそんなふうに云ってもらえて、その人は幸せだね」

「そうだといいんだけどな」

「ごめんね、忙いそがしいときに引き止めちゃって。これからは友達でよろしくってことでいいかな？」

「ああ、もちろん」

　笠井の言葉には、強がりも混じっていただろう。更こう衣い室を出てきた彼女の目には光るものが見えた。一也は見つからないよう、柱の陰かげで体を竦すくめる。

　ただの友達なら、何食わぬ顔で慰なぐさめることもできたかもしれない。けれど、いまの自分の立場は複雑すぎて、かける言葉さえ思いつかなかった。

　それ以前に、一也にはすべきことがある。自分の始末は自分でしなくてはならない。

（いましかないよな）

　ちょっとでも後回しにしたら、またたくさん云い訳をしながら逃げてしまうだろう。そうならないためにも、いま片をつけるべきだ。

　自分を奮い立たせ、更衣室に足を踏ふみ入れる。

「加瀬」

「明石？　すまない、待たせてしまって。すぐ仕度をするからもう少しだけ待っててくれ」

　一也が迎むかえに来たと思ったのだろう。慌あわてて帰り仕度をしようとする加瀬を制止する。

　ここなら、話をするのにちょうどいい。いまなら誰だれも来ないだろうし、何より、全すべてが始まった場所だ。

「別に急がなくていいって。……お前と話をしに来たんだ」

「話？」

　緊張で手の平が汗あせばみ、冷たくなっている。あまり深刻な空気にしたくなくて、無む理り矢や理り笑え顔がおを浮かべてみたけれど、口元が引き攣つってしまった。

「ずっと云おうと思ってたんだ。一いつ緒しよにいるのが楽しくてついつい先延ばしにしちゃってたけど、ケジメはちゃんとつけないとな」

「何なんだ、ケジメって」

　加瀬は怪け訝げんな顔を向けてくる。やはり、はっきりと云わなければ伝わりそうもない。

「だからさ、もう茶番はやめようぜ」

「どういう意味だ？」

「俺との『おつき合い』は終わりにしようって云ってるんだよ」

　その瞬しゆん間かん、加瀬の顔から表情がなくなった。まるで、一瞬にして色がなくなったかのような変わりようだった。

「俺と別れたいってことか？」

「別れるも何も、初めから茶番だったろうが。俺とつき合う必要なんて初めからなかったことくらい、お前だってわかってただろ？」

「────」

　沈ちん黙もくは肯こう定ていしたも同じだ。加瀬もわかっていて、一也につき合ってくれていたのだろう。

（やっぱりな）

　加瀬は鈍にぶいところもあるけれど、バカではない。黙だまって、一也の八つ当たりを全て受け止めてくれていたのだろう。

「全然関係ないのに、責任取れなんて云って悪かったな。好きだった子にお前のことが好きだからって振ふられて、八つ当たりしたんだよ」

「そうだったのか」

　あまり驚いた様子がないところを見ると、このことにも薄うす々うす気づいていたのかもしれない。

「お前だって、いい加減うんざりだっただろ？　お前にムカついてたから、振り回してやっただけだよ。まあ、加瀬のお陰で気は紛まぎれたけど。そのことに関しては感謝してる。ありがとな」

　わざとぶっきらぼうに告げる。

「明石……」

「実はさ、さっき聞いちゃったんだ。立ち聞きするつもりはなかったんだけど……って、結果的には立ち聞きだよな。お前、好きな人がいるんだろ？　だったら、その人のところに行けよ。お前なら絶対上手うまくいく。俺が保証してやる」

　こんなにいいやつを好きにならないわけがない。とっつきにくいところはあるけれど、中身を知れば誰だって惹ひかれるはずだ。

「何を云ってるんだ？　云っている言葉の意味がわからない」

「だから、俺に無理してつき合ってくれなくてもいいって云ってんだよ。加瀬には責任も義務もないんだから」

「俺は義務だと思っていたわけじゃない。自分の意志で行動していただけだ」

「もういいって。そうやって同情されてると、自分が情けなくなってくる」

　加瀬の中に哀あわれみの気持ちはなく、本当に優やさしさからの行動だったのかもしれない。だとしても、お互たがいにとって、いまの関係は非建設的でしかない。

「明石の云いたいことはわかった。でも、明石の気持ちはわからない。お前はもう俺と一緒にはいたくないと思ってるということか？」

「……ッ、それは───」

　想定外の切り返しに、一也は声を詰つまらせた。まっすぐ見つめてくる眼まな差ざしを見返すことができず、目を逸そらす。

「と、とにかく！　俺のことはもういいってこと！　じゃあ、俺一人で帰るから」

「明石!?」

　加瀬をその場に残し、走り去った。結局、最後は逃にげることになってしまった。

　追いつかれないように遮しや二に無む二に手足を動かし、必死に走った。息も上手く吸えず、いつものように走れなかったけれど、どうにか駅前に辿たどりついた。

　すれ違ちがった人たちから訝いぶかしげな目を向けられたけれど、いまはそんなことどうでもいい。

「……痛っ」

　心臓が痛い。張り裂さけてしまうのではないかというくらいの痛みだった。ぜいぜいと肩かたを上下させながら、胸を押さえる。

（何だ、これ）

　尖とがったもので突つき刺さされたような鋭するどい痛み。それは、息もできないほどのものだった。

（これじゃまるで失しつ恋れんしたみたいじゃないか）

　笠井に振られたときとは、比べものにならない苦しさだった。

「失恋……？」

　そう口にした途と端たん、ぽたりと乾かわいたアスファルトに雫しずくが落ちた。

　今日は雨の予報ではなかったのにと思いかけ、その水すい滴てきが空から降ってきたものではないと気がついた。

「何だ、これ」

　何気なく触ふれた頰ほおが濡ぬれている。次から次へと、涙なみだが込み上げてくる。何度拭ぬぐっても、きりがない。

　どうやら、一也は自分でも知らぬうちに、恋こいに落ちていたようだ。終わりを告げて初めて加瀬に惹かれていたことに気づいてしまった。

（違う、そうじゃない）

　気づいたのではなく、気づかないようにしていた感情をやっと認めただけだ。

　加瀬の顔が見られなかったのは罪悪感のせいだけじゃない。目が合ってしまったら、自分の気持ちがバレてしまいそうで怖こわかったからだ。

　失恋して一月も経たたずに心変わりするなんて軽けい薄はくすぎると云われるかもしれない。実際、そのとおりだと自分でも思う。

　だけど、加瀬を好きだという気持ちは本物だ。そうでなかったら、こんなに胸が苦しくなるはずがない。

　むしろ、彼女への気持ちは恋ではなかったのだろう。

　彼女と過ごす時間は楽しかったけれど、こんなに胸が切なくなることはなかった。多分きっと、恋に恋こい焦こがれていただけだったのだ。

「俺、バカだなー」

　恋に恋していたからと云いって、加瀬に恋してしまうなんて想定外だった。

　でも、言葉を交かわす前から意識していたのは、そういった意味で気になっていた部分もあったのかもしれない。

　羨うらやましく思うくらい理想の相手に優しくされて、好きにならないわけがない。

（また失恋しちゃったな）

　どうにか涙を抑おさえ、Ｔシャツの裾すそで顔を拭う。笑って暗い気持ちを吹ふき飛ばそうとしたけれど、上手くいかなかった。
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　今日は、朝から本格的に体調が悪かった。昨日、徹てつ夜やでレポートを仕上げたのがよくなかったのかもしれない。

　提出期限が迫せまっていたわけではないのだが、眠ねむれない夜をベッドの上でまんじりともせずに過ごすことができなかったのだ。

　気を抜ぬくと、加瀬のことばかり考えてしまう。加瀬からは何通もメールが来ている。いつもは用件のみの短文しか送ってこないくせに、一也を気き遣づかう言葉をたくさん書き連ねてあった。

　それを読むのも辛つらくて、いまは着信音を切ってある。

　傍はたから見れば、一方的に振り回し、用がなくなったからと云って捨てたようなものだ。もっと違う云い方があったはずだと後こう悔かいしている。でも、あのときは他ほかに言葉が浮うかばなかった。

　もう取り返しなどつかないとわかっているのに、『もしも』ばかりを考えてしまう。だから、違うことをしようと机に向かったというわけだ。

　何かしていれば、気が紛れる。そうしているうちに空が白み始め、夜が明けてしまった。明け方になりようやく眠ねむ気けが襲おそってきたため、数時間の仮か眠みんを取ったのだが、目を覚ましたときには体調を崩くずしてしまっていた。

（我ながらアホすぎる……）

　自じ業ごう自得という言葉が、これほどまでにしっくり来ることもないだろう。

　それでも、日中は薬を飲んで一日を凌しのいだのだが、帰宅したところで力ちから尽つきてしまったというわけだ。頭痛はだいぶ治まってきたけれど、いまは頭がぼーっとしている。

　講義もあまり集中できなかった。あとで同じ講義を取っていたやつに、ノートを見せてもらったほうがいいかもしれない。

「ダメだ、目が回る……」

　ベッドに倒たおれ込んだにも拘かかわらず、目眩めまいはちっとも治まらない。こんなに体が参るのは、本当に久々のことだ。

　いつもは週に一度、バイトを入れない日を作っているのだが、居酒屋の店長に懇こん願がんされ、このところ毎日シフトが入っていた。体が疲ひ弊へいしていたのは、そのせいもあるだろう。そうでなければ、一晩の徹夜程度でこんなになるわけがない。

　もちろん、今日も夕方から入っている。それまでに少しでも回復しているといいのだが。

　一也はのろのろとした動作で救急箱の中から電子体温計を取り出し、脇わきに挟はさみつつ、水を汲くんで一気に飲み干した。

「げ、三十八!?」

　ピピッと鳴った体温計を取り出して数字を読んで、ぎょっとする。思った以上に具合が悪くなっていることを自覚し、意識が遠とお退のきかけた。

「……ダメだ、今日は寝ねてよう」

　この体調でアルバイトに行っても迷めい惑わくをかけるだけだ。仕事中に倒れでもしたら厄やつ介かいだし、もしもウイルス性のものだったら、周りに伝染してしまうかもしれない。

　帰り際ぎわに買ってきた栄養ドリンクと総合感かん冒ぼう薬、そして、サンプルでもらったビタミン剤ざいを飲み、さっき放ほうり投げたカバンに手を伸のばした。

　休みの連れん絡らくをするため、取り出した携けい帯たい電話で登録してあるアルバイト先の番号にかける。長い呼び出し音のあと、フロアマネージャーが電話に出た。

『はい、酒処角かど屋やです』

「明石ですけど、いま大だい丈じよう夫ぶですか？」

『え、明石くん!?　すごい声だけど大丈夫？』

　一也が名乗ると、フロアマネージャーは驚おどろきの声を上げた。実際、自分でも自分の声とは思えない酷ひどさだ。

「すみません、あんまり大丈夫じゃなさそうでして……。多分、風邪かぜだと思うんですけど、熱があるんで今日は休ませてもらっていいですか？」

『当たり前じゃない！　そんな体調で無理してどうするの』

「今日のフロア、人足りてます？　代理のやつ探したほうがいいですか？」

　面接を受けに来た二人が採用になったと日夏から聞いているが、最初から戦力になるわけではない。仕事を覚えるまでは半人前だ。

『そんなこと考えなくていいから、ゆっくり休みなさい。こっちは私で何とかするから、全快するまで出てこないでいいからね。それで病院は行ったの？』

「いえ、そこまでのことじゃないかなと思って。薬飲んで寝てれば治ると思うんで」

『でも、明石くん一人暮らしでしょう？　本当に平気？』

「やばそうだったら、タクシー呼んで診みてもらいに行ってきますよ」

『あんまり酷いようなら、連絡してね』

「ありがとうございます。やばかったら甘えさせてもらいますね。薬が効いてきたみたいなんで、横になります」

『そうね、いつまでも電話なんかしてる場合じゃないわね。それじゃあ、お大事にね』

　電話を切り、ベッドにまた潜もぐり込む。静かな自室で横になっていたら、段々と不安が込み上げてきた。電話では大丈夫だと云い張ったけれど、半分は強がりだった。

　ただの風邪だとわかっているけれど、病気のときは心細いものだ。このまま起き上がれなくなってしまうのではないかという根こん拠きよのない不安に襲われる。

（大おお袈げ裟さだな、俺も）

　こういうとき、実家だったら家族の誰だれかがついていてくれた。弟たちが代わる代わる様子を見に来て、目を覚ますと母親を呼びに行ってくれた。

　風邪のときの定番はお粥かゆに梅干し。普ふ段だんはあまり好きではないそのメニューが、いまは懐なつかしく思えるから不思議だ。

　一人暮らしを始めて一年以上経たったけれど、たまに無む性しように寂さびしくなる。

　バイトを詰つめ込んでしまうのは、無意識にその寂しさを紛まぎらわせようとしているためもあるのだろう。人の中にいれば、孤こ独どくを感じなくてすむ。

（会いたいな……）

　目を閉じると、加瀬の顔が浮かぶ。もう彼に甘える資格は、一也にはない。自分から終わりを告げたくせに、未練がましいにもほどがある。

「あいつには好きな子がいるんだからな」

　言葉にして、自分に云い聞かせる。彼は一也が独どく占せんしていい男じゃない。彼自身の幸せのために時間を使うべきだ。

　加瀬のことばかり考えていたら、涙なみだが滲にじんできた。涙るい腺せんの弱い自分が恨うらめしい。一也は無む理り矢や理り思考を断たち切り、布ふ団とんを頭から被かぶった。










　火ほ照てった額にひやりとしたものが触ふれ、俄にわかに意識が浮かび上がってくる。

（冷たくて気持ちいい）

　髪かみを指で梳すかれる感かん触しよくも心地ここちいい。夢にしてはやけにリアルな感触だ。これがあいつの指だったらいいのに。現実でもう会えないのなら、せめて夢の中で会いたい。

　夢なら、本当のことも云いえる。多少の我が儘ままを云ったって、許されるはずだ。うっすらと目を開けると、願ったとおりの相手がそこにいた。

「……加瀬……」

　名前を呼ぶと、ぎゅっと手を握にぎられた。その力強さに、一人ではないのだと安あん堵どする。

　やっぱり、これは夢だ。そうでなかったら、加瀬が手を握ってくれるはずがない。

「大丈夫か？」

「へーきへーき」

　顔を覗のぞき込んでくる加瀬に、力なく返す。呂ろ律れつが回らないのは、まだ頭の中がぼんやりとしているからだろう。

「まだ熱いな。水分を摂とったほうがいい」

　首の後ろを支えられ、頭を起こされる。口元に当てられたストローを咥くわえて吸うと、スポーツドリンクの味がした。

「……？」

　また、脳のう裏りに既き視し感かんが過よぎる。前にもこんなことがあった気がする。夢の中で、そのときの追体験をしているのだろうか。

　夏のあの日、着ぐるみの中で蒸むされて倒れた一也を運んでくれたその人は、着ぐるみを脱ぬがせ、扇あおいでくれたり、水を飲ませてくれたりと、傍そばについて世話を焼いてくれた。

（でも、何で加瀬がいるんだ？）

　多分、これは熱ねつ中ちゆう症しようで倒れたときの記き憶おくだ。追体験だとしたら、加瀬がいるのはおかしい。他ほかの記憶と入り混じっているのだろうか。

「もっと飲むか？」

　喉のどが渇かわいていたようで、ペットボトルはあっという間に空になった。

「もういい」

　一也がそう云うと、頭をそっと枕まくらに下ろしてくれる。何から何まで世話を焼いてもらうのは心地いい。まるで、その人の特別な相手になれたような気がして。

（ああ、そうか……）

　あのときは誰だったのかはわからなかったし、他の人に訊きいても特定できなかったけれど、いまなら加瀬だったのだとわかる。

「何だよ……早く云えよな……」

　意識が朦もう朧ろうとしていた一也はともかく、加瀬は助けた相手が一也だとわかっていたはずだ。一月も一いつ緒しよにいたのだから、教えてくれてもいいのにと拗すねたくなる。

「何のことだ？」

「俺が前に倒たおれたとき、運んでくれたのお前だったんだろ？」

「思い出したのか？」

「いま気づいたんだ。どうしてもっと早く───あれ？」

　ふと、やりとりに違い和わ感かんを覚える。夢にしては、やけにリアルだ。

「加瀬？」

「何だ？」

「何でお前がウチにいるんだ!?」

　目を擦こすり、何度も瞬しばたたいてみたけれど、目の前の光景に変化はない。古典的な方法だが、手の甲こうを抓つねって痛覚も確かめてみた。

　これは夢じゃない。

「驚くのが遅おそくないか？」

「現実だとは思わなかったんだよ！　どうやって、部屋に入ったんだ!?」

「バイト先に行ったら、明石が熱出して休んでるって聞いて飛んできた。鍵かぎが開いてたから、勝手に入らせてもらった。相変わらずの不用心さだが、今日は助かった」

「────」

　つまり、一也を心配して、わざわざ様子を見に来てくれたらしい。

（この間、すげー酷ひどいこと云ったのに……）

　愛あい想そを尽つかされるようにと、敢あえて酷い言葉を吐はいた。けれど、そんな一也の身を案じた上、看病までしてくれる加瀬のお人ひと好よしさに泣けてくる。

　額を指で突つつくと、ぷにぷにとした感触があった。どうやら、冷れい却きやくシートのようだ。一也の部屋にはなかったものだから、加瀬が持ってきたのだろう。

　自分は加瀬に優やさしくしてもらえる資格がある人間じゃない。人を羨うらやんで、八つ当たりするような器うつわの小さい男だ。

「薬はいつ飲んだ？　ヨーグルトとアイスを買ってきてみたが、何か食べられそうか？　ゼリーとプリンもある」

　加瀬は甲か斐い甲が斐いしく世話を焼こうとする。

「いらない」

「甘いものがダメなら、お粥はどうだ？」

「いらないって云ってるだろ！」

　子供のように癇かん癪しやくを起こしてしまう自分が嫌いやだ。加瀬の前だと感情のコントロールができなくなる。

（こんな態度を取りたいわけじゃないのに）

　自己嫌けん悪おに陥おちいる一也に、加瀬は冷えたゼリー飲料を差し出した。

「じゃあ、これだけでも飲んどけ」

「…………」

　これ以上頑かたくなに拒こばむのも大人げない気がして、のそりと体を起こして素す直なおに受け取った。加瀬は自分に甘すぎる。普ふ通つうならば、とっくに愛想を尽かされてもおかしくはないだろう。

　蓋ふたを開けようとして視線を落としたそのとき、今度は自分の格好に違和感を覚えた。

「俺、何でパジャマ着てるんだ？」

　記憶が正しいなら、普ふ段だん着ぎのままベッドに倒れ込んだはずだ。帰ってきてから、着き替がえた覚えは一いつ切さいない。

「熱で汗あせをかいてたようだったから、体を拭ふいて、着替えさせた」

「お前が!?」

「他に誰だれがいる」

「ぱ、パンツは脱がせてないよな!?」

「交こう換かんした。何か不都合でもあったか？」

「都合の問題じゃねえ！」

　声を荒あららげたせいで、またくらりとした。意識がない間、無防備な体を好きな相手に晒さらしていたのかと思うと死にたくなる。

（もうやだ）

　これ以上、みっともない姿は晒したくない。二度と会わないにしたって、間ま抜ぬけなところは覚えていて欲しくない。

「……帰れ。もう俺の面めん倒どうは見なくていいから」

　寝ね返がえりを打ち、背中を向ける。加瀬の顔を見ていたら、甘えてしまいそうだったから。

「了りよう承しようを取らずにすまなかった。どうしたら、許してくれる？」

「怒おこってるわけじゃない」

　ただ、自分が情けないだけだ。理想の自分に一足飛びになれるなんて思っていないけれど、加瀬といると至らなさばかりが際きわ立だってしまう。

「病人が強がりを云うな。不満はあるだろうが、頼たのむからいまは大人しく看病されてくれ」

　駄だ々だっ子に云い聞かせるような口調で諭さとされ、押し黙だまった。

　加瀬に優しくされると、無む性しように泣きたくなってくる。

（俺に甘える権利なんてないのに）

　友達でいる資格さえないのに、加瀬はお人好しすぎる。

「大だい丈じよう夫ぶか？　気分が悪いのか？」

　目に涙なみだをにじませた一也を加瀬は心配してくれる。まるで、それを期待していたみたいでみっともない。

「何でもない」

「何でもないって顔じゃないけどな。まあいい。とにかく、いまは寝ねろ。具合が悪いときに頭を使うな」

「むぐっ」

　布ふ団とんを引き上げられ、無む理り矢や理り黙らされる。こんな状態では分が悪い。

「ゆっくり休め。まずは体を治すことが先だろ」

「…………」

　正論を云いわれ、渋しぶ々しぶと頷うなずいた。加瀬はいい子だと云わんばかりに、その大きな手で一也の頭を撫なでてくる。

　子供扱あつかいをされているようで釈しやく然ぜんとしない気持ちはあったけれど、加瀬からしたら駄々を捏こねている子供と同じようなものだ。

「おやすみ」

「……っ」

　加瀬はこめかみにキスを落とし、目元を手で覆おおった。まるで恋こい人びとにするかのような仕草が気き恥はずかしく、切なかった。　>>>♥

（やっぱり、好きだ）

　好きで好きで、どうしようもない。抑おさえようとしても、加瀬への想おもいが次から次へと溢あふれてくる。人を好きになるというのは、こういうことなのかと思い知った。

　云えるものなら、云ってしまいたい。でも、この気持ちを伝えたら、加瀬を困らせてしまうのは明白だ。

　頭を撫でられているうちに睡すい魔まが押し寄せてくる。やがて、一也は再び深い眠ねむりへと落ちていった。
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　ぱちり、と目が開いた。

　視界には見慣れた天てん井じようが広がっている。カーテンから差し込む光の角度で、いまが朝だということがわかった。

　一晩ぐっすり眠ったお陰かげか、一也の体調はすっかり回復していた。

「加瀬……？」

　体を起こした弾はずみで、生なま温ぬるくなり、粘ねん着ちやく力の落ちた冷れい却きやくシートがぽとりと落ちた。一也の呼びかけに返事はなく、室内に人の気配もない。

「───いない、か……」

　加瀬がここにいたのは夢ではない。その証しよう拠こに、水や冷却シートの残りが枕まくら元もとに置いてある。

　また、礼を云えなかった。正義のヒーローじゃあるまいし、世話を焼くだけ焼いて、何も云わずにいなくならないでもらいたい。

（……謝らないと）

　加瀬に告げなくてはならないのは、礼だけではない。恋人ごっこにピリオドは打ったけれど、もう一度きちんと謝るべきだ。

　何から云えばいいか、頭の中は全然整理できていないけれど、とにかく追いかけなければ『ごめん』と告げることもできない。

　ベッドを抜ぬけ出した一也は急いで顔を洗い、普段着に着替える。本当はこんな汗臭くさい状態で会いに行きたくはなかったけれど、いまは悠ゆう長ちようにしている暇ひまはない。

　上着と携けい帯たい電話を握にぎりしめてスニーカーに足を突つっ込んだとき、大きな問題に気がついた。

　加瀬に謝りに行くにも、住所がわからない。知っているのは二つ隣となりの駅が最も寄よりだということだけだ。

「俺、あいつの家も知らないんだ……」

　この一ヶ月、毎日顔を合わせていたけれど、個人的なことはあまり知らない。メールアドレスは知っていても、必要性を感じなかったため電話番号は交換していない。一也は、自分の知っている情報の少なさに愕がく然ぜんとした。

　偽いつわりの恋人だったとしても、お粗そ末まつすぎる。どうして、もっと相手のことを知ろうとしなかったのだろう。

　後こう悔かいにじわりと込み上げてきた涙をぐっとこらえようとした瞬しゆん間かん、玄げん関かんのドアが開いた。

「へ？」

　上がり框がまちに立ち尽つくしていた一也は、戻もどってきた加瀬を啞あ然ぜんと見つめる。

「明石、もう起きても平気なのか？」

「え？　な、何で？　帰ったんじゃなかったのか？」

　ごしごしと目ま蓋ぶたを擦こすり、幻まぼろしでないことを確かく認にんする。泣いたり、擦ったりしているせいで、すっかり腫はれぼったくなってしまっている。

「冷蔵庫に何も入ってなかったからコンビニに行ってたんだ。これからどこか行くつもりだったのか？」

「いや、俺はお前ん家ちに行こうとして……」

「俺の家？　どうして」

「謝りに行こうと思ったんだよ！」

「何を謝るんだ？」

　本気で怪け訝げんな顔をしている加瀬に、思わず声が大きくなった。

「だから、いままでのこと全部だよ！　難なん癖くせつけて振ふり回したり、酷ひどいこと云ったりしただろ!?」

　謝るほうがキレては話にならない。声を荒あららげてしまってから、我に返って落ち込む。

（どうして俺はこうなんだ……）

　子供っぽい癇かん癪しやくを起こしてしまう自分が情けない。本当はもっと大人になりたいのに。肩かたを落とす一也に、加瀬は訝いぶかしげな顔をした。

「お前は俺が同情でつき合ってると思ってたのか？」

「じゃなかったら何なんだよ？　俺が振られたことに対しての責任感からか？」

「俺に好きでもない奴やつとつき合うような器用な真似まねはできるわけないだろう」

「だったら、何で───」

「好きだからだ」

「は？　そんなわけ……」

　耳を疑うような単語に、

「何度も云っただろう。お前が好きだと」

「でも、それは惚ほれたとかそういう好きとは違ちがうだろ？」

「誰だれが違うなんて云った？　俺はお前に惚れてる。友情や同情で欲よく情じようするか？」

「しない、と思う……」

　愕然とした顔をしていると、

（つまり、初めから好きだったってこと……？）

　加瀬の告白は、衝しよう撃げき的すぎた。いままでの一也の悩なやみが、前提から覆くつがえされたことになる。

「何をいまさら驚おどろいてるんだ？」

「驚くだろ普ふ通つう！　ていうか、そういう好きだなんて思ってなかったから……」

　どれもこれも、恋れん愛あい感情としての『好き』だったのかと思ったら、いまさら恥はずかしくなってきた。ろくに気に留めずに聞き流していたけれど、あれらの言葉に意味があったのなら、かなり熱ねつ烈れつだ。

「す、好きっていつからだよ!?」

「はっきりと自覚したのはあの日だ」

「あの日？」

「明石が失しつ恋れんして、泣いてた日」

「なっ……」

　開いた口が塞ふさがらない一也に、加瀬は淡たん々たんと自らの気持ちを告げる。

「その前から、ずっと気になってた。雰ふん囲い気きとか人ひと柄がらとか、そういうものに惹ひかれてたんだろうな。明石は俺のことなんて眼中になかっただろうけど。だから、明石に責任を取れと云いわれて嬉うれしかった」

「う、嬉しい…？」

「明石が俺を何とも思っていなくても、つき合っていたら少しは好きになってくれるかもしれないだろう？　もちろん、下心だってあったしな」

　ドキリとする単語が混じっていた。一也は恐おそる恐る確認する。

「じゃあ、ラブホに入ったのは……」

「据すえ膳ぜんを食わないなんて男じゃない」

「────」

　加瀬にとって一也の八つ当たりは都合のいいものだったということらしい。

（物好きすぎるだろ……）

　もし、以前から好きだったとしても、あんなふうに理り不ふ尽じんに当たられて気持ちが冷めないなんて、物好きとしか云いようがない。

　呆ぼう然ぜんとしている一也に加瀬は改まって告白してくる。

「改めて云わせてくれ。明石が好きだ。明石が嫌いやじゃなければ、俺とつき合ってくれ」

　一也の頭の中は真っ白だった。想定外の展開に、思考回路がついていかない。容量オーバーでパンクしかけていた。

「こんなこと、病やみ上がりに云われても困るよな。俺はもう帰るから、返事は今度聞かせてくれ」

　返事ができずにいたら、加瀬はその場で踵きびすを返した。出ていこうとする加瀬の服の裾すそを、反射的に摑つかんでしまう。

「いや、あの、違うんだ」

「何がどう違うんだ？」

「えっと、困ってないし、嫌でもない。……あと、帰らないで欲しい」

「いてもいいのか？」

　真っ赤になって、こくりと頷うなずく。

「加瀬は本当に俺でいいのか？　勝手だし、わがままだし、卑ひ怯きようだし、臆おく病びようだし───」

　言葉が途と切ぎれたのは、加瀬の腕うでに抱だき竦すくめられたからだ。広い胸に顔が埋うずまる。

「明石がいい」

「……っ」

　迷いのない言葉が涙るい腺せんを刺し激げきする。

「卑怯で臆病なのは、むしろ俺のほうだ。明石が失恋して泣いてるのを見て、チャンスだと思ったんだから。軽けい蔑べつされてもおかしくない自覚はある」

「軽蔑なんてしないよ……っ」

　もし軽蔑されるとしたら、自分のほうだ。加瀬の厚こう意いにつけ込んで、身勝手な理由で振り回していたのだから。

「明石の気持ちが聞きたい」

「俺の、気持ち」

「教えて」

　吐と息いきがかかる距きよ離りで囁ささやかれる。高鳴る鼓こ動どうがうるさくて、鬱うつ陶とうしいくらいだ。

「俺も、好き───ンぅ」

　告白と同時に、口づけられる。呼吸ごと奪うばい取られてしまいそうな荒あら々あらしさで口こう腔こうを搔かき回された。息苦しさに抗あらがうけれど、加瀬は少しも容よう赦しやしてくれない。

　舌が絡からむ快感と酸欠で頭の中がぼやけていく。

「ぷはっ……ちょっとは、加減しろ……っ」

「してるだろう」

「いまので!?」

　いまのが加瀬を好きだと自覚してから初めてのキスだと気がついた。気持ち一つでこれほどまでに感じ方が変わるのかと驚いた。

　キスだけでこんなに腰こし砕くだけになってしまうなら、抱かれたら一体自分はどうなってしまうのだろうか。

「……っ」

　無意識に抱かれる自分を想像していたことに気づいた。

「抱きたい」

「！」

　一いつ瞬しゆん、思考を読まれたのかと動どう揺ようした。もしかしたら、物欲しそうな顔をしていたのかもしれない。

「体がキツいなら、我が慢まんする」

「体はもう平気だけど───」

　ちらりと加瀬の顔を窺うかがう。

　加瀬の思考は読み取りにくいが、つき合っているうちにだんだんとわかるようになってきた。表情は乏とぼしいけれど、瞳ひとみは案外に雄ゆう弁べんだ。

　いまは盛りのついた獣けもののような目をしている。欲情しているのが丸わかりだ。我慢なんてできないと云わんばかりだ。

「……いいよ」

　迷った末、許可を出した。物事には勢いも必要だ。この機会を逃のがしたら、次がいつになるかわからない。

　恥じ入りながらの返事だったのに、次の瞬しゆん間かんには素すのテンションに戻もどっていた。

「うわっ、いきなり何すんだ！」

「このほうが早い」

　子供のように抱き上げられ、ベッドへと運ばれる。これでは、ムードもへったくれもない。　>>>♥

（だから、展開が早いんだってば！）

　へンなところで気が長いかと思えば、こういうときはやたらにせっかちだ。

「や、やっぱり、シャワー浴びたい」

　初めてのときも似たようなことを云っていた気がする。

　あのときは逃にげる口実だったけれど、いまは本気で汗あせを流したい。熱を出して寝ね込こんでいたせいで、自分が臭におっている気がする。

「ここまで来て、それはないだろう」

「だって、汗あせ臭くさいだろ！」

「そんなことはない。明石の匂においは好きだ」

「わざわざ嗅かぐな!!」

　首筋に顔を埋めて匂いを嗅いでくる加瀬のＴシャツの襟えりを引っ張って剝はがそうとしたけれど、布地が伸のびるばかりだった。

「嗅がないと臭いかどうかわからないじゃないか」

「お前に確かく認にんしろとは云ってねーよ！　頼たのむから汗だけ流させてくれ」

「わかった。なら、俺も入る。それなら、問題ないだろう」

　お互たがいの意見の間を取ったと云わんばかりだ。

「へ？　いやいやいや！　問題あるだろ！」

「シャワーを浴びなくていいのか？」

「う……」

　押し問答の結果は、加瀬の勝利だった。

「決まりだな」

「おわっ」

　またもや抱き上げられ、今度はバスルームに運ばれる。

「人のことを当たり前みたいに運ぶのはやめろ！」

「次から気をつける」

　ワンルームのアパートのバスルームは当然狭せまい。一也一人でも狭く感じるそのスペースに百九十センチ近くの加瀬がいると、さらに窮きゆう屈くつだった。

「……狭くないか？」

「問題ない」

　あっという間に服を脱ぬがされ、加瀬自身も堂々と裸はだかになる。

（くそ、自分はいい体してるからって）

　同性とは云いえ、逞たくましい加瀬の前で貧弱な体を晒さらすのは恥はずかしい。こうなったら、さっさと目的を果たして先に上がるしかない。

　一也は加瀬に背を向け、シャワーのコックを捻ひねった。勢いよく出てきた水流を頭から浴び、気持ちを落ち着ける。

「ボディソープはこれか？」

「そう。右のやつがシャンプーな。てきとうに使っていい───ひぁっ」

　加瀬は手に取ったボディソープを一也の背中に擦こすりつけてきた。洗うというより、マッサージをするような手の動きがくすぐったい。

「やめ、体くらい自分で洗える……っ」

「俺がしたいんだ」

「遠えん慮りよしてるわけじゃない！」

「いいから気にするな」

「しないわけ、あ……っ、こら、どこ触さわって……!?」

　肩かたや背中を洗われているうちはまだよかった。脇わきや腰こしのくすぐったさにも何とか耐たえたけれど、胸むな元もとに手が伸びてきたあたりで我慢が利きかなくなってきた。

　加瀬は泡あわにまみれた指で胸の尖とがりを撫なで回し、押し潰つぶす。刺激で硬かたくなったそれを摘つまみ上げられるとびくりと肩が跳はねた。

「硬くなってきた」

「だから……っ、んんっ」

　わざわざ云わなくていいと釘くぎを刺さそうとしたけれど、さらなる刺激で生まれるむず痒がゆさに身み悶もだえた。

「やっ……何で、そこ、ばっかり……っ」

「それは違ちがうところを触れと云うことか？」

「違……っ、ちょ！　待っ───んん！」

　するりと降りてきた手に、とうに昂たかぶっていた自身を握にぎられる。緩ゆるく扱しごかれ、そこはさらに張り詰つめる。

　湯気で曇くもった鏡には、長い腕うでに抱かかえ込まれた自分の姿が映っている。加瀬の手元がはっきり見えないのは幸いだった。

　巧たくみな指ゆび遣づかいで追い上げられ、高められる。湯船にも入ってないのに、逆上のぼせてしまいそうだった。

「う、ん、んん……っ」

　大きく体を震ふるわせ、終わりを迎むかえる。経験値の少ない一也の体は快楽に弱く、あっさりと弾はじけてしまった。

「溜たまってたみたいだな」

「わざわざ云うな……！」

　加瀬は一也の体を抱えたまま、泡や白はく濁だくをシャワーで洗い流す。ついでのように鏡の曇りも流され、無防備な自分が目に入った。

　頰ほおは上気し、目はとろんとしている。荒あらい呼吸を繰くり返す口は半開きで、ついさっきまで弄いじり回されていた一也自身は緩く勃たち上がったままだった。

「お、俺はもう上がる」

　自分の姿を見ていられない。シャワーで汗は流したし、一ひと先まずの目的は果たした。必死にもがいて加瀬の腕の中から逃れようとしたけれど、拘こう束そくは一層キツくなるばかりだった。

「じゃあ、続きはベッドだな」

「……ッ」

　上から覗のぞき込んできた加瀬の目を見たら、嫌いやだとは云えなかった。










　二人で真しん剣けんに話し合った結果、一也がベッドに座った加瀬の膝ひざに跨またがることになった。こんな体勢を取ることになったのは、この間、のしかかられて重かったと云ったからだ。

　上になれば問題ないと云われ、反論できずにいまに至る。組み敷しかれてされるがままになっているのも恥ずかしいが、この体勢も積極的に求めているようでいたたまれない。

　お互い、何も身に着けない状態で向き合うのは恥ずかしかったため、カーテンは閉め切って暗くしてある。

「き、気持ちいいか？」

　必死に指を動かしながら、確認を取る。いま、一也の手の中にあるのは加瀬の屹きつ立りつだ。自分のそれより大きいため、自ら処理をするときとは些いささか感覚が違う。

「ああ、すごくいい」

　加瀬の言葉にほっとする。この間、一いつ緒しよにしたときは相手の動きを参考にすればよかったけれど、いまはそれもない。

「明石、そろそろ俺も触ってもいいだろうか？」

「も、もうちょっと待って」

　自分が手を動かしている間は、気が散るから触るなと云ってある。

「もう待てない。俺も限界だ」

「ひゃ……っ」

　するりと尻しりを撫でられ、間の抜ぬけた声を上げてしまった。加瀬は続けて丸みを鷲わし摑づかみし、そのままやわやわと揉もみしだく。

「や、あ、ちょっ……」

「手が止まってるぞ」

「だって、あ、ん！」

　加瀬の指が、遠慮もなく狭はざ間まに忍しのび込んでくる。固く閉とざした窄すぼまりに指先が触れた瞬しゆん間かん、思わず息を吞のんだ。

　初めてのときはわけもわからず受け入れてしまったけれど、いまはどういうことをするのか知っている。

（これを入れるんだよな……？）

　いままさに手にしているものの大きさに、怯ひるんでしまいそうになる。いまは指の一本も入りそうにない。

「ま、待っ……」

「待てない」

　意識して強こわ張ばっていたそこに、ぬるりとしたものが触れた。加瀬がローションの代わりに使っているのはハンドクリームだ。

　居酒屋での水仕事で荒あれた手のために持っていたものだったが、こんな用よう途とに使われる日が来るとは予想だにしていなかった。

「ぅあ……っ」

　指先を押し込まれ、思わず声が上がった。そのまま、浅いところで抜き差しされる。

「ン、ぅん……っ」

　ぬるぬるとした指が、何度も出入りする。体温で溶とけた油分が潤じゆん滑かつ剤ざいとなり、抜き差しは滑なめらかだった。

　粘ねん膜まくを押し拡ひろげられ、指が増やされた。息が上がるほどしつこく搔かき回され、一也はもう泣き出す寸前だった。

「や、あ……っ」

「明石、もう入れられそうか？」

「んなの、わかるか……っ」

　自分の体のこととは云え、これが人生で二度目の経験だ。いいかどうかなんて、わかるわけがない。

「キツかったら云いってくれ」

「ひゃっ」

　指を引き抜かれたばかりの場所に、硬いものが宛あてがわれる。その熱さに、一也は小さく息を吞んだ。反射的に体が逃にげたけれど、摑つかまれた腰を引き下ろされた。

「う、ん……っ」

　切っ先が強ごう引いんに押し込まれる。想像していたよりもすんなりと入ったけれど、問題はこのあとだ。体が強張って、身動きが取れなくなってしまった。

「腰を落とせるか？」

「む、無理」

　少しでも動けば、刺し激げきになる。

「ゆっくりでいいから」

「や、できな……」

　加瀬は泣き言を云う一也を無責任に慰なぐさめる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、できる」

「何の根こん拠きよがあるんだよ!?」

「この間は全部入っただろう？」

「……ッ」

　加瀬の云うことは事実だが、あのときはわけもわからず翻ほん弄ろうされていただけだ。いまとは状じよう況きようがまったく違ちがう。

「力を抜け」

　腰こしを支えていた手が上のほうへと滑すべり、胸の尖とがりに触ふれる。バスルームでしつこく弄られていたそこは、腫はれぼったくなっていて、微かすかな刺激ですら感じてしまう。

「んんっ、あ、やめ……っ」

　指の腹で捏こねるように押し潰つぶされ、意識が散る。それと同時に喘あえぎを零こぼす唇くちびるを啄ついばまれ、徐じよ々じよに足の力が抜けていく。

「ぁん、ン、あ、や───」

　誘さそい出された舌先を甘あま嚙がみされた瞬間、かくんと膝が折れた。そして、そのまま腰が落ち、加瀬の屹立を根本まで吞み込んでしまった。

「大丈夫だっただろう？」

「だい…じょぶ、じゃ、ない……っ」

　一息に突つき入れられた衝しよう撃げきで、爪つま先さきから頭の先まで痺しびれている。心なしか、初めてのときよりも熱い気がする。内側から溶かされていきそうなほどだ。

　好きだと認めただけで、こんなにも感覚が変わるものだろうか。ただでさえ敏びん感かんな体が、どこもかしこも感じやすくなっているような気がする。

　男の体は単純でデリケートだ。すぐにその気になるくせに、気乗りしなければあっさりと萎なえてしまう。一也の中に押し入ってきた塊かたまりはがちがちに張り詰つめている。つまり、自分に対して欲よく情じようしてくれている証しよう拠こだ。

　いま、どんな顔をしているのか知りたくて加瀬の様子を窺うかがうと、何故なぜか難しい顔をしていた。

「……すまない、明石。つけるのを忘れた」

「へ……？」

「今日、こういうことになるとは思ってなかったから、用意をしていなかった」

「用意？───あっ…！」

　加瀬の謝罪で、お互たがいを隔へだてる薄うすいものがないのだと気がついた。粘膜が直じかに触れ合っているのだとわかり、繫つながりを一層意識してしまう。

「バカ、突っ込んでから謝るな…！」

「気が急せいていて、失念していた。次からは気をつける」

「次って……っひゃ」

　腰を引き寄せられ、首筋に唇を押し当てられた。加瀬は耳みみ朶たぶを甘嚙みし、耳の中に舌を差し入れてくる。鼓こ膜まくのすぐ近くで聞こえる濡ぬれた音は、妙みようにいやらしい。

「明石、下の名前で呼んでもいいか？」

「い、いいけど」

「一也」

「……っ、やっぱダメ！」

　囁ささやくように呼ばれた瞬間、ざわりと全身が粟あわ立だった。

「どうしてだ？」

「だ、だって……」

　呼ばれるだけで、何だか恥はずかしい。ただでさえ敏感になっている体が、より鋭えい敏びんになる。

「一也」

「や……っ」

　過敏になっている一也の体を、加瀬はゆっくりと揺ゆさぶってきた。反射的に吞み込んでいたものを締しめつけてしまう。

「や、待っ、動かない、で……っ」

　繫がった場所から伝わってくる振しん動どうが快感を生む。

　加瀬のものをぎちぎちに締めつけている一也の体も少しずつ馴な染じんでくる。動きに合わせて内ない壁へきが擦こすれ、それもまた一也を甘く震ふるわせた。

「はっ、あ、あ……っ」

　言葉にならないほどの快感に、涙なみだが溢あふれてきてしまう。

「一也？」

「ちが、これは……っ」

　不安げな顔をした加瀬が誤解しているのがわかり、慌あわてて言葉を探す。けれど、自分でも何故涙が零れてしまうのかがわからない。

「痛いのか？」

　問いに首を横に振ふる。胸は苦しいけれど、それはいま幸せすぎるからだ。

「た、多分、気持ちいいせいだと思う……」

　加瀬を安心させたくて云ったけれど、口にしてから一気に恥ずかしくなってきた。火を噴ふきそうなくらい熱くなった顔を俯うつむかせる。

「そうか。それならよかった」

「……あ……」

　頰ほおを撫なでていた指が顎あごにかかり、そのまま上向かされる。目が合うより先に、涙を唇で拭ぬぐわれる。

「ン」

　口づけはしょっぱい味がした。下した唇くちびるを食はまれ、歯列を舌先でこじ開けられる。

「んん、んっ……」

　絡からむ舌が蕩とろけそうに気持ちいい。もっと快感が欲しくて、雫しずくを零す昂たかぶりを引き締まった腹部に擦りつけるように腰を動かしてしまう。一也の体は欲よく望ぼうに貪どん欲よくだった。

　触れ合っている場所が発火したみたいに熱い。このままどろどろに溶とけて、混じり合ってしまえばいいのにと願いながら、体を揺する。

「はっ、あ、あ……っ」

　律動は激しさを増し、ベッドのスプリングに体が弾はずむ。その勢いを使い、加瀬は一也の体を力任せに上下させた。

「あっあ、あっ……!?」

　繰くり返される抽ちゆう挿そうで内壁が大きく擦られ、悲鳴じみた声が上がる。

　今日ばかりは、隣となりが空き室で本当によかった。こんな声を他ほかの誰だれかに聞かれたらと思うだけで、羞しゆう恥ちで死んでしまう。　>>>♥

「ひぁ…っ、あ、そこ、ああっ」

「こう、か？」

「あぁ…っ、あっ、あ！」

　加瀬は一也の反応が大きかった場所を集中的に責めてくる。敏感な部分を硬かたいもので何度も擦られ、内壁が小刻みにひくついた。

　搔かき回されている場所だけでなく、頭の中までもがぐちゃぐちゃで、思考はまとまらない。けれど、死ぬほど気持ちがいいということだけは間ま違ちがいなかった。

「ぁん、いい、きもちい……っ」

「俺もすごくいい」

「ぁあッ、や、あ、ああ……ッ」

　繫げられた体をさらに激しく揺さぶられ、悲鳴じみた声を上げる。

　一ひと際きわ勢いよく穿うがたれたその衝撃で、頭の中が真っ白になった。下腹部を震わせ、加瀬の体に白はく濁だくを散らす。

「……く」

　絶頂を迎むかえた一也を追うように、加瀬も欲望を解き放った。深く繫がり合ったまま、体の奥に熱いものを注ぎ込まれる。

　お互いに息を詰め、やがて、四し肢しを弛し緩かんさせた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、へーき……」

　絶頂の余よ韻いんに震える体をくたりと加瀬に預ける。

　広い背中に腕うでを回し、ぎゅっとしがみつくと、汗あせばんだ肌はだがぴったりとくっつきあい、本当に一つになったかのような錯さつ覚かくを覚える。

「……あ、あのさ」

「ん？」

「俺も、名前呼んでいい……？」

「ああ」

「た、たつ、み」

　たどたどしく口にした途と端たん、ぶわっと体が熱くなる。いまの自分は風邪かぜで発熱していたときより熱くなっているのではないだろうか。

「もう一回」

「巽」

「もっと」

「何度呼ばせるんだよ！」

「何度でも聞きたい」

　加瀬は顔中にキスしながら、一也にねだる。加瀬に我が儘ままを云いわれるのは、初めてのことかもしれない。

　全身がまだドキドキしている。

　呼吸はどうにか落ち着いてきたけれど、体の疼うずきはちっとも治まらないし、熱も引いていかない。それは加瀬も同じようだった。

　触ふれ合う肌の温度は下がらず、体の内側で感じる鼓こ動どうも激しいままだ。粘ねん膜まくは加瀬の屹きつ立りつにいやらしく絡みつき、物欲しげにひくついている。

「巽」

「うん？」

「───もっかい、する？」

　躊躇ためらいがちの問いかけに、加瀬は目を瞠みはった。

「いいのか？」

「だって、その……」

　加瀬の屹立も、まだ力を漲みなぎらせている。このまま放っておくだけで落ち着くとは、到とう底てい思えない。それに一也の体も酷ひどく疼いていて、到底眠ねむれそうになかった。

「どうなっても知らないからな」

　苦い呟つぶやきと共に加瀬は体を入れ替かえ、肩かたを上下させていた一也をベッドに押しつけた。そして、一也の足を深く折り曲げ、体を繫つなげたままのしかかってくる。

「あ……っ!?」

　加瀬は張り詰つめたままの欲望で一也の中を穿ち、搔き回し、めちゃくちゃにする。一也は再び、狂くるおしいほどの熱に溺おぼれていった。
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　正式につき合うようになって、わかったことがある。

　加瀬は独どく占せん欲よくが強い。基本的に人目を気にしないタイプのため、人前でいちゃつこうとする困った癖くせもある。しかも、本人はその自覚がないから困ってしまう。

　本人曰いわく、『恋こい人びとごっこ』をしていた間は、かなり自制をしていたらしい。あまり自制は利きいていなかったような気もするが、それを指し摘てきするのは野や暮ぼというものだ。

　一応、いまのところは周りには秘密の関係だ。男同士だし、急にカッコよくなった加瀬の周囲が落ち着かないこともある。

　友達には、いつかちゃんと云うつもりだ。










　ピー、と炊すい飯はん器が鳴った。どうやら、ご飯が炊たきあがったらしい。今日の夕飯はカレーだ。うっかり、仲よく二人で作ってしまった。

　体を動かしたあとだから、ほどよくお腹なかも空いている。

「明石、皿を持っていってくれ」

　食しよく卓たく兼けん勉強机のローテーブルを片づけていた一也に、台所の加瀬から声がかかる。

「わかった。───っていうか、俺のことは名前で呼ぶんじゃなかったのかよ」

　セックスの最中はしつこく呼んできたくせに、もう元に戻もどっている。

（恥はずかしいから、別にいいけど）

　下の名前を呼ばれると、背筋がむず痒がゆくなる。耳元で囁ささやかれたときの感覚を思い出してしまうからかもしれない。

「特別なときだけのほうが、効果があるみたいだからな」

「は？」

「自分で気づいてないのか？　お前、名前を呼ぶと反応がよくなるだろう」

「……ッ！」

　真顔でろくでもないことを口にする加瀬に絶句する。そういうことは、心の中に秘ひめておいてもらいたい。

（こういうの、何て云うんだっけ……変態じゃなくて……）

「ムッツリスケベだ」

　ぴったりの単語を思い出し、すっきりする。

「何か云ったか？」

「独り言」

　変態だろうが、ムッツリだろうが、別にいい。求められて喜んでしまうのだから、一也も似たようなものなのだろう。

「じゃー、食べようぜ」

「そうだな」

「いただきます」

　今日のカレーは、いままでになく美味おいしかった。

























「何飲む？　ウチ、ジュースとかないんだよな。コーヒーでいいか？」

　加瀬巽は二階にある自室に案内しながら、後ろをついてくる明石一也に問いかけた。

「う、うん」

　たった二文字の返事だというのに、声が上うわ擦ずっている。どうやら、今日の明石はいつも以上に緊きん張ちようしているらしい。

　今日は家族が不在のため、加瀬の自宅に招くことになった。夜には戻ってくるけれど、最初から泊とまりに誘さそうと及および腰ごしになるだろうから、遊びに来てもらうくらいがちょうどいい。

　今日のために時間をかけて家中を掃そう除じした。家族に年末の大おお掃そう除じかと云いわれるほど念入りに磨みがいてある。ベッドのシーツも枕まくらカバーも交こう換かんしたし、布ふ団とんも干した。念を入れすぎたかもしれないが、やらずに後こう悔かいするよりはいい。

　二階の三部屋は加瀬と姉と妹で使っている。どの部屋も六畳じようそこそこで広くはないが、個室を与あたえてもらっているだけでもありがたいと思う。姉妹に挟はさまれた男兄弟に部屋の選せん択たく権はなく、問答無用で西側の一室を割り当てられたけれど不満はない。

「ここが俺の部屋」

　ドアを開けて、先に入るよう促うながす。

「お…おじゃまします……」

　明石は頰ほおを紅潮させながら、加瀬の部屋に足を踏ふみ入れた。

　視線を忙せわしなく彷徨さまよわせつつも、入り口に棒立ちになっている明石の背中を押して、自分も中へと入る。

「そんなとこに立ってないで、てきとうに座ったら」

「あ、うん」

　リビングから持ってきておいたクッションを勧すすめると、明石はその上にちょこんと正座する。

　まるで借りてきた猫ねこのような様子に笑いを誘われそうになるけれど、加瀬はぐっと口元を引き締しめた。

「そのへんのマンガとか読んでていいから。テレビのリモコンはそこな」

「あ、ありがと」

「じゃあ、飲み物持ってくるから待ってて」

　明石を部屋に残し、一階のキッチンへと向かう。父親のとっておきのコーヒー豆を拝借し、電気ケトルのスイッチを入れる。食器棚だなのマグカップを取り出すとき、危あやうく落としそうになってしまった。

「……っ」

　すんでのところで抱かかえ込み、安あん堵どの息を吐つく。

（緊張がうつったかな）

　出で迎むかえたときは平静を保っていられたのだが、いま自分の部屋に明石がいるのだと思うと妙みようにドキドキする。

　明石のことをはっきりと認にん識しきしたのは、去年の夏のことだったと思う。彼が仕事中に倒たおれたとき、たまたま近くにいたため、自分が医務室に運ぶことになった。

　基本的に周りのことに頓とん着ちやくしない性格をしていることもあり、それまではとくに気に留める対象ではなかった。

　あのとき以来、明石のことが気にかかるようになった。小さくて、明るくて、元気いっぱいで───自分とは正反対の明石から目が離はなせなくなったのだ。

　とは云え、バイトのシフトが被かぶるのは週末のみ。時間もずれているため、ずっと着ぐるみ姿ですれ違ちがうばかりだった。

　一方的に見ているだけだと思っていたから、更こう衣い室で顔を合わせたときに、明石が自分のことを知っていたことに驚おどろいた。

　更衣室で明石の泣き顔を見た瞬しゆん間かん、彼のことが気になって仕方がない理由にやっと気がついた。いくらマイペースな性格をしているからと云っても、我ながら鈍にぶすぎる。

　だからこそ、チャンスは逃のがせないと思って、食いついたのだ。明石が遣やり場のない気持ちをぶつけて突つっかかってくるのは、たまたま自分が目の前にいたからだということくらいわかっていた。だけど、気づかぬふりでそれを利用した。

　側にいられるなら、どんな理由でも構わない。初めはそう思っていた。けれど、どんどん貪どん欲よくになっていく自分がいた。

　彼の全すべてが欲しい、自分を見てもらいたい、誰だれにも渡わたしたくない。こんな独善的な感情が自分の中にあることに驚いたけれど、恋れん愛あいというのはこういうものなのだろう。

　もちろん、本人の前ではセーブしている。

　友人も多く、人に好かれやすい質たちの明石だが、恋愛は加瀬同様、経験がほとんどない。加瀬が本能のままに求め、迫せまったら、絶対に逃にげ出してしまうだろう。

（いまも少し逃げ腰だけどな）

　恋愛ごとに不慣れなためか、ムードが濃こくなると落ち着きがなくなる。行こう為いに持ち込んでしまえば、キスもセックスも嫌いやではないようなのだが、照れが先に立つらしい。

　実際の経験値は加瀬も似たようなものだと思うのだが、これは元の性格の違いだろう。

　照れてそわそわしているところも可愛かわいいと思うし、理性が薄うすれたときに甘えてくるのもたまらない。

　明石は自分ばかりが翻ほん弄ろうされていると文句を云うけれど、実際に手の平の上で踊おどらされているのは加瀬のほうだ。無意識に見せる笑え顔がおや仕草、振ふる舞まいの全てに胸が高鳴り、それまで以上に好きになっているのだから。

　淹いれ立てのコーヒーをトレーに載のせて部屋に戻もどると、明石はまだ正座をしていた。

「足崩くずせば。そのままだと痺しびれるだろ」

「あ、そ、そうだね」

　明石はクッションの上で座り直し、今度は膝ひざを抱えて座る。頰を染めて照れる姿が可愛くて、思わず眼めを細めた。

　小さなローテーブルにトレーを置き、加瀬も明石の隣となりに腰こしを下ろす。座り直すふりで距きよ離りを詰つめると、明石は体を硬かたくした。

「一応、砂糖とミルクも持ってきたけど使うか？」

「う、うん、ありがと」

「俺にもスプーン貸して。一本しか持ってきてなかった」

「……っ、ど、どうぞ」

　さりげなさを装って、顔を寄せたら子こ猫ねこのように逃げられた。

「ありがと」

「あっ、あれ、卒業アルバム？　見てもいい？」

　明石は体を反らせつつ、いま気づいたと云わんばかりに本ほん棚だなの上のほうを指さした。加瀬から視線を逸そらそうとしているところを見る限り、待ったをかける云い訳に使っただけだろう。

　些いささか調子に乗りすぎたようだ。浮うかれて、気が急せいてしまった自分を反省する。

「いいけど、面おも白しろいものは写ってないぞ」

「制服着てるとこ見てみたい。お前んとこって学ラン？　ブレザー？」

「中学も高校も学ランだ」

「マジで？　俺も！　お前のことだから、卒業式にボタン下さいって云われたんだろ」

　明石は立ち上がり、本棚の前に立つ。卒業アルバムを並べてあるのは、一番上の棚たなだ。普ふ段だん、開くこともないため、そこにあることも云われるまで忘れていた。

「高校は男子校だったし、中学はボタンじゃなくて、ホックで留めるタイプだったからそういうのはなかったな。───俺が取ろうか？」

「いい！　自分で取れる」

　相当背せ伸のびをしているが、卒業アルバムの背に指が届くか届かないかという状じよう況きようだ。危なっかしくて見ていられない。

　本棚自体は耐たい震しん補強で壁かべに固定してあるけれど、上から本が降ってこないとも限らない。

「本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫だってば……っ」

　明石にはコンプレックスがいくつかある。

　まずは身長だ。百六十センチに届かないことが、かなりの不満らしい。いまでも牛乳や小魚を摂とるなどの努力は続けているらしいが、残念ながら伸のび悩なやんでいるようだ。

　そのため、長身の加瀬に対して複雑な思いがあるらしい。羨せん望ぼうは嫉しつ妬とと紙かみ一ひと重えだ。

（でかいのもいいことばかりじゃないんだけどな）

　ドアの枠わくに頭をぶつけることはしょっちゅうだし、高校を卒業するまで何度制服を作り替かえたかわからない。

　普ふ通つうに話しているつもりでも、ただでかいというだけで怖こわがられることも少なくなかった。視力の悪さをカバーしようと、目を細めてしまう癖くせもよくないのかもしれない。

　明石の『身長コンプレックス』を刺し激げきすることになるかもしれないが、怪け我がをされるよりは機き嫌げんを損そこねられるほうがまだマシだ。

「ほら」

　明石の背後に立ち、卒業アルバムを引き抜ぬいて手て渡わたした。

「あ、ありがと……」

　怒おこられるのを覚かく悟ごしていたけれど、明石はバツの悪そうな表情で礼を云いっていた。意地を張っていたぶん、気まずいのだろう。

　その様子がどうにも可愛すぎた。卒業アルバムを胸に抱える明石を抱だきしめ、さらさらの髪かみに鼻先を埋うずめる。

「な、何して……」

「気にするな」

「気になるに決まって───ひゃっ」

　ほんのりとピンクに染まった耳を甘あま嚙がみすると、飛び上がらんばかりに驚いていた。

「いいいいい加減にしろ！」

「一也」

「へ？」

　後ろから顎あごを摑つかんで上向かせ、ぽかんと半開きになっている唇くちびるに口づけた。

　明石にとっては不意打ちだったらしく、しばらくは固まっていたが、舌を絡からめたあたりから吐と息いきが零こぼれるようになってきた。

「ん、ん、んん……っ」

　手が塞ふさがっているせいで、思うように身動きが取れないらしい。それをいいことに、加瀬は明石の腰を撫なで回した。

　相変わらず、細くて薄い。初めて抱いたときは、うっかり折れてしまうのではないかと不安になった。だが、明石の体は意外にしなやかで柔やわらかく、無む茶ちやな要求にも応こたえてくれる。

「ぅん……っ、ン」

　いつもとは逆向きのキスはぎこちなく、そのせいで刺激的だった。

　腰が抜けたのか、明石の体がずり落ちていく。へなへなとくずおれる前に、何とか腰を摑んで引き上げた。唇を解いた直後の明石の目は、焦しよう点てんが合っていなかった。

　潤うるんだ瞳ひとみと紅潮した頰ほおを見る限り、体のほうはその気になっているようだ。

（何でこんなに可愛いんだろうな）

　明石のもう一つの大きなコンプレックスは、異性に恋愛対象だと思われないことのようだ。本人にとっては不幸かもしれないが、加瀬にとっては都合がよかった。

　彼を振ったのが誰だったのかは聞いていないけれど、その人物には深く感謝している。お陰かげで失意の彼を慰なぐさめる立場を摑むことができたし、いまはこうして本当の恋こい人びと同士になることができたのだから。

「よっ、と」

　キスの余よ韻いんでぼんやりとしているのをいいことに、卒業アルバムを抱かかえたままの明石を抱き上げ、ベッドに運ぶ。体格差があるため、簡単に持ち上がる。

　明石はそんな扱あつかいにも不満を抱いているらしいのだが、大体は余よ裕ゆうがないときに取ってしまう行動であるため、改めるのはなかなか難しいのだ。

　明石は自らの意地っぱりなところや見み栄えっぱりなところを気にしている節もあるけれど、加瀬のほうがよほど性格が悪い。素知らぬふりで手を出そうとしているあたり、悪い男だ。

「……何で俺はベッドにいるんだ？」

　明石の腕うでからそっと卒業アルバムを抜こうとしたところで我に返ってしまった。加瀬は心の中で舌打ちをし、表情を引き締しめる。

「せっかくだし」

「何がせっかくだ！　今日はそういうことしないって云っただろ!?」

　そういえば、そんなことも云った気がする。もちろん、明石を安心させるために云った気休めのようなものだ。

「ちょっとだけだから」

「お前のちょっとがちょっとですんだことがあるか!?」

「なかったか？」

　問われて、頭の中の記き憶おくを探さぐる。一回くらいはあるのではと思ったけれど、明石にきっぱり否定された。

「ないだろ!!」

「そうか…すまない……」

　怒っている顔も可愛かわいくてたまらない。こんなことを口にしたら、きっとしばらく口を利きいてくれなくなるだろうから黙だまっておく。

「どうしてお前は二人っきりになるとすぐにエロいことしようとするんだ！」

「どうしてと云われても、男だからとしか」

　触さわりたくなるのは好きだからだ。ただ一いつ緒しよにいるだけでも充じゆう分ぶん楽しいけれど、密室に二人きりでいて期待しないほど枯かれてはいない。

　できたばかりの可愛い恋人が自分の部屋にいるのに、何もしないなんてもったいなさすぎる。

「明石は俺に触りたくなったりしないのか？」

「しなくはないけど……」

　逆に問うと、明石はさらに赤くなって目を泳がせた。そういう衝しよう動どうに駆かられるときの状況でも思い出しているのだろう。こんなとき、頭の中身が覗のぞけたらいいのにと思う。

「───って、いつになったらどくんだよ」

　質問で煙けむに巻こうとしたけれど、今日はごまかされてくれなかった。

「もうちょっとしたらな」

　明石の首筋に顔を埋め、深呼吸する。シャンプーはミントの香かおり、ボディソープは無む香こう料りようのものを使っているはずなのに、不思議といつも甘い匂においがする。

「～～～っ、人の匂いを嗅かぐな！　何度云ったらわかる───ひゃあっ」

　白くて柔らかそうな肌はだが美味おいしそうで、思わず舐なめてしまった。

「やめ、や、あ……っ」

　体をまさぐりながら、喉のどや鎖さ骨こつのあたりの皮ひ膚ふを吸い上げる。

　最初は強ごう引いんにするのがコツだと学んだ。明石も快感に弱いようだが、積極的になるのはかなり理性が飛ばないと難しい。

　だから、本気で拒こばんでいないときは強気でいくようにしている。明石の場合、心の底から嫌いやがっていたら、とっくの昔に拳こぶしが飛んできているはずだ。

　服の下に潜もぐらせた手で滑なめらかな肌を撫で回し、乳ち首くびを探り当てる。小さな粒つぶを指で摘つまんで捏こねると、甘ったるい声が上がった。

「あっ、やだ、いつもそこばっかり……っ」

「でも、好きだろ？」

　さりげなく腰こしを押しつけると、明石のものも昂たかぶりかけていた。期待どおりの反応を引き出せたことに満足しながら、さらに追い詰つめる。　>>>♥

「一也」

「や……っ、ぁ、ン」

　下の名前を呼ぶと、スイッチが入りやすい。状じよう況きようによって使い分けているため、条件反射になってきているのだろう。わざとそうしているのは、明石も知っている。もちろん、そうと教えたのは意識してもらうためだ。

（可愛いな）

　喘あえぐ唇をキスで塞ぐと、首に腕が回された。了りよう承しようの合図に熱が増す。窓を閉めておいてよかった。口づけを深くし、ベルトに手をかけようとしたそのとき───。

「ただいまー」

　一階から声がした。

「────」

「巽、いるー？」

　小一時間前にデートに出かけたはずの姉の栞しおりの声だ。加瀬は渋じゆう面めんを浮うかべ、今度は心の中ではなく実際に舌打ちする。

「だ、誰だれか帰ってきたみたいだぞ」

　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともしない加瀬とは対照的に、明石の顔は明らかにほっとしていた。やむなく体を起こすと、そそくさと乱れた衣服を直し始める。

「お友達来てるんでしょー？　ケーキ買ってきたから一緒に食べない？」

「…………」

　栞の呼びかけに、加瀬はため息を吐ついた。

　明らかにわざとだ。加瀬が友達を招くと朝云いったから、デートを切り上げて戻もどってきたに決まっている。絶対にそうとしか思えない。

　下手へたをしたら彼氏も一緒に連れてきているかもしれない。色々と相談に乗ってもらったし、協力もしてもらったから感謝している。だが、今日くらい、気を利かせてもらいたかった。

「お姉さんか妹さんだろ？　挨あい拶さつしたほうがいいよな？」

「───いいけど、わかってるのか？」

　無む邪じや気きに訊きいてくる明石に、確かく認にんする。こういうことは、先に云っておいたほうがトラブルを避さけやすい。

「何が？」

　やはり、わかっていないようだ。きょとんとしている明石に現実を告げる。

「多分、姉貴にはお前が彼氏だってバレてる」

「かかか彼氏!?」

　明石には、加瀬の家族に関係が知られていることよりも、『彼氏』という単語のほうが刺し激げき的だったらしい。予想外の反応だ。

　茹ゆで蛸だこのようになっているさまが可笑おかしくて、つい追い打ちをかけてしまった。

「違ちがうのか？　俺はお前の彼氏で、お前は俺の彼氏だろ？」

「そ…そうだけど……」

　顔から湯気が立つのではないかと思うくらいの照れ方だ。

「何て挨拶するつもりだ？」

「えっ？　どどどどうしよう！」

　改めて現状を認識させると、顔色を変えた。明石は赤くなったり、青くなったりと忙いそがしい。いま、頭の中で様々なシチュエーションを想定しているのだろう。

（どうせ、気に入られるだろうな）

　明石の変化を興味深く観察していたら、階下の栞からまた声がかかった。

「ちょっとー！　ケーキ食べないのー？」

「いま行く！」

　大声で返し、ベッドから立ち上がる。チャンスを逃のがしたことは残念極まりないが、こうして新たな一面を知ることができたからよしとしよう。

「じゃあ、ケーキ食いに行くか」

「お、おう」

　腕を引いて立ち上がらせると、明石はオモチャのロボットのようにぎくしゃくと歩き出した。危なっかしい足あし下もとを見守りながらリビングへと案内すると、予想どおり栞とその彼氏がいた。

「晋しんさん、いらっしゃい」

「巽くん、お邪じや魔ましてます。ごめんね、俺はやめとこうって云ったんだけど」

　苦笑いをしているところを見ると、やはり姉が無む理り矢や理り彼をつき合わせてウチまで戻ってきたのだろう。

　加瀬の隣となりで鯱しやちほこ張ばっている明石を見た栞は、案の定、目を輝かがやかせた。

「この子が明石くん？　やだ、可愛いっ」

「むぐっ」

　栞はまるで子犬を愛めでるかのように、明石を抱だきしめた。加瀬の家族は皆みな、平均よりかなりでかい。明石の顔は百七十センチ超ごえの姉の胸に埋うまっている。許容量を超こえたのか、明石は目を白黒させていた。

「やめろ。こいつは俺のだ」

「あ、ちょっと！」

　放心している明石を引き剝はがし、抱かかえ込む。いくら姉と云っても、許せることと許せないことがある。

「明石、大だい丈じよう夫ぶか？」

　肩かたを揺ゆすると、明石ははっと我に返った。

「だ、大丈夫。あの、えっと、加瀬くんとおつき合いさせていただいてます明石と申しますっ！　ふつつかものですがよろしくお願いしますっっっ」

　明石は一息にそう云った。相当、テンパっているようで、かなり余計なことまで口にしてしまっていることに自分では気づいていないようだった。

「────」

「────」

「────」

　三人からじっと見つめられ、今度は小動物のように狼狽うろたえている。

「あれ？　俺、何かへンなこと云った？？？」

「いや」

　ニヤけてしまいそうになる顔を必死に引き締しめる。それでも漏もれている気がして、口元を手で覆おおった。

「こちらこそ、末永くウチの愚ぐ弟ていをよろしくね」

「はいっ、がんばります！」

　栞の言葉に、明石は気合いの入った返事をする。あまりの可愛かわいさに、とうとう笑えみがこぼれてしまう。

「何、ニヤついてんのよ」

「うるさいな」

　からかうような目つきの姉から目を逸そらす。しばらくこのネタでからかわれるだろうが、仕方ない。加瀬はからかいのネタと引き替かえに得た幸せを嚙かみしめた。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　暦こよみ上は残暑の時期なのですが、茹うだるような暑さに辟へき易えきしてます。この本が出る頃ころには涼すずしくなることを祈いのりつつ、あとがきを書いてます。

　今回のお話は身長差のある二人の話になりました。大人と子供みたいな体格差があると、何をするにもぎこちなくて可愛かわいいですよね！

　着ぐるみでいちゃいちゃしてもらいたかったんですが、残念ながらそういうシーンは入れられませんでした。きっと、今後は園内でそういう場面が見られるようになるんじゃないかと思います（笑）。

　掌しよう編へんは攻せめ視点でのお話になりました。何故なぜか私が攻視点を書くと、どうしても変態ちっくになる気がします……。臆おく面めんもない心の声が露あらわになってしまうからでしょうか。もっと普ふ段だんからカッコいい攻を書けるよう精しよう進じんしたいです。

　とは云いえ、そんな変態くさい攻を陸裕千景子先生がカッコよく描かいて下さいました！　陸裕先生のお陰かげで、本編では加瀬の本性がむっつりだったことは隠かくせたのではと思います（笑）。

　一也もすごく可愛いのですが、着ぐるみ二体も可愛くてたまりません。素す敵てきなイラストを本当にありがとうございました！

　そして、担当様には今回も大変お世話になりました。まだまだ暑い日が続きますのでご自愛下さい。




　最後になりましたが、お知らせを。劇場版アニメとして二〇一四年全国ロードショーが決定しました『世界一初恋～横澤隆史の場合～』ですが、先日キャストが発表になりました！

　横澤隆史役はＴＶアニメに引き続き堀ほり内うち賢けん雄ゆうさん、桐きり嶋しま禅ぜん役は蒼そう月げつ昇のぼるさんが演じて下さることになりました。着々と進行していますので、続報をお待ち下さいませ。




　ではでは、この本をお手に取って下さいました皆みな様さま、感想のお手紙を下さった皆様に心から感謝しています。これからも精進していきますので、どうぞよろしくお願いします！

　最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一三年立秋


藤崎　都　　
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カバー・口絵・本文イラスト／陸裕千景子
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身しん長ちよう差さ30センチ。
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